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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　外は雨。

　数十分前まで青空の片かた隅すみにあった黒くろ雲くもは、あっという間に天を覆おおい尽つくしていた。大おお粒つぶの雨は数すう滴てきずつ落ちてきたかと思うとすぐに量を増まし、数秒後には土ど砂しや降ぶりの豪ごう雨うとなって大地を叩たたいていた。

　雲の中では、時とき折おり光が発はつ生せいしていた。この地方、今の時期に夕立は大たい変へん珍めずらしいことなので、稲いな光びかりはサービスのつもりなのかもしれない。無む論ろん、そんな思し考こうは馬ば鹿かげているが、そう思うことも許ゆるされるくらい、雨は激しかった。

　雷かみなりは短時間に何度も瞬またたいていた。そのため屋や敷しきの室しつ内ないは頻ひん繁ぱんに照てらされ、太たい陽ようが全く見えないわりには明るかった。

　屋敷の最さい上じよう階かい、角の部屋にあるのはベッド。

　豪ごう華かなベッドである。クラシカルな装よそおいで、黒こく檀たんが組み合わされた台の上に、新しいクッションが載のっている。のりの利きいたシーツは真っ白。天てん蓋がいまで設せつ置ちされており、手て織おりのレースがかけられていた。

　だがこの部屋にあるのは、ただそれのみ。他にはなにもなく、天てん井じようの中央にぽつんと簡かん素そな電でん灯とうがついているだけだった。

　寝しん室しつとはいえ、普ふ通つうはサイドボード、場合によってはテレビも置く。朝食をベッドで取る習しゆう慣かんを持つ人もいるため、最低限の生せい活かつ臭しゆうはあるものだ。だがこの室内は、寝具以外になにもなく、ややもすると人が住んでいるかどうかも怪あやしかった。

　一いつ見けんすると人ひと影かげは見えない。が、気け配はいはあった。

　ベッドの上に誰だれかが寝ねころんでいる。上うわ掛がけをめくろうともせず、靴くつを履はいたまま横になっていた。

　両手を頭の後ろに回したまま、ぴくりとも動かない。一目見ただけでは生きているのか疑うたがわしい。微かすかに胸が上下しているから、呼こ吸きゆうをしていることは分かる。だが確かく認にんできるのはそれだけで、あとはまるでなく、あたかも石の彫ちよう像ぞうのようであった。

　不ふ意いに、雷らい光こうが途と絶だえた。

　勢いきおいは衰おとろえたが、雨はまだ降っている。そのため日光はいまだ室内に届とどかず、中は真っ暗になった。

　するとそれを待ちかねていたかのように、天井の隅すみが揺ゆらめいた。

　空気が陽炎かげろうのように揺れたかと思うと、突とつ然ぜん光を帯おびた。日光のような万ばん物ぶつを照らす灯あかりではない。細く、どちらかといえば濁にごった輝かがやきだ。それは一ひと抱かかえほどにふくらみ、しばらく空気中を上下した。

（──様）

　光から声が流れた。若い女性の声だ。

（仰おおせの通りにいたしました……）

　この光は、念ねん話わと同じ役やく割わりを果はたしていた。遠えん方ぽうにいる人間に、声を届けるのである。光の向こうに送そう信しん者しやがいるのだろう。

（ヨハンセンとホッグが引いん退たいを表ひよう明めいしました。これで反対するものは実じつ質しつゼロとなっています）

　ベッドで寝ている人物は、なにも返事をしない。身動きもしなかった。

　女性の声に困こん惑わくはない。光に室内の様子が分かるかどうか定さだかではないが、返へん答とうがないにも拘かかわらず、言葉を続けていた。

（日本国内ですが、当方の活動は活発化しております。必ひつ要よう最小限に留とどめておりますが、連続活動に支し障しようはございません）

　女性の声は、空気に紛まぎれて消えていく。

（エージェントはすでに現地に入っております。ただちに実行に移す予定です）

　やはり返事はない。女性も報告だけに留めるつもりだったのだろう。通つう信しんを終えるため、光は光度を落としつつあった。

　不意に、声がした。

「ステファニー」

　それはあまりに唐とう突とつだったので、光がぐにゃりとゆがんだ。向こう側にいる女性の驚おどろきが、手に取るように分かった。

　ベッドで横になっている人物は、もう一度言った。水すい晶しようのように、透すき通った声せい質しつであった。

「ステファニー。日本には誰が行った」

（……パーター、ノネ、ミシオーンです）

　分かった、とは答えない。

　女性から名前を聞いただけで満まん足ぞくしたのか、それ以上言葉はない。暗くて良く分からないが、恐おそらく表情も変えていないだろう。

　沈ちん黙もくが下りる。

　光の向こう側、ステファニーと呼ばれた女性には迷まよいが見られていた。ベッドの人物の声を久しぶりに聞いたことで、逡しゆん巡じゆんしたのだ。欲よく、といってもいい。

（──様）

　それは問いかけであった。彼女は今まで、一方的に報告をし、指令を受けるだけだったが、初めて能のう動どう的てきになったのである。

（なにか、お伝えになりますか）

　恐らくステファニーは譴けん責せきを覚かく悟ごしたであろう。その人物は余よ計けいな行動を好このまないからだ。簡かん潔けつな言葉で、咎とがめられる。

　しかし責せめられることはなかった。

　無む言ごん、というのとも違ちがった。ベッドの人物は明らかになにか思し索さくをしている。そんな雰ふん囲い気きがあった。

　やがて、言った。

「待っている、と」

　簡素な言葉であり、それ以上はない。

　ステファニーにはそれで十分なのか、問い返しはなかった。

（かしこまりました）

　そう返事をすると、光は徐じよ々じよに小さくなり、暗くら闇やみに吸すい込まれるようにして消えた。

　部屋にはベッドの上の人物と雨音だけが残された。

　その人物は光の出現前と同じように、身じろぎもせず横たわったままだった。だが微かに、ほんの微かにだが、唇くちびるが動いていた。

　一言だけ、吐と息いきのように声が漏もれる。

「────」

　それは女の子の名のようであったが、あまりに小さく、すぐに雨音にかき消されていった。
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　朝の登とう校こう風ふう景けい。

　学校へと続く銀杏いちよう並なみ木きは、薄うすい青色の制服で埋うめ尽つくされていた。どの姿も元気よく、ある者は学友と語かたらい、ある者は早足で校こう舎しやへと向かっている。この地ち域いきでは、もう何十年も前から繰くり返されている一いつ般ぱん的てきな風景である。雨風が吹ふこうと四し季きが変わろうと、ずっと続けられている営いとなみであった。

　そんな中、元気と陽よう気きで占しめられている歩道の中央あたりに、若じやつ干かん不ふ景けい気きな顔をした生せい徒とがいた。

　おそらくは寝ね不ぶ足そくのせいなのか、腫はれぼったい目をしており、足取りも重い。肩かたもなんだか落ち気味だ。全身から「ごめんなさい、今日はちょっとだるいです」といったメッセージを発していた。

　もっとも彼にとって、これはあまり珍めずらしいことではない。朝は「眠ねむい」か「それほど眠くない」の二種類しかないのだ。一部の学生にありがちな「いくら寝ても眠い」症しよう状じようなのである。

　その生徒、式しき森もり和かず樹きは魔ま術じゆつ師し養よう成せいの魔ま法ほう学がつ校こう、私し立りつ葵あおい学がく園えん高こう等とう学がつ校こうの二年生。中ちゆう肉にく中ちゆう背ぜいで地じ味みな顔つき。成せい績せきがかなり下に位置することと、ちょっと特とく殊しゆな魔法体たい質しつであることを除のぞけば、どこにでもいる高校生にすぎない。

　あまりにもどこにでもある風ふう貌ぼうなため、知り合いにあっても認にん知ちされないことがある。普ふ通つうに素す通どおりされるか、まれに片かた手てで挨あい拶さつされるだけだったりする。だからといって落ち込むこともなく、むしろ「眠いからあまり話しかけないで欲ほしい」なんて考えていることもあるので、好こう都つ合ごうだと思っていた。

　そんな具ぐ合あいなので、今朝もゆっくりと歩いていた。しかしこの日に限っては、珍しいことに自分から声をかけることになった。

「ちゃらららっちゃっちゃー」

　小さく、鼻歌を口ずさみながら、和樹の前を一人の女性が歩いていく。

　和樹よりほんの少しだけ背が高く、すらっとした肢し体たいをしている。年ねん齢れい的てきには大人だろうが、かなり子供っぽい雰ふん囲い気きを残していた。なにが楽しいのか、鼻歌に合わせてスキップをしたりもしている。頭にはフェルトでできた、ドイツ軍の降こう下か猟りよう兵へい略りやく帽ぼうをかぶっていた。

「伊い庭ば先生」

　和樹は自分の担たん任にん、伊庭かおりに背はい後ごから声をかけた。

　かおりは振ふり向くと、少し笑った。

「よ、式森か。今日は早いな」

「早くないですよ。伊庭先生が遅おそすぎるんじゃないですか」

　彼は呆あきれた。教師というものは、生徒より早く登校しなくてはいけないのである。

　かおりはぽんぽんと和樹の肩かたを叩たたく。

「あまり気にすんな。わたしがいなくても、誰だれかが授じゆ業ぎようをする」

「そんなことないですよ」

「あるよ。転てん任にんしてくるまではそうだったんだから」

　かおりは和樹のクラス、二年Ｂ組に学期途と中ちゆうからやってきた教師なのである。前任者の病気による休きゆう職しよくを受けてのものであった。

「でも今は担任なんですよ」

「安心しろ。授業はいつでもさぼれる」

「そんなわけないでしょう」

「わたしだけ特別ルールなんだ」

「酷ひどい。なんて教師だ」

　和樹は嘆なげいた。かおりは時々、とんでもない発はつ想そうをする。発想だけではなく、「ゲームの発売日だから遅ち刻こくをする」とか「ゲームセンターでロケーションテストをやっているから早く授業を終える」などを本当におこなうのだ。あまりに頻ひん繁ぱんなので、生徒はすでに慣なれつつあった。

　かおりは首を左右に動かした。

「おい、宮みや間まはいないのか」

「ええ、まあ」

　和樹は曖あい昧まいな返事をした。

　今日の和樹は一人で登校していた。いつもなら一緒にいたがるはずの少女の姿はない。

　宮間夕ゆう菜なは自じ称しよう「お嫁よめさん」であり、つねに行動をともにしたがる。彼女にとって好きな人の近くにいるのは当然の行為なのだ。恥はずかしがる和樹が遠えん慮りよしようとすると、逆に「わたしと一緒にいるのは恥ずかしいんですか」となじるほどだ。大たい抵ていは登校前に揉もめて、和樹が逃げるようにして学校に行くか、諦あきらめて並んで歩くかのどちらかになる。今日のように一人でだらだら歩くのは、滅めつ多たにない。

「珍めずらしいな。宮間の奴、寝ね坊ぼうでもしたか」

「そうじゃないはずです」

　実は心当たりがあったが、黙ることにした。

「多分ゲームだな。徹てつ夜やで『メタルギアソリッド』でもやっていたんだろ」

「先生と一緒にしないでください。そんなことだからほかの先生に人気がないんですよ」

「余計なお世話だ」

　かおりはチョップの仕し草ぐさを見せた。急いで避よける和樹。

　担任教師の手刀は空から振ぶりした。反はん動どうで、彼女のポケットから小こ銭ぜにがこぼれる。

「あー」

　かおりが言うのと同時に、かなりの数の小銭が路ろ上じように散ちらばった。彼女は舌した打うちし、攻こう撃げきを中ちゆう止しして拾ひろい始めた。

　和樹は腰こしをかがめ、拾うのを手て伝つだった。歩道と同じ色の貨か幣へいもあるので、見分けるのがやっかいだった。

「先生は財さい布ふを持ってないんですか」

「穴あなが空いたので捨てた」

　つまり現在はむき出しでお金を持っているのである。女性のやることとは思えない。

　自分の拾った分を渡わたす。何枚か見慣れないコインがあった。

「これ、円じゃないですね」

「ああ。外国の金だ。使わないけどな」

「おまじないですか」

「外国でも色々やっていたからな……まあ、記念だ」

　かおりの瞳ひとみに、ほんの少しだけ真しん剣けん味みが増した。

　彼女の転任には二つの理由があった。一つは前任者の休職のため。もう一つは事件への介かい入にゆうのためである。

　和樹はそれらの事件に何度か巻き込まれた。死しの危き険けんに見み舞まわれ、なんとか克こく服ふくしてきた。かおりはそのことに深く関かん与よしていた。

　彼女は夕ゆう菜なの護ご衛えいのためにやってきたのだ。ゲームに熱中している姿からはとても想そう像ぞうがつかないが、その道のエキスパートである。

　彼女自身は詳くわしく語らないものの、海外、特に欧おう州しゆうでも同じように関かかわってきたらしい。アンダーグラウンドでは知られた名前との噂うわさもある。きっとコインも欧州時代に得たもので、ずっと所しよ持じし続けているのだろう。

　かおりは枚数を確認すると、無む造ぞう作さにポケットに突つっ込んだ。それから今の出来事を忘れるように、鼻歌を歌った。

　さっきと同じメロディだった。

「なにを歌っているんです」

「レベルアップ」

「は？」

「レベルアップだよレベルアップ。ドラクエ知らないのか」

　がっくりする和樹。つまり、ゲームでキャラクターが強くなるときの効こう果か音おんである。歌ですらなかった。

「なんでそんなものを……」

「そんなものとかいうな。偉い大だいなゲームだぞ。罰ばちが当たる」

　かおりは真顔で言い切った。

　ゲームマニアの彼女らしい断だん言げんだが、ヘビーユーザーではない和樹にはいまいち理り解かいしがたい思し考こうだ。そもそも朝っぱらからなにしてるんだという気がする。

　しかしかおりは、自分の正しさを微み塵じんも疑っていないようであった。

「ゲームをすると指の動きによって脳のうが活かつ性せい化かされて頭が良くなる。ドラクエはゲームの中でももっとも偉大な存在だ。それなのに馬ば鹿かにするとは、成せい績せきが落ちるだけではすまないぞ」

「馬鹿にしなくたって、成績は落ちますよ」

　やや自じ虐ぎやく的てきになる和樹。

「それだけじゃない。絶対に罰が当たる。天てん罰ばつだ」

「まさか」

「いや、もうすぐ当たる」

　言うやいなや、かおりはぱっと離はなれた。

　すると突とつ然ぜん。

「かーずーきー」

　背後から誰かが抱だきついてきた。

　のしかかるようにしている。和樹より背が高いが、明らかに女性であった。なにしろ背中に大きな二つのふくらみが、はっきりと分かったのだ。普ふ通つうの男なら、赤せき面めんしつつも喜ぶ場面である。

　しかし彼には、それを楽しむ余よ裕ゆうがない。なんとか振り向き、ついでにふりほどこうと努ど力りよくをした。

　眼がん前ぜんには、三年生の徽き章しようをつけた女子生徒がいた。

「玖く里り子こさん！」

　和樹は声を張り上げた。

「なんですかいきなり」

　風かぜ椿つばき玖里子は意外そうな顔をした。

「あら、あたしがいきなりじゃないときなんてあった？」

「そりゃそうですけどね」

　玖里子は和樹のことを「狙ねらっている」女の子の一人である。大変積せつ極きよく的てきな性格で、隙すきあらば押おし倒たおそうとしてくる。登校途中であっても例外はない。

　彼女は銀杏いちようの木に和樹を押しつけようと、ぐいぐい引っ張っていた。

「なにする気ですか」

「分かってるくせに」

「朝ですよ。みんな見てます！」

「その方が興こう奮ふんするでしょ。それも分かってんだから」

　玖里子は「るんるん」などと呟つぶやきながら、和樹の制服のボタンを外していった。手て慣なれているので、非ひ常じように早かった。

　数秒後には前がはだけていた。完全に眠ねむ気けが吹ふき飛ぶ。

「やめてください！」

「ここまできたら、やめるってのもねえ」

「やめたっていいじゃないですか！」

「あたしはよくない。こういうのはタイミングよ。ねえ」

　ねえと言われても同意するわけにはいかない。こっちの肉体が色々な目にあわされる瀬せ戸と際ぎわなのだ。

「嫌いやです。離してください！」

　しかし玖里子は和樹の意見を聞かない。さらにワイシャツのボタンにまで手がかかる。

　かおりの姿は何な故ぜか見えない。和樹の心に観かん念ねんの二文字が浮うかびあがり──

「玖里子さん！」

　その声で消え去った。

　木に押しつけられている和樹と、押しつけている玖里子の前に、一人の少女がいた。

　背せ丈たけは百六十センチほど。長い髪かみをアップにして、二つに縛しばっている。可愛かわいらしく、魅み力りよく的てきな顔立ちをしているが、今はいささか目がつり上がっている。
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　夕菜であった。彼女は怒りに満みちた目線を、玖里子に向けていた。

「どういうつもりなんです!?　どこにもいないと思ってたら、こんなところで！」

「あらま」

　押さえつけていた玖里子の力が弱まった。

「ずいぶんと遅いわね。こういうのは早い者勝ちよ」

「玖里子さんが素す早ばやすぎるんです！」

「そろそろいただくところだから、そこで見てて」

「そうはさせませんから！」

　夕菜が右みぎ腕うでを振ふり上げた。きらきらした粒つぶが集合し、大きな塊かたまりとなっていく。彼女が得とく意いとする精せい霊れい魔ま法ほうである。空気中に浮ふ遊ゆうしている精霊を呪じゆ文もんによって集め、使し役えきする。短時間で膨ぼう大だいなエネルギーとなるため重ちよう宝ほうされているが、発はつ動どうと持じ続ぞくにかなりのコツを必要とするため、使用する人間は限られていた。

　彼女はこの高こう度どな魔法を、軽々と使いこなしていた。

「和樹さんを盗とることは許ゆるしませんっ！」

　一いつ瞬しゆん後、精霊の塊は水流となって空高く噴ふん流りゆうした。そのまま玖里子に襲おそいかかる。

「戦え、ウンディーネ！」

　玖里子はたじろがない。何度も夕菜とやり合うことにより、対たい処しよ法ほうを熟じゆく知ちしているのである。

　ポケットから則そく天てん文も字じの記しるされた紙し片へんを多量に取り出す。目の前にばらまいた。

「盾ドウン！」

　紙は一いつ斉せいにその形を変じた。一か所に集まると、瞬またたく間に拡かく張ちようして巨きよ大だいな盾たてとなる。

　これは玖里子の得意とする、霊れい符ふを触しよく媒ばいにする魔法である。やはり精霊たちを紙片にとりつかせ、あたかも生物のように操あやつっていく。今は盾となって彼女を防ぼう護ごしようとしていた。

　ウンディーネと呼ばれた水流は、紙の盾に弾はじかれた。紙とはいえ魔力を備そなえている。強きよう靭じんさは鉄てつに勝まさる。

　第だい一いち撃げきを防ふせがれた夕菜はただちに戦せん法ぽうを変へん更こうした。空中で水流を分ぶん割かつ、十本以上に細さい分ぶん化させ四方八方から襲いかからせる。オールレンジ攻こう撃げきだ。

　ウンディーネは盾の内側に回り込み、玖里子は水すい煙えんに包つつまれた。

　あっけない決けつ着ちやく、と思われたがそうではなかった。水煙が収まると、そこには紙片が散らばるのみで、玖里子の姿はなかった。

「こっちよ！」

　霊符を囮おとりにして移動していた彼女は、夕菜の斜ななめ後ろ、ガードレールの上に立って叫さけんだ。

「剪紙成兵ジエンジシエンビン！」

　かけ声と共に再び霊符が撒まかれる。先ほどより数が多い。それらは見る見る大きくなって、人の形を成す。片手に紙かみ製せいの剣けんを持った兵隊である。

「突トウ、斬ズアン！」

　紙兵は、号ごう令れいにあわせ、一斉に突とつ撃げきすると剣を振り上げた。攻守ところを変え、今度は夕菜が防ぼう御ぎよする番。

　夕菜は「盟めい約やくを解とく」と告つげ、ウンディーネを解放した。水流は瞬時に光の粒に戻もどる。

「四大精霊の王、火をまとい、全すべてを焼き尽つくす火か炎えんの化身ザラマンダーよ、我わが名、盟約に応じ、竜りゆうとなって我に力を貸かせ！」

　これを早口で叫ぶ。行き場を失うしなって浮ふ遊ゆうしていた粒りゆう子しは、再び集合して塊となり、半秒後には炎ほのおの竜となった。咆ほう哮こうこそしないが、夕菜の動きにあわせ、戦いの場に飛び込んでいった。

　火炎は襲いかかる紙の剣を薙なぎ払はらった。紙兵は次々と発はつ火か、灰はいとなって崩くずれていく。

　玖里子はまだひるまない。次から次へと霊符を取り出し、当たるを幸いの物ぶつ量りよう作戦に出た。疲つかれと恐おそれを知らない紙兵が突撃していく。夕菜の操るザラマンダーも、一歩も退ひかずに焼き払っていった。

「やりますね！」

「そっちこそ！」

　二人の視し線せんが激しくぶつかる。

　登校のための歩道は、あっという間に魔法合戦の舞ぶ台たいと化した。どちらも精神力の限りを尽くして戦っていた。

　巻まき添ぞえを食いそうになった生徒達は、蜘く蛛もの子を散ちらすように逃にげ出していた。二人とも葵学園でも指折りの魔力の持ち主なのである。ぼんやりしてると命に関かかわる。

　当とう事じ者しやというか、原げん因いんである和樹も逃とう走そうしようとしていた。走って逃げようとするが、街がい路ろ樹じゆの根に足をとられ、転ころぶ。

「あっ」

　スーツ姿の女性にのしかかってしまった。彼女もこの戦せん闘とうを避けようとして、逃げ遅おくれたらしい。

「大だい丈じよう夫ぶですか!?」

　女性は痛いたそうに顔をしかめていた。どこかで見たことがある。確か葵学園の教きよう師しだ。

「気にしないで。それよりあなたも早く逃げなさい」

「そ、そうなんですけど……うひー」

　和樹は慌あわてて頭を抱かかえた。

　女性は這はいながら遠くへ行った。和樹も続こうとしたが、直後に戦闘が激化。まったく身動きがとれなくなった。今へたに移動すると巻き込まれる。

　とりあえず伏ふせていた。頭を上げると、そのまま無くなりそうだ。

　霊符が燃えながら降ふってきた。

「うひゃー！」

　悲鳴を上げたが、戦闘騒そう音おんにかき消された。和樹はせめてかおりのとこまで逃げようと、視線を動かす。

　そのかおりはとっくの昔に避ひ難なんをしていた。十分距きよ離りを取り、植うえ込こみの陰かげに隠かくれてこっちを見ている。おまけに近所から拝はい借しやくした物もの干ほし竿ざおを、マケドニア式長槍サリツサのように構かまえ、来るんじゃないと牽けん制せいしていた。

　酷ひどい教師だと和樹は愚ぐ痴ちったがどうにもならない。おまけに戦闘はますます苛か烈れつさを増し、文字通り頭の上で激げき戦せんが繰くり広げられていた。

　紙兵が宙に跳とび、ザラマンダーが後を追う。炎と発はつ光こうを周囲に散らし、激突する。

　不意に、ザラマンダーが真下を向いた。

「……え？」

　血ち迷まよったのか、はたまた紙兵を燃やすだけ燃やして力尽きたのか、和樹に向かって落下しようとしていた。火の勢いは衰おとろえているが、まだ十分に竜の形を成している。こんなのにのしかかられたら、黒こげだけではすまない。

　しかし無む情じようにも、和樹のちょうど頭の上に落ちてきた。

「え……ちょ……うわー！」

　まさに一巻の終わりとなる瞬間。

　ザラマンダーが四し散さんした。

　和樹の頭のすぐ上に、鋼はがねの棒ぼうのようなものが差し出されていた。正確には棒ではない。鍛きたえられ、研とがれた鋼こう鉄てつの武ぶ器き。日本刀だった。

　日本刀は魔ま力りよくを帯びているのか、白く輝かがやいている。ザラマンダーはこれに触ふれた途と端たん、霧む散さんしたのであった。

　刀の柄つかは、背の低い少女が握にぎっていた。

「あ……凜りんちゃん」

　黒くろ髪かみの剣けん豪ごう少女、神かみ城しろ凜は和樹を一いち瞥べつすると、愛あい刀とうを鞘さやに収おさめた。声をかけることもしない。この争いに興きよう味みはないといわんばかりの態たい度どだった。

　その行動が、時間の空くう白はくを産うんだ。

「もらった！」

　玖里子はこの機会を最さい大だい限げんに生かそうと、残り全ての霊符を使って紙兵を展開させた。

「夕菜ちゃん、覚かく悟ご！」

　だがしかし、攻撃が実行されることはなかった。

　夕菜が、ザラマンダーが消失してから精霊召しよう還かんをおこなわず、なにもしていなかったのである。さっきまで旺おう盛せいだった戦せん意いが、いきなり消え去ったようにも見えた。

　拍ひよう子し抜ぬけした玖里子が紙兵を引っ込める。

　和樹は立ち上がった。すでに命の危険はなかった。

「夕……」

　話しかけようとして気づく。

　夕菜から元気がなくなっていた。たとえ戦闘とはいえ彼女の身体からだにみなぎっていた活力がどこにもない。肩は落ち気味で、しょんぼりしているかのようであった。

　そして彼女は視線を足あし下もとに落としていた。なにかあるのではない。顔を上げたくないのだ。

　本来あるべき視線の先には、凜がいた。

　彼女もまた夕菜と目をあわそうとしなかった。日本刀を竹刀しない袋ぶくろに入れ、肩に担かついでいる。これらも全て無む言ごんだ。

　夕菜は顔を背そむけたまま言った。

「……先に行ってます」

　恐らく和樹に告げたのだろう。だがその声は小さくて、まるで独ひとり言ごとのようであった。

　和樹は聞き返そうとしたが、夕菜は鞄かばんを手に取ると、小走りに学校へ消えていった。

　凜も無言のままこの場から去り、あとには和樹と玖里子だけが残された。

　玖里子は紙兵を霊符に戻もどし、回かい収しゆうした。気き勢せいがそがれたか、さきほどまでの和樹へのアプローチは、もうする気が起こらないようであった。

「……二人とも、まだ気にしているのね」

　玖里子の台詞せりふに、和樹は無言でうなずく。

　夕菜と、そして凜は、このところずっとこんな態たい度どなのであった。

　どちらも相手を見かけても話しかけようとしない。接せつしようとせず、近くにいようともしない。あえて避さけようとした。

　知らない仲では断だんじてない。特に転校生である夕菜にとって、凜は玖里子と並び真っ先にできた同性の友人である。夕菜は凜の寡か黙もくさと冷れい静せいさを尊そん敬けいしていたし、凜は夕菜の優ゆう秀しゆうな魔法と活動的なところに敬けい意いを抱いだいていた。和樹を巡めぐる衝しよう突とつはしょっちゅうあるが、もっと根本的なところで二人は繫つながっていた。

　その二人はこのところよそよそしく、まるで他人の関係になっている。

　和樹と玖里子は、その理由を知っていた。

　先日、彼ら四人は長なが野の県けんの玖里子の別べつ荘そうに出かけた。そこで賢人会議ワイズメン・グループのエージェントの攻撃を受け、山中を逃げ回ることになった。

　だがそれだけでは友情は崩くずれない。逃とう亡ぼうしている最さ中なか、夕菜と凜の間で意い見けんの相そう違いが生じ、修しゆう復ふくしきれないほどの亀き裂れつとなったのだ。特に夕菜は凜を激しく責せめ、土ど下げ座ざをしての謝しや罪ざいを要よう求きゆう。凜は従った。

　のちにこの意見の相違は誤ご解かいによるものと分かったが、広がった溝みぞは元に戻らない。エージェントの攻撃を退しりぞけ、事件は解決したものの、一度ゆがんだ関係は、いまだに直る気配がなかった。

　同じ学校に通っていて、寮りようも同じだから、二人はしばしば顔を合わせる。だがそのたびに、このようなぎくしゃくしたところを見せてしまっていた。

　玖里子は首を振ふった。

「見てらんないわ。凜はそんなに気にするタイプじゃないと思ってたんだけど」

「夕菜がずっとあんな調子ですから」

　和樹と一いつ緒しよにいるときの夕菜は、普ふ段だん通り変わらない。会話の中に凜の名前が出ても極きよく端たんな反はん応のうは見せない。しかし実じつ際さいに遭そう遇ぐうすると、うってかわったようになった。

「夕菜ちゃん、凜に謝あやまったっけ」

「したかどうかは、ちょっと……。あまり触れるのもなんなので」

　このあいだの事件のことは、極きよく力りよく振り返らないようにしていた。特に夕菜は体力も精神力もぼろぼろになり、数日間寝ねたきりだったのだ。

　玖里子が和樹に歩くようにうながす。このままでは遅ち刻こくしてしまう。そういえばかおりは先に行ったのか、もう姿が見えなかった。

「夕菜ちゃんが謝らないなんて珍めずらしいわね。意い地じを張ってるの？」

「そうじゃないと思います。もっとこう、なんかこだわりっていうか……うまく言えないんですけど」

　和樹には、夕菜の心の底になにがあるかは分からない。ただ今の凜との関係に、なにかびくびくしたものを感じているとは思っていた。

「こういう時って、どうすればいいんでしょうね」

「時間に任まかせるしかないでしょ」

　玖里子は達たつ観かんしたように喋しやべった。

「二人とも、本当に仲が悪いわけじゃないのよ。だからこのままにしておいても、なにかのきっかけで、元のように喋るようになるんじゃない」

「それもいいんですけど……」

　和樹としては、時間が経たって記き憶おくが薄うすれるのを待つのは、悪い方法ではないものの、あまり釈しやく然ぜんとしなかった。それこそ時間がかかりすぎる上、いつ解決するのか分からないのである。もしかしたら、卒そつ業ぎようするまで元に戻らないかもしれない。

　同じことは玖里子も考えていたようで、「なんか気持ち悪いわね」と呟つぶやいていた。

「夕菜ちゃんって、食べ物の好き嫌きらいあったっけ」

　和樹は少しだけ戸と惑まどいつつ、

「ないと思いますけど」

「じゃあ食事会でもしよっか」

　と玖里子。

「あたしたちと、夕菜ちゃん、凜で。ご飯でも食べて、カラオケでも行けばわだかまりも解とけるわよ」

　とにかく話をすることが大事なの、と彼女は語かたった。今の夕菜と凜が、それぞれ心の内に抱かかえているものがあるのなら、いっそ吐はき出すなりぶつけ合うなりすれば、きっと解消されるだろう。たとえ抱えたままでも会話があれば、元の関係には戻る。

　和樹に反対する理由はない。

「分かりました。場所はどうします？」

「あたしが決めとく。あんまり騒さわがしくなくて、落ち着いたところでいいでしょ」

「そういうのって高そうですね」

「支し払はらいは気にしなくていいわ」

　玖里子が苦く笑しようした。こういうときの彼女はけちけちすることがない。これで元のようになるなら安いものだと考えているのだろう。

「夕菜ちゃんには和樹が伝えておいてね。凜にはあたしが言うから」

「分かりました。凜ちゃん、来ますか？」

「来るわよ。凜だってこのままじゃ駄だ目めだって感じてると思うから。それより夕菜ちゃんよ。ちゃんと来るように説せつ得とくしてね」

「はい……」

　夕菜は皆みなと食事をするのが好きだから、普通なら必ず参加する。だが今は分からない。彼女の気持ちがどうなっているのか、凜をこれからも避け続けてしまうものなのか、和樹にはうかがい知れない。

　だからといって誘さそわないわけにはいかないし、和樹も誘わずにすませるつもりはなかった。

「教室で話してみます」

「頼たのんだわよ」

　それきり二人はこの話題に触ふれることなく、学校へと向かっていった。




「天てん罰ばつ……とか言わなきゃよかったかな」

　和樹と玖里子がいなくなるまで待ち、かおりは植え込みから姿を現した。両手で構えていた物もの干ほし竿ざおを置く。

　夕菜と凜が疎そ遠えんになっていることは、もちろん彼女も知っていた。前回の事件にかおりも関かかわったのである。

　しかし二人の仲を解決することもできなかった。かおりは教師だ。ゲーム大好きでやってることは子供と変わらないが、それでも立場は高校生より上で世代も違ちがうのだ。教師が思し春しゆん期きの女子高生に、「ほら、仲良くしろ」と迫せまることはできないのである。そんなことをしたら余よ計けいな反はん発ぱつを買うだけだ。

　とはいえ、放ほう置ちして生徒たちに任まかせるのがいいのかどうか、いまいち判はん然ぜんとしない。

「難しいねえ……」

「お悩なやみですか？」

　背後から声がした。

　そこにいたのは、柔やわらかな髪かみをした、清せい楚そな雰ふん囲い気きを持つ女性であった。背はかおりよりずっと低く、顔にはうっすらと微び笑しようをたたえている。

　彼女は藤ふじヶが谷や琴こと子こという。葵学園の同どう僚りよう教師だ。ただし、裏うらの顔もある。

　かおりは片目を細ほそめた。

「これは藤ヶ谷先生。ずいぶん遅おそいね」

「私は担任しているクラスがありませんから、問題ありません。伊庭先生こそ、あまり一人の生徒に関わっていますと、遅ち刻こくしてしまいますよ」

「とっくに遅刻だよ」

　そう言ってから、

「……さっきの式森たちの騒ぎ、見てた？」

「はい」

　琴子は微笑を消さずに答える。

「伊庭先生を見かけたので、そのままずっと。幸さいわい、巻き込まれはしませんでした」

「生徒たちの他ほかにも、誰かいたようだったけどな」

「国語科の本ほん田だ先生ですね。式森君ともつれ合っていて、大変だったみたいですよ」

　かおりは、若いが化け粧しよう気けのない同僚を思い出していた。本田もまた、琴子と時期を同じくして赴ふ任にんしてきた教師である。

「ふーん。わたしはもう時間がヤバイ。悪いけど、先に行かせてもらうよ」

　会話を打ち切って歩こうとする。琴子はすかさずついてきた。

「では私も一いつ緒しよに」

　かおりはぱっと振ふり向いた。

「監かん視しか？」

「はい」

　琴子は悪びれずに答える。

　この女性は警けい察さつ──しかも公こう安あん部ぶの人間である。そこから派は遣けんされていた。

　公安部はかおりの雇やとい主ぬしである。そこの部長である進しん藤どうという男が報ほう酬しゆうを払はらい、夕菜の護衛をさせているのだ。

　かおりは進藤のことが好きではない。雇われているが、それとは関係ない。互たがいは金でのみ繫つながっており、相手を信じていなかった。進藤もそれは同じであり、琴子はそんな男から直接の命令を受けてやってきていた。

　おまけに堂どう々どうと「監視」と答えている。連れん絡らく員いんとしての役目もあるのだが、それ以上にかおりの動どう向こうに注ちゆう目もくしているようであった。

「わたしを見張ってどうしようってんだ」

「伊庭先生を見ているのは楽しいです。仕事を抜ぬきにしても」

「なにも出ねーぞ。金欠だからな」

「ご心配なく。もらうことは考えていません。逆にこちらから差し上げたいくらいです」

「ふん」

　かおりは、つい先日の買い物を思い出した。

「で？　ただの監視なら話しかけないでくれ。黙だまっていてもできる仕事だろ」

「それだけではありません」

　琴子の口調は穏おだやかだったが、微び妙みように深しん刻こくさを漂ただよわせていた。

「部長から新しい方ほう針しんが示しめされました」

「なんだ。報酬上げてくれんのか」

「『北ほつ極きよく』がありうるそうです」

「……なんだと？」

　かおりの声質が、いままでよりもずっと硬かたいものになった。琴子に変化はない。

「正式決定ではありませんが、準じゆん備びをしておいてください」

「ふざけるな。わたしの役目は護衛だ」

　振り返り、同僚教師を睨にらみ付けた。

「なにを考えてる」

「命に関かかわるわけではありませんよ」

「同じことだ。今までやっていたことを、全部パーにする気か」

「硬こう軟なんどちらの策もできるようにしておくというのが、部長の考えです」

「なにが硬軟だ。変なくっつけかたをしやがって。アタリの『ニンジャゴルフ』か」

　かおりはあえてゲームに譬たとえることによって、判はん断だん力りよくを取り戻もどそうとした。

「進藤一人の仕し業わざじゃあるまい。意い思し決けつ定ていはどこがした。政府レベルか？」

「その質問に答える権けん限げんは与あたえられておりません」

　琴子は涼すずしい顔をしている。こういうとき、余計な感情を見せることがないよう訓くん練れんされているのだ。外がい見けんと異ことなり、かなり図ず太ぶとい精せい神しんをしていた。

　感情面では、かおりの方が起き伏ふくは激しい。

「『北極』なんてやってみろ。絶ぜつ対たいに抵てい抗こうされるぞ」

「任にん務むが優ゆう先せんされる契けい約やくのはずです」

「わたしの信しん頼らいはどうなる」

「そういう商売だと、自じ覚かくなさっているはずでしたが」

「してたよ。綺き麗れい事ごとだけで生きてるんじゃないってな。だけど、ちっとは変わるもんだ」

「契約ですから」

　琴子は同じ台詞せりふを繰くり返した。契約を楯たてに取ったというより、あえてこうすることによって、かおりの自じ覚かくを促うながしているようであった。

　もちろんかおりに自覚はあった。いまさら言われるまでもない。

「わたしに牙きばを剝むけというのか」

「進藤部長はそのために、伊庭先生を捜さがしたと聞いています」

「ヨーロッパにいたころのわたしとは違う。ここは日本だ」

「いずれ、そのころを思い出すかもしれません」

　意味ありげに琴子が言った。かおりの目がすっと細まる。

「……どういうことだ」

「今はまだ、なにも」

　とぼけているのがありありと分かる。なんらかの情報を摑つかんでいるが、教えない。手に握にぎっているものを見せる気はない。そんな感じであった。

「ふざけんな」

　とりあえず罵ののしった。進藤のやり口は理解している。だからいちいち腹を立ててもしょうがないのだが、口から出てしまう。

　かおりは琴子に背を向けた。

「『北極』の話は聞かなかったことにするからな」

「それでも構いません。発動されないかもしれませんから。ですが──」

　次の琴子の台詞を、かおりは背中で聞いた。

「『彼』が本格的に手を出してきたら、嫌いやでも賛さん成せいするのでしょう？」

　かおりは足を止めた。

　しばらくそのまま、銀杏いちよう並なみ木きにたたずむ。

「──当たり前だ」

　再び歩き出したのは、琴子の言葉を避さけるというより、授業に出なければという教師としての使し命めい感かんによるものだと、かおりは思うようにした。







　第二章










　味も素そっ気けもない部屋である。壁かべは白一色で、装そう飾しよくは何もない。床ゆかにはパイプ椅い子すが数すう脚きやく並んでいるだけで、それが調ちよう度ど品ひんのすべてであった。もっとも贅ぜい沢たくを求めるのはお門かど違ちがいというものであろう。ここは簡かん単たんな打ち合わせのために設もうけられた場所であり、この建物自体がどこもこのように簡素になっているのだから。

　部屋の隅すみに人がいた。その対角線上に、もう一人。

　隅にいる人物は、リノリウムの床に直ちよく接せつ腰こしを下ろしている。片かた足あしを曲げ、片足を伸のばし、長い間ずっとそのままでいた。すぐに疲つかれそうな格かつ好こうであったが、その人物はこれで十分リラックスしていた。

　よく見ると、床に届くほど髪かみの毛が長い。肩かた幅はばも狭せまく全身もほっそりとしている。女性であった。

　彼女の対角線上、部屋の中央にいる人物はパイプ椅子に座すわっていた。黒のパンツルックに身を包つつみ、肩にかかる程度の栗くり色いろの髪が、ふわりと横に広がっている。顔は人形のように整ととのっているが、わずかに笑っているようにも見える。この人もまた、女性であった。

　かすかに空くう調ちようの音が響ひびく。中央の女性は、ちょうど空調の騒そう音おんが消える程度の声で喋しやべった。

「……絶ぜつ望ぼうよ」

　実はこれがこの部屋に入ってきて二時間目に、初めて放はなった言葉であった。部屋の隅にいる女性に向けての言葉であるはずだったが、まるで空中に語りかけているようであった。

　隅の女性はなにも言わない。

「恐きよう怖ふの次は絶望」

　中央の女性は繰くり返した。台詞せりふを投げかけられた人物は、外見に反し、透すき通るような声で返事をした。

「……なにが？」

「恐怖の次は絶望」

　同じ台詞が繰り返される。

「どうして、パーター」

　中央で座っている女性、パーターは、ほんの少しだけ口の端はしを曲げ、笑ったことを示した。

「彼が言ったの。恐怖の次は絶望だって」

「……彼が？」

「ええ」

　再び沈ちん黙もくの帳とばりが下りた。空調だけが音の主となる。

「……恐怖は味わったのかしら」

「味わったそうよ。闇やみ夜よの山中で、たっぷりと」

「そうなの」

　隅の女性は足を動かした。両足を抱かかえ込むようにして、小さくなる。それがまるで幼子のような格好だったので、パーターはまた口を曲げて、おかしさを表わした。

「ノネ」

　パーターはそう呼びかけた。ノネというのが、隅の女性の名であった。

「あなた、絶望を食べたことがあって？」

「…………」

「私は食べてみたいわ」

　パーターは天てん井じようを向いた。無論そこにはなにもないが、それでも彼女はどこかしらうっとりとしていた。

「恐怖はすでにある……だったら次は絶望。恐怖があっただけに、絶望は何倍もの大きさに膨ふくれあがる。その方がいい」

「子供相手なのに？」

「子供だから」

　彼女は囁ささやいた。

「子供の心はそんなに大きくない。社会に出て、俗ぞく世せにまみれていない分、小さくて純じゆん粋すい。そんな器うつわを、絶望で満みたすの。きっとすぐに一いつ杯ぱいになる」

　パーターとは神父という意味である。女性が名乗るにはおかしな名であり、会話の内容も、まるでふさわしくなかった。

「溢あふれた絶望はどうなるのかしら」

　ノネは居い心ごこ地ち悪そうに、身体からだを揺ゆする。

「地面に吸すい込まれるわ」

「そうね。地面に吸い込まれる。でも絶望がもっと溢れたら？　地面が吸収しきれないほどの絶望が、溢れ出たとしたら？　きっと──器となった人間が、溺おぼれてしまう。自分自身の感情で窒ちつ息そくする」

「……それも、彼が？」

　沈黙は肯こう定ていなのかどうか。

　室内の空気は乾かわいていた。必ずしも空調のせいだとは言えない。二人の奇き妙みような会話によって、そうなっていた。

　ノネが口を開く。

「……どんな絶望を？」

「簡単なのでいい。簡単で、それでいて大事なものを。心の器は大きくないわ。それだけで十分」

「パーターがそれを食べる」

「私じゃない。もっと内なるものに与あたえられる。恐怖と絶望、どちらも好物だから。もっとも──」

　神父パーターの目が笑った。およそ聖せい職しよくを得えているとは思えない、まがまがしい輝かがやきだった。

「味見くらいは、するつもり」

　立ち上がった。左ひだり腕うでの、モーリス・ラクロアと刻こく印いんの押おされた腕時計を見る。

「そろそろね。行くとしましょう。ミシオーンにばかり働はたらかせることはないわ」




　　　　○




　葵あおい学がく園えん二年Ｂ組の教室。

「あれ……」

　和かず樹きはポケットをまさぐった。生せい徒と手て帳ちようがない。

　玖く里り子こから「食事会をやろう」と言われ、手帳に載のっているカレンダーを確かく認にんしようとしたのだが、なかった。鞄かばんの中も探したが、やはりない。

　生徒手帳は身み分ぶん証しよう明めい書しよも兼かねているので、常時携けい帯たいしているように言われている。実際にはなくてもそれほど不自由しないが、それはそれで気持ちが悪い。

　なおも探そうとしたら、一時限目の教師が入ってきた。和樹は生徒手帳の件を中ちゆう断だんして、教科書とノートを出した。

　ふと見ると、教師も和樹を見て苦にが笑わらいしている。誰だれかと思っていたら、今朝通学途と中ちゆうの戦せん闘とうで、もつれあって転んだ女性だった。古こ典てんの本ほん田だ麻ま紀き子こである。

　和樹は気き恥はずかしくなって目をそらし、ちょっとした出会いはこれで終わった。

　ノートを開く。本田が板ばん書しよすることを、無む言ごんでノートに写す。

　静かな教室に筆ひつ記きの音だけが響ひびき渡わたる。和樹は時折右みぎ隣どなりをうかがった。

　夕ゆう菜なはずっと教科書に目を落としていた。

　二年Ｂ組の教室で、和樹と夕菜は隣同士である。そして夕菜は世話焼きなので、しばしば和樹に勉強を教えようとする。それも授業中に、まるで狙ねらっているようにやろうとするのだ。

　夕菜にとって和樹は「大切な人」だから、授業の分からないところをアドバイスするのは当然である。なんら不ふ自し然ぜんではない。むしろ机をぴったりつけて、教科書とノートを見せ合いながらやりたいくらいだ。

　和樹にしてみれば、ありがたさより恥ずかしさが先に来る。夕菜のような美少女に顔を近づけられれば、授業どころではなくなる。顔から火が出そうになるし、クラスメートの視し線せんも痛いたい。もっと普ふ通つうにしててもいいのにな、と思う。

　それが日常の授業風景であった。毎日とは言わないまでも、二日に一度はこんなことがある。

　しかし今は、それがない。

　今日の授業が始まってからずっと、夕菜は自分の席から動かない。一人で集中して授業を受けているかというとそんなこともなく、教師に当てられるたびに「えっ、えっ？」と慌あわてていた。間ま違ちがいも多く、「ちゃんと聞いていろ」と何度も注意されていた。

　まだ今朝のことを引きずっている。和樹には分かりすぎるくらい分かった。

　声をかけようかどうしようか迷まよっていたら、授業が終わった。

「では今日はここまで……そうそう、式森君」

　本田に言われ、和樹は顔を上げた。

「あとで職員室まで来て」

「はい？」

「渡す物があるから。生徒手帳、落としたでしょう」

　拾ひろわれていたらしい。どうりでないはずだ。

　取りに来るようにと告げられ、夕菜と話すことは後回しにした。

　あまり休み時間がなかったので、昼休みまで待った。

　本田は職員室にいた。とりあえず今朝のことを詫わびると「君こそ怪け我がはなかった？」と逆に気き遣づかわれた。

　彼女は「あの後拾ったのよ」と言い、和樹に生徒手帳を返した。

「ありがとうございます」

「いいのよ……それにしても」

　本田は嘆たん息そくした。

「うちの生徒が、あんなところで暴れるなんて、良くないわねえ」

「はあ……」

「先週、近所から苦く情じようが来たことがあったのよ。おたくの生徒さんは魔ま法ほうを使いすぎるって。その時は教頭が謝あやまりに行ったんだけど」

「それは……すいません」

　自分が原因だという自覚があるので、和樹は謝った。

　本田はいいとも悪いとも言わなかった。

「あそこにいたのは宮みや間まさんと風かぜ椿つばきさん？」

「はい……」

「ちょうどいいわ。もうすぐ宮間さんがくるから」

　その言葉通り、しばらくすると夕菜がやってきた。

「失礼します」と頭を下げて職員室に入ってくる。それはいつも通りだが、声がかなり小さかった。いつものような明るさがない。

　夕菜は、本田のところに和樹もいることを知り、驚おどろいたようになった。すぐ元に戻もどる。

　本田は自分の前に来るよう手て招まねきをした。

　これからなにが起こるのか分からないが、少なくともいい話ではなさそうだ。和樹は退たい散さんしようとする。

「式森君もここにいて」

「え、でも……」

「いいからここにいて」

　教師特有の有う無むを言わさぬ口調だった。和樹は従したがった。

　本田は夕菜と向き合った。

「ねえ宮間さん、最近のあなたの成績なんだけど」

　彼女は手元の書類をぺらぺらとめくる。

「かなり落ちてるわね。この間の小テストも酷ひどかったわよ」

「はい……」

　夕菜はうつむき加か減げんで返事をした。

「いつも成績のいいあなたがどうしたの。私は古典しか知らないけど、他の教科もこうなの？」

「そう……だと思います」

「担任はどなただったかしら」

　夕菜は小さい声で言うだけだったので、和樹が代わりに答えた。

「伊い庭ば先生です」

　本田は「ああ、あの人」と呟つぶやいた。

「宮間さん、こんなに成績が悪くなるなんて、なにかあったのかしら」

「…………」

「プライベートでなにかあったとしか思えないけど」

「…………」

　夕菜は答えない。

　和樹は当然知っていた。それに夕菜が返事をできないだろうとも分かっていた。凜りんとのことは、二人とも誰にも話していない。よくある友人との軋あつ轢れきだから、話せば一いつ笑しように付され、大人の経験から導みちびき出された、ありがちな回答がなされるだろう。それが悪いとは思わない。だが、夕菜と凜の間にあったことは、極きよく限げん状態での全身が痛くなるような出来事であり、それゆえいつまでも引きずってしまうものなのだ。こんなことを話しても、分かってもらえるとは思えなかった。

　本田は甘あまく、優やさしい声質になった。

「宮間さん、なにがあったのか知らないけれど、先生でよければ相談に乗るわよ」

「ありがとうございます……」

「どんなことがあったの」

「…………」

　やはりなにも言わない。夕菜はただ、礼を言っただけだった。

「あのね、宮間さん。あなたが答えられないなにかを背せ負おっているのは分かるわ。ただあなたの精神状態が不安定なのを知ることは、私にとってとても興きよう味み深いことだし、必要なのよ」

「え……」

「興味よ」

　夕菜はうつむいたままだったが、和樹は首をかしげた。本田の言っていることが、微び妙みように教師らしくなかったからだ。まるで研けん究きゆう者しやのようだった。つい口を出す。

「先生、なんでそんなに夕菜のことを？」

「あら、知っちゃいけないかしら」

「そうじゃありませんけど……」

　本田は笑った。さきほどまでとは違い、ねっとりとした笑いだった。

「知るだけじゃない。教えてあげられるわ」

「え、なにをですか」

「なにをでしょうね」

　彼女は和樹との話を打ち切り、夕菜に戻った。

「聞いていたかしら。宮間さんが私に教えてくれれば、私は宮間さんに色んなことを、たくさん教えてあげられるわよ」

　夕菜はうなずかない。それでも聞いていたのか、時々肩かたが反応していた。

「だからねえ宮間さん。私の言ったこと、覚えていて」

　本田は微かすかに口の端はしを曲げると、話を終わらせた。

　和樹と夕菜は頭を下げ、職員室を出て行った。

　並んで歩いた。教室までの道のりが、やけに遠くに感じられる。

　夕菜は無言のままだ。

　居い心ごこ地ちはよくない。和樹は口数の多い方ではないが、今の状じよう況きようは喋しやべらないでいる方が難しかった。

「……夕菜？」

　彼女は無言で歩を進めている。

「夕菜？」

「……あ、は、はい!?」

　急いでこっちを向いた。不自然な笑いが顔面に張り付いている。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

「だ、大丈夫です。本当に……わたしは……」

「ならいいんだけどさ」

　と和樹も言ったが、とても平気なようには見えない。なにか重たいものを飲み込んで、動きが鈍にぶくなっているようにすら感じられた。

「話があるんだけど」

「なんでしょう……」

「さっき玖里子さんと話したんだけど、今度どこかに食べに行こうかってことになったんだ。どうだろう」

「はい……構いません」

「凜ちゃんも一いつ緒しよだよ」

　声こそ上げなかったが、身体からだが硬かたくなった。ぎくしゃくとした台詞せりふが返ってくる。

「そ……そうですか。すみません、わたしはちょっと……」

　走って教室へ向かおうとする。その肩かたを、和樹が摑つかむ。

「待った」

　振ふりほどきはしなかった。足を止める。

「夕菜が出なきゃまずいと思うんだけど」

「でも……わたしは……」

　和樹の目を見ようともしない。おどおどしている。積極的になるのは得意ではないが、これははっきり聞かなければ駄だ目めだと思った。

「まだ気にしてるの？」

「……いえ。そういうわけじゃ……」

「じゃあ、凜ちゃんと会ってもいいんじゃないかな」

　夕菜は口をつぐむ。顔も上げない。

　沈ちん黙もくの時間が続いた。

　彼女が話し始めたのは、そろそろ休み時間が終わるかも、という頃ころだった。

「凜さんに、会いたくないんじゃないんです」

　ぼつりと漏もらした。

「あんなことがあったから、やっぱり……」

「凜ちゃんは、気にしていないと思う」

　和樹は反射的に返事をしてから、言い換かえた。

「そうじゃないな。気にしてるかもしれないけど、怒おこってはいないと思う。そりゃ凜ちゃんはプライド高いから怒ってるように見えるかもしれないけれど、このままでいいなんて思ってないはずだよ」

　夕菜は首を振った。

「違うんです。凜さんに申し訳ないって思っているのは本当ですけど、それだけじゃないんです」

「なんだって？」

「わたし、あのとき女の子と一緒にいましたよね。覚えてますか」

　忘れようがなかった。山中で逃にげ回っていたとき、一緒に奈な千ち紗さという少女がいたのだ。

　それはクリウーチというエージェントの変へん装そうした姿で、本物の奈千紗を殺さつ害がいして入れ替かわっていた。彼らは計けい略りやくにまどわされ、怪け我がを負おい、絶ぜつ体たい絶ぜつ命めいの危き機きに直面した。今でこそ元気でいられるが、これは奇き跡せきに近いことだった。

　夕菜は奈千紗と親したしかった。

「わたし、あの子をかばっていました」

　ぽつりと、吐と息いきのように漏らす。奈千紗の名を出さず、「あの子」と言っているところに、心の傷の深さがあった。

「凜さんの考えていたとおり、あの子は怪あやしかった。わたしもそのことは分かっていたんだと思います。でも、かばわずにはいられなかったんです。わたしと──」

　ためらいがちに、静かに言った。

「──似にていたから」

　夕菜は重いものを吐はき出したような表情をしていた。

　彼女の口から奈千紗のことを聞くのは、これで二度目だった。玖里子の別べつ荘そうで、夜、星を見ながら聞いた。その時も彼女は自分と奈千紗を重ね合わせていた。

　廊ろう下かに、授業開始の鐘かねが鳴る。

「……そんなことないんじゃないかな」

　かろうじて和樹は言った。前回の事件から遠ざかろうと、あえて否ひ定ていをした。

「夕菜とは似てなかったよ」

「いえ、似てました。わたしも昔はああいう子だったんです。寂さびしそうで、人と馴な染じめなくて、口数が少なくて……。だから初めて会ったとき、他人とは思えなかった。アメリカでのわたしを見ているようでした」

　夕菜は帰き国こく子し女じよである。父親が考こう古こ学がく者しや、母親がブローカーだったせいで、幼い頃から日本と外国を何度も往おう復ふくしている。

　和樹はアメリカ時代の夕菜を知らない。これまで何度か聞く機会はあったが、彼女が語ろうとしなかった。

「二回、アメリカには行きました。最初に引ひっ越こしたときは本当に辛つらかったんです。言葉は分からなくて、友達ができなくて……いつもひとりぼっち。辛くて、孤こ独どくで、悲しくて……いつまでこんなことが続くんだろう。そんなことばっかり考えていたんです。ひとりぼっちの辛さを、わたしは知っているつもりです。誰かがそばにいるだけで全然違ちがうんです。だからあの子のことを……」

「…………」

「凜さんと会うと、どうしてもあの子を思い浮うかべてしまうんです。それに、昔のわたしも」

　自分の過去、特にアメリカ時代を語りたがらない夕菜にとって、思い出すのは苦く痛つうなのだろう。

　振り返りたくない過去も、振り返るべき過去も持っていない和樹には、彼女の苦しみの本当のところは分からない。だが、会話している最中の夕菜の表情、それに口調から、痛みのようなものはなんとなくだが理解できた。

「──友達が、いなかったわけじゃないんです」

「え？」

「話しませんでした？　アメリカにいた頃、友達がいなかったわけじゃないんです。一人だけ、でしたけど」

「うん、聞いた」

　あの星空の下で、夕菜は「同い年の友達がいた」と話してくれた。彼女と同年ねん齢れいなのだから、和樹とも同じだ。

「その子……男の子だったんですけど、わたしみたいにいつも一人でした。初めて会ったのがいつかは忘れちゃったんですけど、少しずつ話すようになりました。やっと話し相手ができたって思ったんですけど──」

「……けど？」

「もう覚おぼえていないんです」

　意外なことを彼女は言った。

「覚えていないんです。忘れたくて忘れたわけじゃありません。たった一人の友人を忘れるなんて、わたしにはできませんから。でもほとんど覚えていないんです。その子がどんな顔をして、どんな服を着て、どんな喋しやべり方をして、どんなお菓か子しが好きだったか。全然……。でも、一つだけ、本当に一つだけ思い出したことがあります」

　台詞がためらいがちになっている。これから口に出すことに自分で怯おびえているような、そんな感じだ。

「わたしは女の子と逃げている最中に、あの山の中で思い出しました。アメリカでのあの日は、とても蒸むし暑あつい日でした。地面から陽炎かげろうが上っていて、息苦しかった。確か男の子の誕たん生じよう日びの前日で、ずっとそのことを話してました。その子は誕生日をお祝いわいしてもらったことがなくて、とても寂しそうにしてました。だからわたしは『一緒にお祝いしてあげる』って言ったんです。男の子は嬉うれしかったんだと思います。わたしと何度も何度も約束して、別れました。でも次の日──」

　唇くちびるが、震ふるえた。

「とても珍めずらしかったんですけど、お父様とお母様が二人とも家にいたんです。それで今から遊びに行こうって……いつも一緒にいられなかったから、喜よろこんで『行く』って言いました。男の子のことは覚えてましたけど、帰ってきてからでいいやって考えたんです。家族で遊びに行くのは久しぶりでした。遊んで、食事をして、帰ったときはすっかり暗くなっていました。わたしの家と男の子の家は離はなれてましたから、走ったんです。ずっと走って、日本みたいに明るくありませんけど、それでも全ぜん力りよく疾しつ走そうして。そうしたら」

　台詞が止まった。

　夕菜は歩くのも止めた。廊下で立ち止まり、前方を凝ぎよう視ししている。

　いや、見ているのではない。その場で立っているだけだ。瞳ひとみはうつろで、なにかを映うつし出してはいない。立ち尽つくし、虚こ空くうを眺ながめていた。

「夕菜……？」

　返事はない。

　和樹は急いで肩を揺ゆさぶった。

「夕菜!?」

「いませんでした……」

　彼女の言葉はかすれ、空中に消えていく。

「その家に誰もいなかったんです。いたはずなんです。わたしは男の子と話をしました。でもいなかった。どこにもいなかった。人だけじゃない、家か具ぐもなにもかも、本当になにもない、がらんとした家。まるで昔からずっと空き家だったかのようで……誰もいない、真まっ暗くら闇やみの空間」

　ぱっと振ふり向く。夕菜の目線が和樹を貫つらぬく。

「信じられますか、こんな話」

　和樹はたじろいだ。我われ知らず、一歩後ろに下がっていた。

　夕菜の思い出話を聞くのはこれが二度目だ。一度目は、幼い頃公園で出会った少年、つまり自分の話。二度目が今。そしてこの話は、彼女の心中の、深く、形けい容ようしがたい哀かなしみに満ちていた。

「……分からない」

　正直に、自分の気持ちを言うしかなかった。

「ですよね……」

　彼女の瞳が、弱々しいものとなった。

「わたし、また一人になっちゃったんです。友達がいなくなることが、こんなに悲しいことだなんて知らなかった。男の子がいなくなったことや、自分が男の子の家に行かなかったことを思い出すと苦しくなります。もしあのとき遊びに行かなかったら、真っ先に男の子の家に行ったらどうなったんだろう。男の子はいたんだろうかって考えると、気が抜ぬけたようになって、ぼんやりして……両親が心配して、一度日本に帰ったんです」

　夕菜は息を吐ついた。ゆっくりと、廊下の窓にもたれかかる。

　校庭の方から、生徒たちの声がした。
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「わたし、前の事件からずっと、このことを思い出すようになったんです。なんでかは分かりません。でもこの出来事だけは、はっきりと、夢ゆめにまで出ます。だから時々考えちゃうんです。前の事件のことで凜さんに嫌きらわれたりしたら、もしまたなにかで会えなくなるようなことがあったら──」

　彼女は両手で顔を覆おおった。

「──友達を失ってしまう。もう友達がいなくなるのは嫌です。ひとりぼっちは絶対嫌。でも凜さんだけじゃなくて、玖里子さんも、それに和樹さんまで失うんじゃないかって。そうなったら、わたし、どうしたらいいのか……」

　嗚お咽えつ。

　涙なみだこそ流れてないが、声を詰つまらせていた。夕菜の不安、心配、古い心の痛みが溢あふれ出ていた。

　和樹が言うべき言葉は、多くない。

「──そんなことないよ」

　彼女の不安は、恐おそらく和樹が考えている以上のものだ。生なま半はん可かな慰なぐさめの言葉は通じない。が、それでもなお、たとえ陳ちん腐ぷな台詞せりふでも、かけざるを得なかった。

「凜ちゃんは、いなくなったりはしない。絶対にいる。玖里子さんだって、僕だって……夕菜のそばから離れたりはしない。今までだってそうだったんだから、これからもずっと、僕たちは一いつ緒しよにいるよ」

「そう……なんですか」

「もちろん。考えすぎだよ、夕菜」

「ですよね……考えすぎですよね」

　夕菜が頭を振り払はらう。アップにした髪かみが左右に揺れた。悪い予よ感かんを追い出すような仕し草ぐさだった。

「そうとも」

　和樹は安心させようと、わざと強めに肩かたを叩たたいた。

「僕たちは変わらない」

「……ありがとうございます」

　にこりとする夕菜。無理矢理ではあったが、やっと笑え顔がおが戻もどっていた。

「ごめんなさい。変な話しちゃって」

「いいよ……みんなと食事、するよね」

「……ええ」

　和樹は心しん底そこほっとした。

「良かった。じゃあ僕から玖里子さんに言っておくから」

「お願いします」

「じゃ、教室に戻ろう」

「先に行っててください」

　ちょっと具ぐ合あいが悪いので、保健室で薬をもらいますと彼女は告げた。和樹は了りよう解かいの合図に手を挙あげて、廊ろう下かを駆け出す。すでに授業は始まっていた。




　夕菜は和樹と逆方向に歩いた。階段へと向かう。保健室は一階にあった。

　階段の踊おどり場は照しよう明めいが弱くて薄うす暗ぐらい。彼女は一気に駆け下りようとした。

　その刹せつ那な。

（……た）

　耳元で、誰かが囁ささやいた。

　彼女は振り返る。が、そこには誰もいない。空間があるだけ。

（あなた）

　また聞こえる。呼びかけみたいだ。

「……誰ですか」

　意味がないとは思ったが、言ってみた。

（ねえ、あなた）

　今度ははっきりと聞こえた。近くに人ひと影かげはなかったが、誰かが語りかけている。

　見えない人間という存在が、夕菜の心にうっすらとした恐きよう怖ふを芽め生ばえさせた。

「誰……なんです」

（こっちよ）

　あたりを見回す。やはり誰もいない。灯あかりの弱い電灯と、所々に染しみのある壁かべと、古くなった床ゆかしかない。

（分からないかもしれない。でも、いいの）

「なんなんですか……」

　鳥とり肌はだが立った。声は恐らく女性だ。彼女にはこちらが分かり、こちらには彼女が分からない。立場の違ちがいが恐ろしさを煽あおった。

「なにが……どうなって」

（知らなくていい。ただ、あなたに知って欲ほしいことがあるだけだから）

「な……なにが……」

（あなたが忘れてしまったこと）

「…………？」

　とっさには、なんのことだか分からなかった。

（さっきあなたが話していたでしょう。そのことよ）

「さっき……あ」

　和樹との会話だろうか。しかしあれは、二人だけで話していたはずだ。

　声はくぐもるように笑った。

（分かるのよ）

「でも、どうして……」

（それは問題じゃない。私はさっきの話で、あなたのことを知った。そして私は、あなたの知らないことを教えてあげられるわ）

「そんな……わたし」

（興きよう味みない？）

「興味なんて……」

　振り切りたかった。この嫌いやな声から遠ざかりたくなっていた。

（もし興味があるのなら、こっちに来てもらうことになる）

「こっちって……」

（こっちよ、こちらがわ）

「こちらがわ……こちらがわ……」

　耳元に息がかかる。人なんかいないはずなのに、吐と息いきが感じられる。

　そして全身に襲おそいかかる寒さむ気け。声がひときわ大きくなる。

（私たちのところ）

「……ひっ」

　夕菜は自身の体を抱だきかかえ、しゃがみ込んだ。

　それきり声はしなくなった。階段の踊り場には、少女が一人だけ、残されていた。




　　　　○




　放課後を知らせるチャイムが鳴った。生徒たちは、我先に教室を飛び出し、部室や寮りようへと急いでいた。

「凜」

　玖里子は小こ柄がらな剣けん豪ごう少女に声をかけた。凜は下げ駄た箱ばこから、外に出ようとしているところであった。

「なんでしょう」

「よかった捕つかまって。今日部ぶ活かつは？」

「休みです」

「なら、あたしと一緒に帰ろう」

　二人は並んで歩いた。校門を抜けて外に出る。

　太陽は斜ななめになっていて、影を長く伸のばしている。雲一つない天気なので、夕日がまぶしいくらいだった。

　どちらも同じ寮住まいなので、帰る方向は一緒である。凜は規き則そく正しく、玖里子はだらしない歩き方だった。

　凜が口を開いた。

「……それで」

「ん？」

「それで、なんの用なのですか？」

　玖里子は感かん心しんしたようになった。

「あら、分かっちゃったの」

「分かります。今日は生徒会の会議があると聞いていました。放ほうり出して私と帰りたがったのですから、なにかあるのでしょう」

「いい推すい理りね」

　玖里子は小さい背中をばんばんと叩いた。

「お誘さそいよ。今度の休みに、なんか食べ行かない？」

「食事ですか」

「そ。おいしいもんを食べて、その後カラオケでもどうかなって」

「私と玖里子さんだけではないのですよね」

「もちろん。和樹と、それに夕菜ちゃんも」

　言ってから、玖里子は横目で凜をうかがった。

　日本人形みたいな顔に変化はなかった。普ふ通つうの、ストイックな表情だ。

　やがて。

「いいですよ」

「あら、あっさり」

　ふっと息をする凜。

「意い地じを張ると思いました？」

「まあね。あんたプライド高いじゃない。もしかしたら、断るかもって」

「そんな人間だと思ってたんですか」

「だって男に興味ないし、エロいことも考えないでしょ」

「……それはプライドとは違います」

「あたしは根っこは同じだと思ってんだけど」

　とぼけた口調になる玖里子。凜が少し眉まゆ根ねを寄せた。

「プライドが高いことは認めます。ですが私も、夕菜さんとは話がしたかったので」

　あらま、と玖里子は口にした。凜も同じことを考えていたということだ。

「どうにも夕菜さんの言げん動どうが気になっていたのです。なにやら必要以上に落ち込んでいたようで……」

「まあ、あんなことがあっちゃねえ」

　山の中で生死の境さかいをさまよったのだ。そして身を賭としてまでして守ろうとした少女に裏切られた。精神面でのショックは、察さつするにあまりあった。

「凜にあんなことまでさせたのにあれじゃあ、合わせる顔がないってもんよ」

「キツイ経けい験けんばかりしてますよ、夕菜さんは」

　以前、全員でドイツ展を見物に行ったときも、夕菜だけがさらわれた。そして玖里子の別べつ荘そうでも多くの被ひ害がいを被こうむっている。正体不明の敵は、あきらかに夕菜を狙ねらっていた。

　並の経験ではない。常人では考えられないほどのストレスがあるはずであった。

「しんどい話」

「私たちも同じ目にあったのですよ」

「それにしちゃ、あんたは平へい然ぜんとしてるわね」

「実じつ家かで鍛きたえられましたから。玖里子さんは？」

「あたしもまあ色々と」

　苦く笑しようした。まるで人ごとみたいな会話だった。

　信号が青だったので、交こう差さ点てんを渡わたる。二人は寮への方向ではなく、あえて遠回りをしていた。

「じゃあ凜は参加ってことでいいのね」

「構かまいません」

「良かったわ。断られたらどうしようかって思ってた」

　多少だが、玖里子の足取りが軽くなった。食事会を提てい案あんした手前、誘えなかったですまされる問題ではなかったのだ。

　ふと思いついたように、凜が言う。

「なにかプレゼントでも持って行きますか」

「え？　誰かの誕生日だっけ」

「そうではなく、なんというか感かん謝しやの印みたいなものです。夕菜さんに渡そうと思います。気持ちをほぐすのにもいいかと」

「現金がいいんじゃない」

「それでは露ろ骨こつすぎます」

「冗じよう談だんよ。そうね……プレゼントはいいかも。でも、小学生のなんとか会みたいね」

　玖里子はちらりと後ろを見た。

「食事会でしょう。似たようなものです」

「そう言われちゃ立つ瀬せがないわ」

　凜も同じように背後をうかがった。

「プレゼントは止やめますか？」

「いや、賛さん成せい。和樹と夕菜ちゃんにも言っとく」

「頼たのみます。ではどこかに買いに行きませんと」

「一いつ緒しよに行く？」

「そうですね」

「だったら次の土ど曜ようにしようか。食事会をその次の日曜にすればいいわ」

「異い存ぞんはありません」

「よしよし。固まってきたわね。……ところで」

　玖里子の顔つきが、急に険しくなる。凜の表情も固くなっている。

「気づいていた？」

「はい。先ほどから」

「あたしもよ。誰かしら」

「不明です。でも玖里子さん、勘かんがいいですね」

「たまに良くなるのよ。家の仕事を手伝ってると、勝負勘みたいなのが養やしなわれるのよね。その応おう用ようってとこ。でもまいっちゃうわ……つけられているなんて」

　校門を出てからずっと、二人はなにものかに追つい跡せきされていた。遠回りをして、わざとらしく確かく認にんまでしたのに、ぴたりとついてきている。

　相手は恐おそらく一人。コートで顔を隠かくしているので正体は分からないが、友好的ではない気がする。

「どうしようか」

　凜がゆっくりと竹刀しない袋ぶくろの紐ひもを解といた。

「そこの角を曲がりましょう。それから正体を確かめます。霊れい符ふはありますか」

「持ってるわよ」

　さりげなくポケットを触さわって、確認。

「合あい図ずをしたら走ってください」

「了りよう解かい」

　目の前に信号があった。赤。二人は立ち止まる。

　車が流れていく。バイクの排はい気き音おんが轟とどろく。玖里子は霊符をそっと取り出し。凜は日本刀の柄つかを握にぎりしめる。

　青に変わった。

「今！」

　走った。全力で横断歩道を渡り、横道に飛び込む。

　同時に呪じゆ文もんを唱となえた。霊符が瞬しゆん時じに大きくなり、紙の形をした人形に変化をする。手にはお馴な染じみの紙の剣けん。

　凜も一いつ挙きよ動どう作さで真剣を抜ぬいた。剣けん鎧がい護ご法ほうを唱える。刀とう身しんが青く輝かがやく。

　人ひと影かげが走ってきた。

　そこに向けて紙人形が突とつ進しんし、日本刀がきらめく。が、

　一瞬にして、人影が消えた。
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　なにがあったのかとっさには理解できなかった。確かにこっちに向かってきた人影がいたのだが、半秒後にはいなくなっていたのだ。

　生なま暖あたたかい空気が耳元をなでる。

「上！」

　凜が叫さけんだ。

　上空、遥はるか高いところに人影があった。浮ふ遊ゆうしているのではなく、跳ちよう躍やくだ。こちらが待ちかまえていると知るや否いなや、信じられない高さまで跳とび上がったのだ。

　人影はそのまま、マンションの屋上に着ちやく地ちをした。そしてちらりと振ふり返ると、さらにジャンプを繰くり返し、去っていった。

「……なによ、あれ」

　玖里子は魔ま法ほうを解き、霊符を回収した。

　凜は無言で刀を鞘さやに収めた。人影がいなくなった以上、戦せん闘とう態たい勢せいを取る必要はなくなっていた。

「なにをしたかったのかしら」

「不明です。まったく」

　そう凜は答えたが、彼女には分かっているはずであった。

　それは玖里子も同じだ。あの生暖かい風が、人影のものと思われる声を運はこんできたのだ。その声は、

「聞いた」

　とだけ言っていた。

　意味は不明だ。このまま分からない方がいいのかもしれない。そう考えたくなるような不ぶ気き味みさがあった。

　玖里子はそっと、耳を押おさえた。







　第三章










　和かず樹きが玖く里り子こに「プレゼントの交こう換かんをするってのはどう？」と言われたのは次の日になってからだった。凜りんの提てい案あんだと聞かされた。

「夕ゆう菜なちゃんも、ただ言葉だけよりも、なにか物をあげたほうが気分がほぐれていいんじゃない」

「そうですね」

　和樹は賛成した。

「僕らも交換します？」

「やったほうがいいわね。夕菜ちゃんと凜だけじゃ、恥はずかしいでしょ」

「分かりました。夕菜に伝えておきます」

　その日はこれで別れた。夕菜にも伝えたところ、今度はあっさり承しよう諾だくした。やはり彼女も、なにかしたいとは考えていたようであった。

　買い物は、土曜日に行くことにした。

　あとは週末まで待つのみ。夕菜は若じやつ干かんながら授業への集中力を取り戻もどし、和樹は小テストでいつものようにしくじった。

　そして土曜日。

　和樹は八時に起きた。珍めずらしいことに、目覚ましが鳴る前に目が覚さめた。

　カーテンを開ける。日差しが眼めに入る。朝から天気が良かった。

　顔を洗って歯はを磨みがく。食堂に行くのは止やめて、昨日きのう買っておいたパンを囓かじることにした。ガラスのコップにオレンジジュースを注ぐ。

　クロワッサンをくわえながら、テレビのスイッチを入れる。ニュースをやっている。

　真ま面じ目め一いつ本ぽん槍やりのアナウンサーが、メモを読み上げながら喋しやべっていた。

「……以上、公安委員会の会かい合ごうに関するニュースをお伝えしました。次はイベントのニュースです。来らい週しゆう東京ビッグサイトで開かい催さいされる『ヒューマンロボットテクノロジー』は、主しゆ催さい者しや側がわの発表により、開催が延えん期きされることになりました。準じゆん備びの遅おくれが原因です。なお、これにともない開催期間は延長されるため、前売り入場料の払はらい戻しはおこなわれません。次は経けい済ざいニュースです。株かぶ価かは依い然ぜん急きゆう激げきな乱らん高こう下げを繰り返しており……」

　つまらなかったのでチャンネルを回した。今度の放送局では、女性の気き象しよう予よ報ほう士しが天気予報をおこなっていた。

　関東地方の地図が映うつし出され、東京には太たい陽ようのマークだけがついていた。

　ほっとした。せっかくの買い物だ。雨よりは晴れの方がずっといい。

　クロワッサン二つとコロネをオレンジジュースで流し込むと、手早く着き替がえた。和樹は服にはあまり気をつかっていない。というより、ファッションセンスがないに等しいので、いつも同じような格好になるのだ。今日もまた、くたびれたシャツにジーンズという姿である。

　財さい布ふを持ち、寮りようの廊ろう下かに出る。

　真正面が夕菜の部屋だった。しばしためらった後、ノックを三回。

　しばらくしてから、「はーい」と返事があった。

「夕菜、そろそろ行こうよ」

「先に下りていてください。すぐに行きますから」

　その言葉に従い、和樹は階段を下りた。

　寮の外はまぶしかった。直ちよく射しや日につ光こうが当たるので、木こ陰かげで待つことにする。

　夕菜はすぐに下りてきた。

「お待たせしました」

　彼女は薄うすいブルーのスカートに、白のサマーセーターを羽は織おっていた。相変わらずさわやかで、優やさしげな姿だった。

「じゃ、行こうか」

「はい」

　歩き出す和樹。夕菜がさりげなさを装よそおって、和樹の腕うでに手を回そうとする。

　さっと離れる。

「あ、酷ひどい」

「いや、昼間で人の目もあるんだからさ」

　彼女は口を尖とがらせた。

「夜でも嫌いやがるじゃないですか」

「まあ……夜も人の目があるから」

「駄だ目めです。腕を組みます」

「また今度ね」

「もうっ、そんなことばっかり」

　ぷいと横を向く。ただその横顔に深しん刻こくさはなく、頰ほおをふくらませているだけだ。

　なんとなくほっとした。いつもの夕菜であった。

　しばらく歩調を合わせ、無駄話をしているうちに、彼女の機き嫌げんは直っていった。

「どこに行きます？」

「近所じゃつまんないなあ」

　せっかくプレゼントをすることに決めたのだ。そのために一日空けたのである。そこらへんで適てき当とうにすませるのは、いかにも誠せい意いがなさすぎる。

　結局、電車に乗ることにした。

　駅までは徒歩。たいした距きよ離りではない。話をしているうちについた。

　土曜日なので駅は混こん雑ざつしていた。老若男女、様々な人がいる。サラリーマンは少ない。

　行き先は新しん宿じゆくにした。それぞれ切きつ符ぷを買う。

「お……」

　隣となりの券けん売ばい機きから声がする。

　なんだろと振ふり向くと、自分たちの担任が、キップを手にしてこっちを眺ながめていた。

　和樹はおはようございますと言って頭を下げる。夕菜も気づいて会え釈しやくをした。

　かおりは返事代わりに軽く手を上げた。

「どうした。出かけるのか」

「はい。買い物です。新宿なんですけど」

「そりゃ偶ぐう然ぜんだな。わたしも行くつもりなんだ。どうだ、付き合わないか」

「え……」

　我われながら失礼だと思いつつもためらいが出た。かおりは万まん年ねん金きん欠けつ病びようである。どうかすると生徒にたかる癖くせがあるのだ。

　それを見み透すかしたか、かおりは「安心しろ、昨日給きゆう料りようが出たばかりだ」と言った。結局引っ張られる格好で、和樹と夕菜はかおりのあとをついていった。

　ホームでぼんやりしていると、電車が入線してきた。乗客の数はそれほど多くない。やはり休日だからだろう。

　ちょうど三人分席が空いていたので、並んで座すわった。

　窓の外を住宅街が流れ、やがて背の高いビルに変わる。何度か停てい車しやを繰くり返し、目的地に着いた。

　相変わらず新宿は大きい駅だ。下りる人も乗る人も多い。和樹はいまだどこにどんな出口があるか把は握あくできない。改かい札さつ口ぐちもよく間ま違ちがえる。

　天てん井じようから下がっている案あん内ない板ばんを何度も確かめて、自動改札口を抜ぬけた。

　人ひと混ごみを避さけようと、大きな柱はしらの陰に移動した。

「さて……どこで買おうか」

　これにすると決めて出てきたわけではない。まずなにをどこで買うか決めなければならないのだ。

「なんだ、キミらはどこに行くか決めてなかったのか」

「実はそうなんです」

　夕菜が、周辺地図を眺めた。

「……あっちの方に、お店がありますけど」

「どんな？」

「アクセサリーとか、バラエティーの小物を扱あつかっているところです」

　彼女は有名なショップの名をあげた。

「そこにしようか。遠くないよね」

「ええ」

　地図で場所を確かく認にんし、向かう。

　新宿駅からは地下道があちこちに延びている。地上を歩くより、こっちの方が分かりやすかった。信号はないし、出口にだけ気をつけていればいい。

　目的の店を見つけた。最近オープンしたショップである。老舗しにせのデパートが店内を大だい改かい装そうすることになり、フロアのいくつかを開かい放ほうした際に入店したのだ。そのため、デパートのいくつかの階を借りている形になっている。

　入り口は地下道と直ちよつ結けつしている。二人は入ろうとした。

　が、目の前にシャッターが下りていた。

「まだ開店時間じゃないみたいです」

　夕菜がシャッターに書いてある営業時間を読み取った。

「どうします？」

「そうだなあ、喫きつ茶さ店てんで時間でも潰つぶそうか」

　まだ早い時間帯だが、新宿には二十四時間営業している喫茶店もある。味あじさえ我が慢まんすればいくらでもある。

「わたしは買い物があるんだが」

　かおりが、見るからにうずうずしながら言う。

「はあ。ゲームですか」

「分かってるじゃないか。新宿は家か電でん量りよう販はん店てんがたくさんあるんだよ。ゲームコーナーも常じよう備びだ」

　じゃあ別行動しますか、と言う間もなく、かおりは赤い看板の量販店に飛んでいった。

　肩かたをすくめ、別の出口から地上に出た。ぱっと見て、目のついた店に入る。

　店員に人数と、禁きん煙えん席せきがいいと告つげる。窓まど際ぎわに案内された。おしぼりと水が目の前に置かれる。半分くらいの席に客が座っていた。

　メニューを見て注文する。和樹は烏龍ウーロン茶ちや。夕菜はアイスレモンティー。

　それほど待たされることなく、飲み物はやってきた。

「なにを買いましょうか」

　夕菜がストローでアイスレモンティーをすすりながら訊きいてきた。

「凜ちゃんが喜よろこびそうな物ってなんだろ。夕菜、知ってる？」

「いえ……」

　考えてみたら凜の趣しゆ味みを知らなかった。あまり自分のことを喋しやべる性格ではないのである。

「凜さんの趣味って……剣けん道どうでしょうか」

「剣道かあ」

　剣けん豪ごう少女に日本刀をプレゼントしている姿が思い浮うかんだ。

「刀って高いのかな」

「高いと思いますけど、なんか違う気がします」

「じゃあ竹刀しない？」

「それもちょっと……」

　やはり贈おくり物というには大げさすぎる。凜があまり剣術にいい感情を持っていないこともあったし、第一もらう方も困るだろう。

「部活は生物部だっけ」

「生物部にぴったりなものってなんでしょう」

「カエル……とか」

「生き物あげるんですか」

「ヤモリとかトカゲとか……ヘビ？」

「嫌いやがらせだと思われちゃいます」

　仲直りの印に夕菜が贈るのである。ヘビはさすがに異い常じようだ。玖里子は大笑いするかもしれないが、別に笑わせたいわけではない。

「食べ物とか喜ぶでしょうか」

「凜ちゃんは和わ食しよく党とうだからなあ。なんにしよう」

「豆とう腐ふとか駄だ目めですよね」

「実家が豆腐屋だもん。無む理り」

「消しよう費ひしちゃうのもよくありませんよね」

　やはり、なにか想おもい出に残るものにするべきだろう。盆ぼん暮くれの挨あい拶さつではないのだから。

　二人とも、うーむと腕うでを組んで悩なやんだ。

　和樹は烏龍茶を飲のみ干ほした。

「ちょっとトイレに行ってくる」

「あ、わたしも」

　この喫茶店は、トイレが男女別になっていた。青く男性のマークが書いてあるドアを開ける。

　さっさと用を足たし、手を洗って出る。

　夕菜はまだ席に戻もどっていなかった。アイスレモンティーは、半分くらいに減っていた。

　自分の席に腰こしかけようとして、気づいた。

　座席の上に何か載のっている。

　ハガキみたいだ。和樹は手を伸のばして取る。写真がプリントされていた。

　記念の絵はがきにしては古めかしい。なにかの施し設せつの写真だった。隅すみに名めい称しようが印刷されている。

（晴はる海み国こく際さい展てん示じ場じよう……？）

　確かに、晴海にある展示場の写真だった。おみやげに作られた絵はがきの一枚だろう。だがこれがなんで、喫茶店の椅い子すの上に置かれていたのかは分からない。

　店内を見回す。自分たちの席の周囲は空すいていた。だから落ちてきたとは思えない。誰だれかが置いたのだ。

　夕菜が帰ってきた。彼女に絵はがきをかざす。

「夕菜、これ知ってる？」

「なんでしょう」

「僕の席に置いてあったんだけど」

　彼女は首をかしげた。

「いいえ。知りませんけど」

　考えてみれば当然だ。同時に席を立ったのだから。

　深く考えることは止やめて、元の話題を再さい開かいした。なにを買うのか決めなければならない。

　二人の間で、また武器だ魚だと、あまり意味のない品物が出てきた。

「……なんか、ギャグのネタ出ししてるみたいだね」

「そうですね……」

「店に入って考えようか。そろそろ開いたと思うから」

　和樹は時計の文も字じ盤ばんを眺ながめる。

「そうしましょう」

　伝でん票ぴようを摑つかみ、二人は立ち上がった。




　　　　○




　玖里子と凜は、当初の予定を大おお幅はばに遅らせて新宿駅に到とう着ちやくした。ひとえに、玖里子が寝ね坊ぼうをしたためである。彼女は凜に何度も自室のドアを叩たたかれるまで全く目め覚ざめず、起きても寝ぼけた顔のままだった。電車に乗っているときも終しゆう始し眠ねむそうで、何度もあくびを嚙かみ殺ころしていた。それは改札を抜ぬけるまで続いた。

　二人は人混みに押おされるように、ふらふらと歩いた。凜は足取りがしっかりしているのだが、玖里子が流されるのである。

「大だい丈じよう夫ぶですか、しっかりしてください」

　剣豪少女は、この日何度目かの質問を発した。言われた方は、目を擦こすりながらはははと笑った。

「あー、大丈夫、大丈夫」

「本当ですか」

「ほんと。もう目が覚めた」

　両手で何度か頰ほおを叩く。あまり女らしいやり方とは言えない。

「せっかく新宿まで来たのですから。そんなことでは困ります」

「んー、なんなら凜が一人で買ってもいいのよ」

「私は、こういうところに縁えんがありませんから」

　凜が顔をしかめて答えた。

　彼女たちは新宿まで買い物に来たのである。それも服やブランドバッグではない。食事会のプレゼントである。偶ぐう然ぜんにも、和樹たちと同じ目的、同じ場所であった。

　なんとか眠気を振り払った玖里子は、凜を案内するように歩いた。さっさと外に出て、交差点を渡わたる。

「凜、お腹なか減へらない？」

「まだ減りません。朝食はきちんと取りましたから」

「あたしは食べ損そこなったのよねえ」

「朝食を摂せつ取しゆしないと、脳の運動が低下します。眠いのもそのためです」

「まずなんか食べない？」

「買い物をしてからにしましょう」

「あんた、意外と意い地じ悪わるね……あら」

　玖里子のポケットから、軽けい快かいなポップスが流れる。彼女は携けい帯たい電でん話わを取り出し、広げた。

　生徒会役員の名前が、ディスプレイに映うつっている。通話のボタンを押した。

「はい……ええそう。なによ、今出かけてるんだから……やっかいごとは後にして。はあ、それで？　え、泥どろ棒ぼう？　なんなのそれは」

　彼女は声が大きくならないように、送話口を手で覆おおった。

　歩道の端はしに寄り、しばらく会話を続けた。なんどかうなずき、簡かん単たんな指し示じを与あたえてから切る。

　渋しぶい表情になった。凜が訊く。

「なにやら、不ふ穏おんな単語が聞こえましたが」

「泥棒だって」

　玖里子は携帯電話をしまった。

「彩さい雲うん寮りように泥棒が入ったのよ。生徒会が連れん絡らくしてきた」

「それは……大変じゃないですか」

　凜も玖里子も、彩雲寮（にくっついてしまった女子寮）に住んでいる。被ひ害がい当とう事じ者しやであった。

「あそこ古いでしょう。防ぼう犯はん設せつ備びがしっかりしてないのよ」

「被害はどうなのです」

「ないみたい。寮に残っていた生徒に見つかって、すぐ逃にげたらしいけど」

「帰りますか」

「いいわよ。もう警察が入ったって言ってたから、やることはないわ」

　こっちをすませよう、と玖里子は言った。

　老ろう若にやく男なん女によで溢あふれる通りを搔かき分けるようにして進む。目当ての店はあるので、玖里子はさっさと歩いた。

「なにを買うのですか」

「まあ、簡かん単たんなものね。多分夕菜ちゃんはどんなものでも喜ぶわよ」

「それは無む責せき任にんです。贈り物ですから、ちゃんと選びませんと」

「種類はたくさんあるわよ。そういう店だから」

　さほど時間がかからないうちに、目的のビルが見えてきた。古くからあるデパートである。

　凜は来たことがなかったらしく、感心したように眺めている。

「あそこですか」

「そ。お値段もリーズナブルよ」

「夕菜さんたちはなにを買うのでしょうか。同じ物だったら、笑い話です」

「いくらなんでもかぶらないでしょ。それより和樹が真ま面じ目めに選んだつもりで、変な物くれるかもしれないわよ。日本刀とか」

「……嬉うれしくないとは言いませんが、簡単に買えるものではありません」

「凜は剣けん道どうもやるから、竹刀しないかも」

「もうたくさん持っています」

　凜は呆あきれた。いくらなんでもそんなものをプレゼントにしないでしょうと言ったが、玖里子は「和樹ならありうる」と主張していた。

「もっと意い表ひようをつくかもしれないわね。カエルなんてどう？」

「……何な故ぜです」

「生物部だから」

「いくら生物部でも、自室でカエルは飼かいませんが」

「ヤモリとかトカゲもあるわよ。いっそヘビとか」

「ヘビと添そい寝ねをする高校生女子が、どこの世界にいるのです」

「いないか」

　玖里子は舌したを出した。くだらない話をしているうちに、デパートの前まで来た。

「老舗の百貨店ですね」

　凜が建物を見上げる。

「ここの中ですか」

「そうよ。テナントになって、フロアをいくつか借り切ってるの。見てるだけでも退たい屈くつしない店だから……む？」

　玖里子は思わず顔を動かした。見覚えのある人物が、視界を横切っていた。

　わずかに目を細める。

「どうしたのです」

「……あんたさあ、古典の本ほん田だ先生って知ってる？」

「いいえ。うちのクラスは違ちがいます」

「なんか本田先生がいたみたいなのよねえ」

　玖里子のクラスの古典は本田が受け持っていた。良くも悪くも特とく徴ちようのない女性教師なので、あまり印いん象しよう深ぶかくはない。そのため今のが本人かどうか自信がなかった。

「似た人がいてもおかしくはないと思いますが」

「そうね……ん？」

　また、人混みの中を、覚えのある人物が通りかかる。

「今度はなんです」

「……伊い庭ば先生がいたような」

「そっちは不思議ではないです」

「そうね」

　深く考えるのを止めると、玖里子は凜をうながし、店内に足を踏ふみ入れた。




　　　　○




　店内に入り、エスカレーターの場所が分からなくて少し迷まよった。ようやく見つけたら、かおりがやってきた。両手に店名の入った袋ふくろを提さげている。またゲームを買いだめしたらしい。

「無駄遣づかいになるんじゃないんですか」

「金はあと半はん月つきはもつ」

　給料は一か月後のはずなのだが。

　エスカレーターで上階へ。そこで下りると、もう店内であった。バラエティー絡がらみの雑ざつ貨かが、所狭せましと並んでいる。数も種類も潤じゆん沢たくにあって、目め移うつりしてしまいそうであった。

　和樹と夕菜は感心し、同時に悩なやんだ。さて、どこから見ていけばいいのやら。

「どうやって探さがしましょうか」

「適てき当とうに、端はしから」

　二人は順じゆん繰ぐりにチェックし、かおりはそこらへんをうろうろしていくことになった。

　棚たなにキャラクター関係の雑貨が並んでいる。猫ねこをモチーフにしたり、元がアメリカの有名なイラストであったり、地方の放送局が生み出したキャラであったり。

　知らないものも多い。それらキャラクターグッズは、ぬいぐるみだけではなくマグカップやタオル、果はてはかき氷ごおり製せい造ぞう器きまでなんでもあった。

　和樹は圧あつ倒とうされながら、夕菜は楽しそうに手に取った。

「可愛かわいいですね」

　元より女性受けするように作られているためか、気に入ったようである。

「でも凜ちゃんは好きかな」

「そういえばそうですね。凜さんはこういうタイプじゃないような……」

　偏へん見けんかもしれないが、ファンシーグッズに身を包んでいる姿が、どうしても思い浮うかばなかった。

　場所を移る。時計売り場は通つう過かして、食器が置いてあるコーナーに行く。

「コップとかどうでしょう」

　様々な種類のコップが置いてあった。ガラス製だけではなく、陶とう器きや木もく製せいもあった。

「これも凜ちゃんのイメージじゃないなあ。湯ゆ飲のみとかがいいんじゃない」

　それも置いてあった。高いものからそうではないものまで並んでいる。

「なんかいいな」

　焼やき物ものには味がある。和樹はいくつか手に取った。夕菜はちょっと複ふく雑ざつな表情をしている。

「いいかもしれませんけど、やっぱり凜さんだって女の子なんですから、渋しぶいものじゃない方が」

「そう？　僕はこれにする」

　和樹は萩はぎ焼やきの湯飲み茶ぢや椀わんを選んだ。値ね段だんも手て頃ごろだった。

　会かい計けいのため、レジへ向かう。

　カウンターにはかなり客が並んでいた。ラッピングを希き望ぼうする人が多く、そのため流れが悪いようである。

「わたし、上に行ってます」

　夕菜の言葉に、和樹は手を上げて答えた。彼女はエスカレーターで一階上へ移動していった。

　和樹は素す直なおに列の後ろに並んだ。

　無意識のうちに、首の後ろを押おさえた。

（……ん？）

　ざわざわしていた。産うぶ毛げが逆さか立だっている。まるで誰かに見張られているような感かん触しよくだ。

　かおりだろうか。だが、周囲にはいない。

（なんだ……？）

　考えていたせいで、レジの列が進んでいることが分からなかった。

　店員に詰つめるよう言われ、慌あわてて前に進む。

　前の客にぶつかった。

「きゃっ」

「あ、すいません」

　背の高い女性だった。ただでさえ大きいのに、ハイヒールまで履はいている。

　なんとなく見上げて、口を開けた。

「……玖里子さん!?」

　相手の女性も驚きよう愕がくの顔つきをしていた。

「和樹、あんたここでなにしてんの!?」

「え……プレゼントですよ、明日のための。玖里子さんこそなんで」

「あたしもプレゼントよ」

　見ると、かごにアロマランプが入っていた。陶とう器き製せいで、ロウソクを燃もやすタイプだ。

「どうしてわざわざ新宿まで」

「それはこっちの台詞せりふよ……ま、同じこと考えていたってことね」

「ですね」

　なにやら冗じよう談だんめいた状じよう況きようであった。場所も店も同じだったとは。

　玖里子がきょろきょろと辺りを見回す。

「まさか、夕菜ちゃんもいる？」

「いますよ。上の階ですけど。あと伊庭先生もいます」

「あ、そりゃまずい」

　玖里子が顔をしかめる。

「凜もいるのよ。今はここの階で買い物してんだけど、会わせたら意味なくなるわ」
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　明日の食事会のためにプレゼントを用意しているのである。今ここで出会うと、特に状況が悪くなるわけではないが、明日の効こう果かが半はん減げんする。

「和樹、あんた上に行って、夕菜ちゃんを引き留とめてくれる？　あたしはここが終わったら、凜を連れて外に出るわ。あたしより先に会計していいから」

「分かりました。あ、そういえばさっき」

「どうかした？」

「いえ、なんでもないです」

　さきほどの奇き妙みような気配は言わないことにした。

　和樹は玖里子に順番を譲ゆずってもらい、支し払はらいを済すませた。エレベーターを駆かけ上がり、急いで上の階へ行く。

　夕菜を捜す。フロアの端にいた。そこには音の出るアクセサリーとオルゴールが陳ちん列れつされていた。

　彼女は和樹を見ると、にこりとした。

「買ったんですか」

「うん。夕菜は？」

「わたし、こういうのがいいと思うんです」

　彼女が手にしたのは、装そう飾しよくのついたオルゴールだった。立ち上がった猫が指し揮き棒ぼうを持っている。猫はデフォルメされていて、確かに可愛らしかった。電気で動くタイプで、曲は五曲入っている。

「それ？」

「はい。あまり大きくないですから、お部屋に飾かざっても邪じや魔まにならないと思って」

　夕菜はスイッチを入れた。トロイメライが流れる。

　電子音だったが、音色は非常に澄すんでいた。

「ね、いいでしょう」

「いいけど、凜ちゃんだから、尺しやく八はちとか笙しようのがらしくないかな」

「……そんなことばかり言ってると、嫌きらわれちゃいますよ」

　それほど好かれてないし、と和樹は独ひとりごちた。

「じゃ、早く買っちゃおうよ。伊庭先生見た？」

「さっき上に来ました。カードゲームのコーナーに行ったみたいですけど」

　まったく、根っからのゲーム好きである。

「どこでもやること同じなんだな……」

　ふっと和樹は耳を押さえた。また、さっきと同じような気配が感じられる。なんだか誰かがこっちに注目しているみたいな。

　あまり勘かんが鋭するどい方ではないが、今はそんな気がしていた。もっとも詳くわしいことはなにも分からない。

「なんです、和樹さん」

「いや……」

　後ろを振ふり向く。

　キッチン用品の棚たなの奥おくでなにかが動いた。人ひと影かげのようだが、よく認にん識しきできない。

「夕菜、今……」

「なんでしょう」

「……いや」

　それきり口をつぐむ。夕菜はレジへ向かった。

　なにか頭の隅すみに引っかかっていた。どうもあの人影に覚えがあるのだ。同じクラスの生徒でなければ、葵あおい学がく園えんの関係者でもないと思うが、知っているような気がする。

　しかし、もう少しというところで記き憶おくが止まる。

「どこかで見たことあるんじゃないかな……」

　慌てて口を押さえる。これでは不気味な独り言だ。

　見たことがあるといっても、それこそ気のせいかもしれない。まったく知らない、なんの関係もない人かもしれないのだ。その可能性の方が、むしろあり得た。

「やっぱり気のせいだ……」

「そうでもないぞ」

　いきなり、語りかけられた。

「勘は悪くない。自分の能のう力りよくを否定するのは、健けん全ぜんではないな」

　声の方角を向く。

　そこにいたのは、まるでモデルのような美び貌ぼうの、金きん髪ぱつ女じよ性せいだった。

「久しぶりと言うべきかな、シキモリ君」

　かつて自分を狙ねらった人物、ディステルはそう言った。




　彼がディステルと会ったのは、あの帆はん船せん以来だった。目の前の女性はその時と変わった様子は見られない。ただ殺さつ気きだけは消えていた。

「ディステル……さん。死んだはずじゃ」

「こうして生きてる。カオリに聞かなかったか」

「……聞きました」

　名前だけだったが、ディステルのことはかおりに言われていた。

　彼女は少し話さないかと言い、待ち合わせ用の椅い子すに顎あごをしゃくった。

「でも、夕菜が……」

「すぐにすむ。それに私も、まだミヤマやカオリと顔を合わせるつもりはない」

　二人は球体を半分に割った形をした椅子に腰こしかけた。

　通りかかる客が、ちらちらとディステルを眺ながめていた。大変な美女なのだから無理もない。ただ、ついでのように和樹も観かん察さつされて「なんだこいつ」という目をされるのはたまらなかった。

　ディステルに気にした様子はない。

「すまんが観察させてもらっていた」

　単たん刀とう直ちよく入にゆうに喋る。

「君らを見かけたのは偶ぐう然ぜんなんだがね。しるしは残したはずだ」

「もしかして……あの絵はがきですか」

　ディステルは首しゆ肯こうした。かつて和樹たちは、晴海の国際見本市会場でディステル率ひきいるエージェントと争ったのだ。

「本当は別の人間を追つい跡せきしていた。賢人会議ワイズメン・グループのエージェントだ」

「え、どこですか!?」

「もういない。手強い奴だ。途中で諦めざるを得なかった。何をしたいのかまだ判らないが……」

　そこまで口にしてから、ディステルは話題を変えた。

「シキモリと話がしたかったのは、ミヤマのことだ」

「夕菜……ですか」

「承しよう知ちしてると思うが、彼女は狙われている」

「それは、もちろん……」

　今さら言われるまでもなかった。

「エージェントがまた入り込んだんだが、今度は方ほう針しんが変わっている。今までのように荒あらっぽいだけの連中じゃない。私の摑つかんだ情報が確かなら、精せい神しん面めんに働きかける奴らだ」

「…………？」

　今まで何回も夕菜は狙われ、和樹自身もエージェントと対決した。連中はほとんどが魔ま法ほうを操あやつるか、銃じゆう器きで攻こう撃げきを加くわえてきた。例外はないものだと思っていた。だがディステルは違ちがうという。

「連中は地味かもしれないが、確実に心を揺ゆさぶる方法できている。どうして変へん更こうしたのか目的は不明だが、恐おそらくそうだ」

「どうして……僕が言うのもなんなんですけど、夕菜をさらう方が、まだ効果があるんじゃ」

「普ふ通つうはそうだな。私も同感だ。だが連中は、それよりも心にダメージを与あたえる方がいいと判断したのだろう」

「そう……なんでしょうか」

「お前たちはティーンエイジャーだ。時には効果的な場合もある」

　反はん論ろんしようとして、和樹は黙だまった。

　今の夕菜は凜と疎そ遠えんな関係にある。これも精神へのダメージと言えるかもしれない。長い間引きずっているのだ。食事会を開かなければ、さらに続くこともありうる。

「心当たりがあるのか」

　答えたくはなかった。

　ディステルも返事を期待してはいないようで、「なにか覚えがあるのなら、むしろ忘れないようにしておけ。どこかで役に立つかもしれん」とだけ言った。

　彼女はすぐに立ち上がった。

「話はこれだけだ。注意するのだな」

「待ってください。なんで僕にそのことを」

　切れ長の目が、すっと動く。

「……お前は、ミヤマを守る気があるか？」

「……はい」

「それならいい。ドイツ女の酔すい狂きようだと思っていてくれ」

　ディステルはそのまま、下りのエスカレーターに向かっていった。

　和樹はふと、帆船で聞いた彼女が発した「弟が……」という台詞せりふを、おぼろげながら思い出していた。




　腕うで時ど計けいを見ると、とっくに昼を回っていた。

「終わりました」

　夕菜が戻もどってきた。手にはプレゼントの入った袋ふくろを提さげていた。隣となりにはかおりもいる。カードゲームでも買ったのか、彼女は袋が増えていた。

「なかなかいいのがあったぞ」

　かおりはビニールの袋を示して、にかっとした。

「輸ゆ入にゆうカードゲームってのは、専門店に行かなきゃ買えなかったんだ。いい時代になったよな、こんなところでも手に入る……お？」

　和樹の顔を見て、目をしばたたかせる。

「……式森、どうした」

「えっ……」

「なんかあったのか」

「いえ……特になにも」

「……ふーん」

　かおりは納なつ得とくしていないようであったが、それ以上追つい及きゆうしてはこなかった。

　とりあえず下りることにした。下りエレベーターを使う。

「お腹空きましたね」

　夕菜が下した腹はらを押おさえる。

「昼ご飯にしようか」

　和樹はもう一度時計を眺めた。朝食を取ってからかなり時間がたっている。腹が減るのも道理であった。

「なにを食べます？」

「和洋中華……ハンバーガーでもいいけど」

　このあたりの店を思い浮うかべた。新宿だから食事の場所には不自由しない。

「あー、駄だ目めだ駄目だ。このへんは高い」

　かおりが手を振った。

「そうですか？」

　値段に関しては、ピンからキリまであるはずである。

「ゲーム代を削けずりたくない。昼飯なんだから抜ぬいたっていいくらいだ」

「僕は抜きたくありませんけれど」

「それは贅ぜい沢たくだ」

「どう考えても違います」

　和樹と夕菜は呆あきれていた。ゲーマーの思し考こうはひと味違う。

「だったらどーするんです」

「コンビニで買おう」

　とかおり。

「おにぎりでもサンドイッチでもいい。あとは近くで食えばいいんだ」

「近くって……なんかやです」

　道ばたで座すわり込んで食事している姿が思い浮かんだ。そういう高校生がいないとは言わないが、やりたくはない。

「道路で宴えん会かいするんじゃない。もっと別のところだ」

「どこです？」

「ついてこい」

　建物の外に出ると、かおりは先頭に立った。

　都と営えい新しん宿じゆく線せんの新宿三丁目に向かって、ぶらぶら歩く。明めい治じ通りを右に曲まがり、しばらく進んで今度は左。

　途と中ちゆうにコンビニエンスストアがあったので寄った。かおりに言われるまま、昼食を買う。和樹は牛肉の載のった弁当。夕菜はおにぎりにお茶。かおりは「節せつ約やくが必要だ」と言って、小さいサンドイッチだけにしていた。

　和樹がレジで財布を開けると、横からかおりの手が伸のびた。

「これもついでに」

　三色に塗ぬり分けられたレジャーマットだった。こんなのがいるのかなと思ったが、黙だまって料りよう金きんを払はらった。

　買い物をすませてから、また歩く。交差点を渡わたり、道路の反対側へ。

「どこまで行くんですか？」

　和樹が訊きく。

「そこだよそこ」

　かおりが人差し指で指し示した。

　古びた門があった。その奥おくは、かなり開けていて、樹き々ぎが並んでいる。家族連れや若者のグループが見えた。

「なんです？　公こう園えん？」

「公園だよ。新しん宿じゆく御ぎよ苑えんを知らんのか」

　かおりは中に入るぞとうながした。

　新宿御苑は、元々徳とく川がわの家臣であった内ない藤とう家けの持ち物である。明治時代に内藤家が国に上じよう納のうし、周辺地ち域いきと合わせて植しよく物ぶつ御苑となった。それからしばらくは皇こう室しつの所有庭てい園えんであったが、現在は国民公園として一いつ般ぱんに開かい放ほうされている。

　今も新宿区、渋しぶ谷や区くにまたがる広大な敷しき地ちを維い持じしている。中には池や温おん室しつが並び、都内屈くつ指しの庭園として知られていた。

　新宿門から入ることになった。併へい設せつされている料金所で入にゆう場じよう料りようを払う。一人二百円。

　入園すると、そよ風が身体からだを包む。木の匂においが鼻び孔こうをくすぐった。

　巨きよ大だいな銀杏いちようの木があった。登校途中にあるものより、ずっと大きい。風で揺れる姿には迫はく力りよくがあった。

「こっちだ」

　またかおりが先頭を歩く。

　緩ゆるやかに湾わん曲きよくした歩道を進む。植物の緑が、目にまぶしかった。

　休きゆう憩けい所じよに入ろうとしたが、一いつ杯ぱいで座るところがなかった。かおりは肩かたをすくめると、「外でいいか」と呟つぶやいてさらに進んだ。

　しばらく行くと、芝生しばふが目に飛び込んできた。

　視し界かいの右から左が、一面の芝生だった。緑色の絨じゆう毯たんがずっと奥まで広がっている。所々に家族連れやカップルが腰こしを下ろしていた。

「あそこにしよう」

　かおりが空いている場所を見つけた。和樹の買ったレジャーシートを広げる。靴くつを脱ぬいで座った。

「お昼ご飯って、ピクニックだったんですね」

　夕菜がにこりとしながら言う。

「そうさ」

　かおりは片目をつぶった。

　コンビニの袋から食べ物を取り出す。

　ぼんやりと、庭園を眺ながめながら食事が始まった。弁当を開け、おにぎりを頰ほお張ばり、サンドイッチを囓かじる。

　芝生の向こうで、子供たちの歓かん声せいがする。どこかの家族なのだろう。男の子が帽ぼう子しをフリスビーみたいに投げ、女の子が取っている。何度も繰くり返しては、しきりと笑っている。

　その隣では、別の家族連れが寝ねころんでいた。お父さんは大の字で高いびき。お母さんは座ったままうつらうつら。子供たちは猫ねこのように、丸まっている。

　休日の公園ではよくある光こう景けいなのだろう。それでも和樹には新しん鮮せんだった。寮りよう生活なので同年代としかつきあいがない。もちろんそれは楽しいけれど、こういう光景は、久しく忘わすれていた、昔の自分を思い出させていた。

　空気が心ここ地ちよい。日ひ差ざしはあるが不ふ快かいではない。遠くから、時々鳥の鳴き声がする。

　身体に染しみ込こむ自然の息吹いぶき。

　都会の中なのに、喧けん噪そうと離はなれた空間。

　気持ちが良かった。

　和樹はしばらく食べるのも忘れ、この場所を満まん喫きつしていた。

「食わないのか」

　かおりに言われ、慌あわてて箸はしを動かした。

　彼女はすでにサンドイッチを食べ終わっていて、ゴミをビニール袋ぶくろに入れていた。夕菜はまだおにぎりを頰張っている。

「でも、伊庭先生がこんなところを知ってるなんて珍めずらしいですね」

「なんだそりゃ」

「だって、休みの日は一日中ゲームをしていると思ってたから」

「あのなあ、キミはわたしをなんだと思ってんだ」

　憤ふん然ぜんとするかおり。

「わたしだって、自然を楽しむ感かん性せいくらいあるぞ。せっかくの青空だ、外に出ることくらいはする」

「そりゃ……すいません」

「この広こう大だいな自然を見ろ」

　かおりは両腕を広げた。

「果てしなく広がる緑。大地を覆おおう空。美しい風景。これを身体の隅すみ々ずみまで行き渡らせてから──」

　ポケットからゲームボーイＳＰを取り出した。スイッチを入れる。

「ゲームをするんだ。そうすりゃ高得点を期き待たいできる」

「…………」

　がっくりする和樹。やはりかおりはかおりであった。

　ゲームを始めた担任教師は無む視しし、彼は夕菜の隣に座り直した。

　彼女はペットボトルの烏龍ウーロン茶ちやを飲んでいた。

「飲みます？　和樹さん」

「いや」

　和樹は首を振ふった。

　夕菜は半分残して蓋ふたをした。おにぎりは食べ終わったのか、すでにない。

　彼女はじっと、芝生で遊ぶ子供たちを見つめていた。

　男の子は、まだ帽子を投げていた。高く放ほうり投げるたびに、女の子が歓かん声せいを上げて飛びつく。青い空に子供用のキャップが何度も舞まう。

　やがて他の女の子がやってきて、同じように帽子を取り始めた。奪うばい合いにはならず、順番に、取った子がそのまま投げて、また誰かが取る。子供たちは知らないもの同士のようだったが、すぐにうち解けたらしく。和気あいあいと遊んでいた。

「──いいですよね」

　ぽつりと、夕菜が言う。

「ん？」

「やっぱりお友達って、とてもいいです」

「そう……だね」

　相づちを打った。

「知り合いがたくさんいるのは素す敵てきです」

　夕菜は子供たちから目線を離さなかった。

「一人よりも、大勢といた方が絶対いいです。みんなで遊んで、みんなで喜んで、みんなで笑って──そういう想おもい出は、一生残ると思います」

　彼女は子供たちに、自分のなにかを投とう影えいしていた。飽あきもせず子供たちのやっていることを見つめ、誰かが帽子を取るたびに手を叩たたいている。その表情はとても柔やわらかで、楽しげだった。

「わたしがアメリカで、一人しか友達がいなかったことは言いましたよね」

「うん」

「でも本当は、友達がいなかったんじゃなくて、作らなかっただけなんじゃないかって、思うんです。引っ込み思じ案あんで人見知りをしましたから、話をするのが怖こわくて……だから、日本ではたくさん話しかけたつもりです」

　和樹の知っている夕菜は社交的だ。誰にでも話しかけ、すぐに仲良くなる。Ｂ組内でも友人は多い。クラブ活動はしていないが、すればもっと友達は増えただろう。

　だがそれは、もって生まれた性格ではなかった。幼い頃ころの経けい験けんを乗り越こえて得たものなのである。

「今は知ってる人がたくさんいます。学校でもＢ組のみんなは面おも白しろくて……。それに和樹さんだけじゃありません。玖里子さんや凜さんも……」

　ふと、彼女の横顔が翳かげる。

「せっかくみんなと仲良くなれたのに失っちゃうなんて……変ですよね」

「……うん」

　夕菜が誰のことを言っているのか、和樹にも分かる。

「お友達をなくすなんて、おかしいですよね」

「……そうだね」

　夕菜がゆっくりと顔を下げる。

「お友達がいなくなるのが、とても怖いんです。それだけは本当に嫌いやです。でも今のわたしは、自分からお友達をなくそうとしてるのかもしれません。凜さんにあんなことをして、それをずっと気にして、いつまでも引きずっていて……わたし自身が、なんとかしなきゃいけないのに」

　語ご尾びがかすれていた。が、目に涙なみだは見られない。むしろ、穏おだやかだが意い思しの光を放っていた。

「……お食事、明日ですよね」

「うん」

「わたし、凜さんに謝あやまります」

　そう彼女は言った。

「凜さんと会って、プレゼントを渡わたして、ちゃんとお話しします。凜さんは大事な友達です。失うなんて、考えられません」

　しっかりとした口調で話した。決意が滲にじみ出ていた。

　芝生で子供たちが、わっと騒さわぐ。

　投げられた帽子を取っていた女の子が、受うけ損そこなってつまずいた。そのまま芝生に顔から倒たおれる。

　女の子が顔をくしゃくしゃにした。男の子は最初笑っていたが、やがて女の子の頭をなでる。

　泣きやまなかった。男の子はおろおろするが、それでもなでるのは止やめない。

　夕菜は立ち上がって、子供たちのところへ向かった。

「ほらほら、いつまでも泣いてちゃ駄だ目めでしょー」

　女の子の前にしゃがんで、あやすように話しかける。子供たちは最初戸と惑まどっていたが、やがて笑え顔がおに変わった。

　和樹はそれを、ぼんやりと眺めていた。

「──宮みや間まは、神かみ城しろとまだ喧けん嘩かしてんのか」

　電子音と共に、かおりの声がする。

「先生、聞いていたんですか」

「半分くらいな。おかげでゲームに集中できなくて、二回も死んだ」

　目は液えき晶しよう画が面めんから離はなさない。台詞せりふだけは和樹に向けられていた。

「前の、山の中のことだろ」

「ええ。喧嘩というよりは、ちょっと違ちがうんですけど」

「風かぜ椿つばきから聞いたよ。あの極限状態じゃしょうがあるまい」

　ぴろぴろぴん。面クリアーの音がする。

「わたしがいてやれば良かったんだけどな」

「先生のせいってわけじゃ」

「おいおい。こう見えても担任だ。わたしの存そん在ざい意い義ぎを否定するのはよしてくれ。ま、説せつ教きよう臭くさくなってしまうかもしれんけどね」

　かおりはセーブをして、スイッチをオフにした。ポケットにしまう。

「青春ってのはそんなもんだ。キミらは学生で、狭せまい世界で生きてるが、それだけに辛つらいよな。触さわるもの全部が自分に跳はね返ってくる」

「説教というより、年寄り臭いです」

「まだ二十代だよ……まあ、キミらは普ふ通つうではあり得ない経験をしてるんだ。傷ついたり傷つけたりするのもあるだろうよ」

「そう……ですか」

「そうだとも」

　かおりの言うとおり、和樹たちは何度も、常人では考えられない経験を繰り返してきた。

　普通に生きていれば、誘ゆう拐かいされることはまずない。監かん禁きんもそうだろう。ましてや山中で別べつ荘そうに放ほう火かされ、銃じゆう弾だんに追われて逃にげ回ることは絶対にない。

　生死の狭はざ間まをかろうじてくぐり抜ぬけてきたのだ。その中で人間関係がぎすぎすし、亀き裂れつが生じるのは、むしろ当たり前の部ぶ類るいなのかもしれない。
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　集団が極限状態に放ほうり込まれると、必要以上に緊きん張ちよう度どが高まるケースがあるという。外部からの刺し激げきによって、疑ぎ心しん暗あん鬼きや怒いかり、憎にくしみなどがストレートに放ほう出しゆつされ、内部から崩ほう壊かいしていくのだ。

　和樹たちが味わったのは、このごく当たり前で、一いつ般ぱん的なことなのかもしれない。今さらモデルケースにすらならない、大多数が味わったこと。

　だがそれは和樹にすら納なつ得とくのいかないものだった。そんなことで理解してしまっていいのだろうか。分かりやすい分ぶん類るいに自分たちを当てはめて、「しょうがない」で収めてしまっていいのだろうか。

　夕菜や凜、玖里子はあまりに身近すぎる存在だった。彼女たちの仲は引き裂さかれようとしていたが、夕菜は懸けん命めいに元に戻もどそうとしている。それをモデルケースから外れる無駄なあがきと斬きり捨すてることは、到とう底ていできなかった。

「──宮間は、神城が嫌きらいなのか」

　かおりの台詞で、我に返った。

「い、いえ。そんなことないです」

「神城の方は？」

「凜ちゃんも嫌ってはいません」

「じゃあいいんじゃないか」

　あっさりとかおりは言う。

「誤解しただけなら、すぐに直るさ。意地張ってるわけでもなさそうだから問題ない。あとには引かないだろ」

「明日、みんなで食事をするんです。それがきっかけになればと思って」

「いいアイデアだ。なんなら酒飲んじまえ」

「……先生なんですから」

　眉まゆをひそめる和樹。かおりはからからと笑う。

「教え子が元気を取り戻すのは歓かん迎げいだよ」

　かおりはまたゲームボーイＳＰを取り出し、ソフトを入れ替かえた。

「なんだか教師みたいですね」

「残念だったな。教師なんだよ。最近は本ほん職しよくを忘れそうになる」

　そういえば、彼女は護衛のため葵学園に転てん任にんしたのだった。最近は授業も堂どうに入いっていて、違い和わ感かんがなくなっていた。

　かおりは本体スイッチを入れた。起き動どう音おんが鳴って、画面が光る。

　スタートボタンを押おした。

「キミらが友情で悩なやんでいるうちは出番はない。わたしの世界はもっと物ぶつ騒そうなんだ。部外者は外から暖あたたかく見守っているよ」

「先生は部外者じゃないですよ」

　和樹たちの輪わの中には、かおりも入っている。年上で世代も違ちがうが、生死を共にしたのだ。関係ないことはない。

　彼女は自分を一歩引いたところに置こうとしている。学生たちの中に教師が入って窮きゆう屈くつにならないようにする心こころ遣づかいなのだが、そこまでしなくていいという気持ちもある。ゲーム好きなところがあるためか、かおりには精神的な親しん近きん感かんが持ちやすい。そもそも嫌いだったら、一いつ緒しよに買い物に行こうとするのを拒きよ絶ぜつしたはずだ。

「嬉うれしいこと言ってくれるねえ。だけどまあ、わたしはその言葉に甘あまえないようにするよ」

「変なこと言わないでくださいよ」

「……確かに、変なことだな」

　かおりにふと、影かげが差す。

「すまんな。あまり甘えていると、本分を忘れそうになるんでね」

「なんですそれ」

「……狩人かりゆうど」

　一言だけ漏もらす。そのときだけ、かおりの表情は動かなかった。

「……え？」

　かおりははっとしたようになり、はははと笑った。

「悪かった。わたしもキミらと一緒にいるのは、それほど嫌いじゃないよ」

「ずっとこうしてられるといいですね」

「ああ。そうだな」

　ボタンに指をやり、画面を覗のぞき込むかおり。

　新宿御苑の緑は、まだ色鮮あざやかに、和樹たちを包つつんでいた。




　　　　○




　帰宅の途とについたころには、空は茜あかね色になっていた。昼の青空と同じくらい色鮮やかで、街の風景も茜に染そまっていた。

　今日一日で、夕菜の表情はずいぶん晴れやかなものになっていた。凜とのことで思い詰つめていたころと比べ、心が軽くなったようだ。和樹にはそれが少し、嬉しかった。

　いつもの駅で降りたときも、まだ彼女の顔は明るかった。

「和樹さん、これからどうします」

「寮りように帰るけど」

「あん。もう帰るんですか。つまんない」

　すねたようになる夕菜。

「ちょっと疲つかれた」

　昼食が終わった後、新宿御苑を散さん策さくしたのである。広大な敷しき地ちなので、結けつ構こうな距きよ離りを歩いていた。

「部屋でごろごろする」

「もう。高校生らしくありません」

「夕食までテレビでも観みてるよ」

　口を尖とがらせていた夕菜は、夕食と聞いて顔を輝かがやかせた。

「じゃあ、夕ご飯はわたしが作ります」

「いや……寮に食堂あるけど」

　和樹としては、「あまり無理しなくていいよ」と伝つたえたつもりだったが、それは女心への挑ちよう戦せんである。

　彼女は腰こしに手を当てた。

「駄だ目めです。わたしが作ります」

「う……じゃあ、お願いする」

　寮の部屋には安全のため、流しと電でん気きコンロが一つしかなかった。ガスは備そなえられていない。もっとも夕菜は料理が得とく意いなので、それくらいのことは苦にしないだろう。むしろ和樹に料理を振ふる舞まうということで、腕うでが鳴ると言いたげであった。

　そういえば、夕菜の手料理を食べるのは初めてかもしれない。

「わたし、材料買っていきますね」

「付き合おうか」

「いいです。材料を見られたら、びっくりさせられませんから」

　先に帰っていてください、と夕菜は告げた。

　かおりはこれより前に「中ちゆう古こ屋やに寄よるから」と別の改札口から降りていた。和樹はスーパーに向かう少女に手を振り、寮への道を歩んだ。




　買い物が終わると、外は「暗くなるかどうか」という具ぐ合あいであった。夕菜は半はん透とう明めいのビニール袋ぶくろを持ち、帰宅を急ぐことにした。

　道は夕菜と同じように買い物帰りの主しゆ婦ふが多い。全員同じような袋を提さげていた。歩いて行くにつれ、その数は次し第だいに減り、いつしか夕菜は一人になっていた。

　街がい灯とうに明かりがともっている。こつこつという自分の靴くつの音が、やけに大きく響ひびいていた。

（なんかやだな……）

　夕菜は歩ほ調ちようを早めた。すると。

「きゃっ」

　誰かにぶつかった。

　思わず鼻を押さえる。人はいないはずだったが、真っ正面から衝しよう突とつしていた。ショックでスーパーの袋を落とす。

「痛いたた……ご、ごめんなさい」

　相手は平気なようで、「こちらこそ」の代わりに別な台詞せりふを言った。

「あなた、宮間さん？」

　見ると、古典教師の本田であった。ハンドバッグを提げていて、こちらも帰宅中らしい。

「あ……はい」

　夕菜は袋を拾おうと、腰をかがめた。散ちらばった食材を集める。

　本田も同じようにしゃがんだ。

「先生、いいです」

「遠えん慮りよしないで」

　拾った缶かん詰づめが夕菜に渡わたされる。

　受け取るとき指先が触ふれた。その手はやけに冷たく、乾かわいていた。

「寮に帰るのかしら」

「はい……。夕ご飯を作ろうと思って」

「じゃあ一緒に行きましょう」

　本田が並んだ。彩雲寮と同方向に住んでいる教師の話は聞いたことなかったが、従したがうしかなかった。

　共通の話題はないので、二人は無言で歩を進めた。

　夕菜は学校の教師のことはあまり知らない。中でも本田のことは、ほとんど聞いたことがなかった。

　藤ふじヶが谷や琴こと子こと同じ頃ころに転入して来たこの人物は、とにかくオーソドックスな授業をしていた。特に生徒を笑わせるわけでも、軽けい蔑べつさせるわけでもない。板書がメインで、書き写していればテストは特に問題はない。そういうタイプだった。

　改あらためて並んでみても、やはり地味な感じがした。ただ、同じ地味でも和樹とは違い、どんよりとした、日ひ陰かげのようなものがあった。

「……ねえ宮間さん」

　夕菜は、はっとした。

「な、なんでしょう」

「あなた、帰国子女なんですって」

　ずいぶんぶしつけだと感じたが、素す直なおに肯こう定ていした。

「はい」

「私もアメリカにいたのよ」

　化け粧しよう気けのない顔が、夕ゆう闇やみではなんとも陰いん鬱うつに感じられた。

「結構長い間、アメリカにはいたわ。小さい頃からね。宮間さんはどれくらい？」

「わたしもかなり……。小学生にあがる前からいました」

「そうなの。楽しかった？」

　ぴくりと反応する。本田は気づかなかったように、

「子供は適応が早いけど、言葉がわからないと辛いわ。友達を作るのも大変でしょう」

「そ、そうですね」

　喋しやべってから後こう悔かいした。聞こえなかったふりをすればよかったのだ。

「私は楽しかったわ」

　本田は即そく座ざに反応していた。

「友人に恵めぐまれていたのね。人種、年ねん齢れい問とわず、結構遊んだわよ。アメリカは自由の国だけど、マイノリティーが生きるには困こん難なんな面も多いのよ。そこで友達もできないとなると、孤こ独どくだけじゃすまないでしょうね」

「……そうかもしれません」

　夕菜は無意識のうちに心しん臓ぞうに手を当てていた。嫌いやな思い出が蘇よみがえってこないように、念じていた。

「異い国こくは一人でいるには辛い土地よ。どうしても自分が一人ぼっちだと思い知らされるから。外に出ることもなく、家にいることもなく……どうやって生きていけばいいのかしらね」

「…………」

「自宅でうずくまって、時計の針だけを眺ながめてすごすのは、生活って言えるのかしら。そんな惨みじめな人生だったら、なくなってしまえって考えるのも無理ないわね。私の知っている人にもいたわ。言葉が分からなくて、ずっと一人だけのまま、ついには学校に来なくなった。そのまま音信不通で、ある日警官が自宅に入ってみると、そこには──」

「すいません。先生、わたしはこれで……」

　耐たえきれなくなり、夕菜は駆かけ出そうとした。その手が摑つかまれる。

「あっ」

　バランスを崩くずし、転びかけた。

「まだ話はあるのよ」

　本田に引き寄せられる。見かけによらず力が強い。

「さっきのは噓よ。私はね、友人はたくさんいたけど、楽しくなかったの。もう回りは騒さわがしくて下げ品ひんで、耐えきれなかったわ。一いつ緒しよにすごすのはもううんざり。馬ば鹿か馬鹿しくなって、家出しようと思ったくらいよ。そうしたらね、ある人に出会った」

　本田が笑った。うっとりした、至し福ふくの笑えみだった。

「その人はね、初めて見たときから光っていた。カリスマっていうの？　オーラが出ているのよ。一目で惹ひかれたわ。他の人間なんて、目に入らなかった。彼は言ったの。『僕の元に来ないか』って」

　彼女は興こう奮ふんして喋しやべっていた。言いたくても言えないことを、ここで告白しているみたいだ。しかも夕菜だけではなく、世界に向けて発信しているかのようであった。

「否いや応おうはなかった……即そく答とうよ。ううん、返事をすることもなかった。だって私には彼の元に行かなければならないって、分かっていたもの。私の魔ま法ほうは特とく殊しゆだから、それが目当てだったのかもしれない。でも全すべてを捨すてて彼のところへ走った。後こう悔かいなんてしてない。それが正しいことなんだから」

　本田が顔を近づけてくる。暗かったはずの顔に赤みが差している。だがそれは、血けつ液えきの流れではない。人じん工こう的てきな、間ま違ちがった色合いだ。

　信しん仰こうともいえる感情が夕菜に押おし寄せてくる。背そむけることもかなわない。圧あつ倒とう的てきな流れに、身が放されようとしている。

　夕菜はかろうじて言った。

「……それがわたしと……どんな関係が……」

「とても関係あるの」

　本田の瞳ひとみが不気味な色を帯おびた。

「あなた、彼に会いたくはない？」

　彼。

　その単語を聞いたのはいつ以来だろう。

　帆はん船せんの、極限状態の中だろうか。山やま奥おくの廃はい線せんトンネルの中、奈な千ち紗さの口からであろうか。

　夕菜を追いつめるエージェントたちは、皆みなこの名前を口にする。そしてそのたびに、信仰とも畏い怖ふともつかない、精神の奥底にまで根を下ろした感情を表わすのだ。

　その人物がなにものかは不明だ。誰もが「彼」としか言わない。だがその単語は、ときおり夕菜の心をノックする。遠い昔に忘れ去ったはずのなにかを呼び寄せるように刺し激げきする。そして不気味なくらい精神を揺ゆり動かしていく。

「な……なんで……」

　無意識に、夕菜は答えていた。

「わたしがその人と……」

「あなたは彼を知っているから」

　驚きよう愕がくが、自分の身体からだに襲おそいかかる。

　信じられなかった。この身を狙ねらっている組そ織しきの長が、わたしを知っている？

　本田は当然のことだといわんばかりであった。

「あなたは昔から、ずっと昔から彼のことを知っているの。本当よ。忘れていたかもしれないけれど、彼はあなたを覚えているわ」

「そんな……そんなこと……」

「そうなの。あなたは小さい頃アメリカにいた。一人ぼっちで、誰も遊んでくれないところで、いつも泣いていた。でもそんなあなたに、話しかけてくれた男の子がいたわよね。その子も一人だったそうよ。だからあなたととても話があったって言ってたわ」

「じゃあ……あのときの……」

　辛かったアメリカ時代、唯ゆい一いつ覚えている少年。ただ一人の話し相手。その子のことなのだろうか。その子こそが「彼」なのだろうか。

「どうかしら」

　本田の声は楽しげだった。じらすことに快感を覚えていた。

「ただ彼はあなたと会いたがっている。そしてあなたも、会いたくなるはずよ」

　夕菜は自分の頭が朦もう朧ろうとしてくるのを感じていた。どのような理り屈くつか、本田の台詞が精神を浸しん食しよくしている。「会いたくなるはず」という言葉が、心の奥に落ちていった。

　彼女はかすかに首を振ふった。

「会うなんて……考えられません……」

「そんなことないわ」

「いえ……わたしは……」

「会いたくなるのよ。いずれあなたも私のように、彼の元へ行くことになる。全てを捨てて」

　その言葉に、夕菜は反応した。

「それは……ないです……。捨てるなんて……和樹さんやお友達を捨てるなんて……」

「捨てなさい。ううん、そうじゃない。捨てることは決まってるのよ。今の人生は葬ほうむって。彼のところで新しくなる。そういうものよ」

「……だって……」

「無む駄だなのよ全て。あなたまだ高校生でしょう。友達や家族なんかなくしたっていいのよ。生まれ変わったと思えばいい。振り切ってしまいなさい」

「そ……んな」

　振り切ってしまうなど、できるはずはない。今の自分の中を占しめる、大好きな人や大切な友人。これら全てがなくなるなんて耐たえられない。

「式森和樹も彼は欲していた。でも、宮間さんはもっと必要なの。あなたが今までの人生をなくせば、あらゆるものを捨てれば、彼は絶ぜつ対たいに喜ぶわ」

「あり得ない……」

「大だい丈じよう夫ぶ。後こう悔かいはしなくなるから。それにどうせ、高校になってからの知り合いでしょう。あなたはアメリカで一人だった。そっちが本当のあなたなのよ」

「違う……」

「そのころを思い出して。今の生活はかりそめ。昔を思い出すの。彼に会いなさい。全てを捨てて……全てを捨てて」

「違……！」

　夕菜の声は、夜の闇やみに消えた。

　誰もいなかった。彼女は道ばたに一人で立っていた。

　本田は消えている。どこを見ても姿はない。ただ耳の奥に、彼女の声が残っていた。

　彼に会いなさい。

　夕菜は力を込めて頭を振った。だがその声は、意い識しきの奥に食い込んで、離はなれようとしなかった。







　第四章










　夕食は楽しいものになるはずだった。夕ゆう菜なはそのために食材を買ってきて、調理するつもりだった。

　だがほとんど無意味な食事となった。彼女は終しゆう始しうつろで、集中力がなく、茫ぼう然ぜんとしていた。おかげで料理の味付けも良く分からないまま、テーブルに並べた。

　箸はしをつけた和かず樹きは、びっくりしたのかなにも言わなかった。ただ「まずい」とも言わず、全て平たいらげてくれた。そんな気き遣づかいも、夕菜には分からなかった。

　食事の席での会話も覚えていない。彼女は楽しい食しよく卓たくが好きで、いつもなにか話そうとするのだが、この日はずっと無む言ごんのまま。話しかけられても返事をしない。唯ゆい一いつ和樹が「食事会、夜にしようって玖く里り子こさんが言ってた」と発言したことだけは記き憶おくに残っていた。

　通つ夜やみたいな夕食が終わり、和樹は自室に戻っていった。夕菜はのろのろと後片付けをした。手が家か事じを覚えているので、ぼんやりしていても洗い物はできた。

　夕食の次は風ふ呂ろ。休日も寮りようの浴よく場じようは開いていたが、とても入る気は起こらず、自室でシャワーだけにした。

　頭からざばざばお湯をかけていると、自分がふやける感じがする。

　ろくに頭も拭ふかない。ドライヤーは面めん倒どうだから当てなかった。考えてみればシャンプーもしてない。ただ濡ぬらしただけだった。

　心の中も濡れていた。水を含ふくませたスポンジのように、びちゃびちゃして重かった。足取りが鈍にぶっているのも、そのせいだと思えた。

　テレビをつけようと思ったが止やめた。

　画面の中の、芸げい人にんの笑い声やアナウンサーの早口が耐たえられない。彼らは悩なやみなんかなくて、いつも勝手気ままに生きている気がする。今日がよければ明日のことなんかどうでもいいと公こう言げんしてそうだ。

　本当は違ちがうのだろう。彼らだって悩みくらいある。それを表に出していては商売にならないから、ああやって騒さわいでいるのだ。さすがはプロだ。視し聴ちよう者しやに浮うき世よを忘れさせるすべを心得ている。

　こっちにも忘れたい浮き世はある。あいにく、テレビくらいではどうにもならないことが。

　本ほん田だの言ったことが、頭の中を回っている。

　あの教師はまるでマルチ商しよう法ほうの勧かん誘ゆうであった。宗教でもいい。人の足りないところ、心の隙すき間まを突ついて説得をしてくる。ちょっと話を聞いてくれない？　あなたは人生に満まん足ぞくしていないんでしょう。大だい丈じよう夫ぶよもう心配ないわ。わたしたちについてくればきっと別世界が開けるわ。

　やってることは同じだ。ただ彼女は、マルチなら絶対に出さない単語を出していた。

　彼。

　名前はない。ただ彼とだけ言う。その存在が、夕菜の精神を圧あつ迫ぱくしていた。

　アメリカにいた頃ころの男の子だと本田は言った。自分が一人で孤こ独どくと会話をしていた頃、唯一分かり合えた友人。

　その子の名前は覚えていない。

　どうしてだろうと思う。たった一人の大事な友達だったら、絶対に忘れるはずがない。だが彼女の中では、男の子に関するほとんど全すべてのことが抜ぬけ落ちているのだ。覚えているのは、誕生日を祝いわおうとした約束と、無人になった家。

　本当にその子なのだろうか。あのときの男の子なのだろうか。

「彼」の名はなんというのだろう。会えば分かるのだろうか。あのときの記憶が蘇よみがえるのだろうか。

　はっとして、今の想像を打ち消した。

　一いつ瞬しゆんだが、心に「会いたい」という気持ちが芽生えた。幾いく度どとなく夕菜を襲おそった組織の長に会いたいなどと。

　そんな考えは捨てなければ駄だ目めだ。あの人たちはわたしだけじゃない、みんなを傷つけた。和樹さんや玖里子さん、凜りんさんに伊い庭ば先生。みんなの敵なんだ。

　だけどこの感情はなんだろう。どうして「彼」のことを考えたら心が惑まどうのだろう。わたしにとって、「彼」とはなんなのだろう。

　疑念は晴れない。むしろ黒雲となって、心を覆おおってくる。

　気になった。

　せめて名前くらいは知りたい。そうすれば「彼」の正体がつかめるかもしれない。

　だがそう考えるだけで手しゆ段だんは皆かい無むだった。まさか敵のエージェントに訊きくわけにはいかない。

　ふと思い立った。「彼」じゃなくて、あの男の子の名。それが分かれば、事じ態たいは好こう転てんするのではないのか。

　自分では覚えていない。だが、両親なら記憶しているかもしれない。仕事でほとんど家にいなかったけど、近所のことくらい知っているはずなのだ。

　念話は長ちよう距きよ離り過ぎて届かない。だったら電話だ。

　両親の電話番号を調べようとして、動きが止まった。

　夕菜の父親は考古学者で、母親はブローカーだ。共ともに居場所が一定していない。ただ伝言を残しておける場所があって、いざというときはそこにかけることになっている。

　そこの番号を書いたメモがない。机の上、熊くまのぬいぐるみに持たせていたのだが、メモだけが消えていた。

　書いてあるのはあの紙片だけだ。国こく際さい電話のためなんだか長い番号なので、記憶はしていない。

　しばらく立ちすくんだが、気を取り直して受話器を取った。番号案内はなんだろう。１１６だ。外国にもあるのかどうか知らないけれど。

　耳に当てる。が、音がしない。

　受話器がうんともすんとも言わない。ツー音くらい流れるものだがそれもない。まったくの無音だ。

　壊こわれたのかと思ったが、そんなことはない。この寮は女子の部屋にだけは電話を引けたので、調子に乗って買ったのだ。まだ新しん品ぴんである。その証しよう拠こに、留る守す録ろくは機き能のうしていた。

　不安になって部屋から出た。一階のロビーに公こう衆しゆう電話がある。それを使うつもりだった。

　廊ろう下かで、ちょうど隣りん室しつの女子生徒と鉢はち合あわせした。

　どこにいくのかと訊かれたので、電話と返事をした。そうしたら彼女は、駄目駄目と首を振ふった。

「泥どろ棒ぼうが入った話は聞いてるよね。なんかついでに電話線をカットしたんだって。どこの部屋も駄目だよ」

「そうなんですか。じゃあ近くで……」

「ここらへん全部不通みたい。修しゆう理りにだいぶかかるってさ」

　夕菜は礼を言って部屋に戻もどった。

　後ろ手にドアを閉め、座すわり込んだ。

　なんだか自分の回りで、情報の鎖さ国こくでも起こったみたいだ。外部との通信手段がなくなっている。

　なんとなく、今すぐ凜に会ったらどうなるんだろうと考えたが、すぐに止やめた。あしたの食事が茶ちや番ばんになる。怒おこられたらどうする。

　今度こそテレビをつけようとした。が、つかない。

　電でん源げん自体が入らなかった。壊れたのか、それとも電気が通じてないのか。

　通じてないことはない。部屋の明かりはついているのだから。

　次の瞬間、真っ暗になった。

　部屋の明かりが全て落ちた。突とつ然ぜんの暗くら闇やみに目が慣なれず、動くこともできない。廊下からは「停てい電でん？」と声が聞こえた。

　手て探さぐりで窓まで近寄り、開ける。

　外も漆しつ黒こくだった。周辺一帯で停電が起こったようだ。あんなに晴れていたのに星も出てない。真の暗黒だ。

　廊下からの声もしなくなった。夕菜は自分が、一人ぼっちになった気がした。

　嫌いやな記憶を想おもい出す。アメリカで、とても広い家に、自分だけ座り込んでいたあの日。

　両親がいないとき、夕菜は家中の明かりをつけた。暗闇が怖こわかったから、そうでもしなければ泣いていただろう。それは彼女の日につ課かだった。

　ある時一日だけ、変へん電でん所しよの工事があって、短たん期き間かんだけ停電になったことがある。その日も両親が不在で、明かりをつけていた。それが突然、全て消えたのだ。

　幼おさない夕菜は泣き出した。孤独が周囲をまとわりついて、とても怖かった。誰だれかいたらいいと思って泣き叫さけんだが、誰も現われなかった。

　その彼女を慰なぐさめてくれたのは、男の子だった。自分と同い年の子は、無む言ごんで頭を撫なで、そばにいてくれたのだ。

　えっと夕菜は声を出した。あのとき男の子はいたのか。あの子は近くにいたのか。

　徐じよ々じよに思い出している。同時にもっと知りたいとの欲よつ求きゆうも湧わき起こる。

　頭から追い出そうとした。「彼」のことを知るのは、他の全てを捨てることだ。本田はそうしろと言っていたが、そんなわけにはいかない。貴き重ちような今を失いたくなかった。

　明日、凜に会う。そのことだけを考えるようにする。そこで仲直りをして、またいつもの生活に戻る。余計な誘ゆう惑わくには負けない。負けたくない。

　夕菜は着き替がえてベッドに入った。電気が来ていない以上、起きていてもしょうがなかった。

　精神は覚かく醒せいしたままだったが、無理矢理目を閉じた。

　まどろみは中々やってこなかった。余計なことばかり思い浮うかんでしょうがない。

　ずっとそのままだった。彼女がようやく眠ねむれたのは、明け方になってからであった。




　　　　○




　停電のせいで酷ひどい目にあったと、寮りようの人たちは会話をしていた。それは凜も同感だったが、さっさと寝ねてしまったので気にならなかった。剣けん術じゆつの練れん習しゆう以外で夜よ更ふかしは好きではないのだ。

　食堂で食事を取っていたら、正面の席に玖里子が座った。彼女はトレーに、サラダを山盛りにしていた。

「健けん啖たん家かですね」

「野や菜さいは好きなのよ。和樹知らない？」

「寝ね坊ぼうだと思いますが」

　和樹は朝寝をするタイプである。休日は特にそうで、いつまでも布ふ団とんの中でごろごろしていた。

「夕菜ちゃんも見ないわね」

「──やはり、まだ寝ているのかと」

　もっとも山の中であんなことがあってからは、ほとんど顔を合わせてなかったので、本当はどうだか分からない。

「夕菜ちゃんにしては珍めずらしい」

「そうですね」

　相づちを打つ。玖里子はサラダにドレッシングをかけた。

「凜、今日の夕方、忘れてないわよね」

　返事をするのが一いつ拍ぱく遅おくれた。

「──はい」

「あんたはいいんだけど、夕菜ちゃんが心配ね。思い詰つめちゃってるみたいだから」

「そうですか？」

「あら、違ちがう意見？」

　凜は若じやつ干かん身を乗り出した。

「私は大だい丈じよう夫ぶだと思っています。今は気にしてるかもしれませんが、すぐに元に戻ります。夕菜さんは明るい方です。きっと我々の知らないうちに、乗り越こえていますよ」

　はっきりとした口調で言った。玖里子は始めきょとんとしていたが、やがて小こ刻きざみにうなずいた。

「そうね。あの娘こならそうかも」

「そうですよ」

　断だん言げんして、凜は食事を続ける。

「あんた、意外と夕菜ちゃんのことを気にかけてるのね」

「友人ですから」

　玖里子が破は顔がんした。

「偉えらい」

「そうですか。当然のことでは」

「あは、そうだった。当然のことよね」

　玖里子はさっさとサラダを片付け、フォークを置いた。食しよく堂どうの窓から日光が射しこみ、空になった器うつわを照らしていた。

「今日もいい天気になるといいわね」




　　　　○




　和樹は昼になって起き出した。珍しいことに向かいの夕菜はまだ寝ているようで、物音がしなかった。

　ノックをしようかと考えたが止めた。まだ食事会まで時間がある。無理に起こすことはないだろう。

　昨さく晩ばんの夕菜は変だった。昼間は明るかったのに、夜はふさぎ込んでいたのだ。何度も話しかけたが生返事だけで、手て応ごたえがなかった。

　あれだけ歩いたのだから、疲つかれたのかもしれない。和樹よりは体力はあるが、眠くなったところで不ふ思し議ぎはないのだ。

　そうやって自分を納なつ得とくさせると、食堂で朝食兼けん昼食をすませた。休日なので生徒はまばらで、和樹と同じ朝寝坊組が眠そうな顔で食事をしていた。

　部屋に帰って今日の予定をチェック。見たいテレビは特になし。マンガの発売日でもない。夕方にはメインイベント、食事会がある。玖里子が中ちゆう華か料りよう理り屋やを予よ約やくしてくれた。これを忘れるわけにはいかない。宿しゆ題くだいがあったような気がしたが、こっちは忘れることにした。

　それまで外で時間を潰つぶすことにした。適てき当とうに着き替がえ、部屋から出る。

　慌あわてて戻った。机の上にプレゼントを起きっぱなしだった。危あやうく手ぶらで行くところだった。

　改めて、財さい布ふやらプレゼントやらの所しよ持じ品ひんをきちんと確かく認にんする。今度はちゃんとある。ついでに戸と締じまりもチェックをし、鍵かぎをかけた。

　寮の外に出る。昨日に比くらべると雲が多かったが、晴れだった。

「式しき森もり君じゃない」

　寮の門のところで声をかけられた。葵あおい学がく園えんの先生が立っていた。

　和樹は記き憶おくをまさぐった。えーと世界史の、じゃない、理り科か系……生せい物ぶつの教師だ。確か藤ふじヶが谷や琴こと子こ。

　どうして琴子がいるのか不明だった。今日は日曜のはずだ。

「何か用ですか、先生」

「特に用はないわ」

「じゃあ僕は……」

「お出かけ？」

　つい返事をした。琴子は穏おだやかな顔をしていたが、瞳ひとみが虹にじ色いろを放っている。

「どこに行くのかしら」

　答えなくてもよかったが、自然に口から出た。

「駅です。そっちのお店で約束が……」

「そう。誰と？」

　和樹は瞳に吸い込まれるようにして喋しやべった。夕菜、凜ちゃん、玖里子さんと行きます。店の名前も言った。

　琴子の瞳が元に戻もどる。彼女は「気をつけて行ってらっしゃい」と言葉を残す。

　それからしばらく、和樹は朦もう朧ろうとしていたが、やがて我われに返った。なんだったんだ、今のは。

　駅へと歩く。そういえば玖里子はカラオケにも行くと言っていた。そこで好きなだけ歌うことになる。あまり得意ではないが、夕菜は喜ぶだろう。今日は長くなりそうだ。

　遠くで、豆まめがはぜるような物音がした。なんだろうと首をひねったが、じきに収まったので気にしないことにする。

　駅へと歩く。予約の店は駅の反対側にあった。最近オープンした店で、玖里子によるとかなり美お味いしいとのこと。直行はしないで、近くのデパートで暇ひまを潰つぶそうと思った。

　ぶらぶら歩く。野の良ら猫ねこが彼を見て、大きくあくびをする。和樹はもう眠くなかったので、つられなかった。

　駅に近づくにつれ、人が増える。休日だからだろう。子供の姿も多い。

　和樹はデパートに入ろうとした。すると突とつ然ぜん。

「待て」

　肩かたに手がかかった。




　　　　○




　夕菜ははっとして跳はね起きた。

　かなり長時間寝ていた気がする。急いで時計を見た。

　四時を回っていた。すでに夕方、ぼやぼやしてると日が暮くれる時間帯だ。目覚ましをかけなかったのがいけなかったのか、それとも明け方まで起きていたのがいけなかったのか、とにかくここまで寝過ごすなんて人生で初めてのことだった。

　急いで着替える。服の組み合わせなんて考えていられない。変な格好にならないようにするのが精せい一いつ杯ぱい。顔を洗あらって歯を磨みがくのも同時にやった。

　朝食と昼食はキャンセル。まとめて食事会で取ればいい。

　プレゼントを摑つかんで部屋から出る。

　つい足が止まった。

　しん、としているのだ。まったく物音がしない。完全な静せい粛しゆくだった。葵学園の寮りようは休日の外がい泊はくを認みとめている。そのため実家に帰る生徒も多い。とはいえ学生寮、親元から離はなれて遊びたがる年の人間が住んでいる。誰もいなくなるなんてあり得ない。

　そのはずだった。

　だが夕菜の目の前には、がらんとした廊ろう下かがあるだけだ。まるで自分だけが存在しているかのよう。

　気を取り直し、歩いた。リノリウムの廊下は音がしない。それが余計に不ふ安あんを誘さそう。

　不ふ意いに思いついた。いないかどうか確かめてみればいい。手っ取り早い方法がある。

　彼女は適てき当とうな一室の扉とびらをノックした。拳こぶしを丸まるめ、こんこんこん。

　返事はない。

　もっと強めに叩たたいてみることにした。軽かったから気づいていないのかもしれない。ともっと聞こえるようにしよう。

　ごんごんごん。しばらく待つ。

　やはり返事はない。

「あの……いないんですか!?」

　自分の声がむなしく響ひびく。

　扉に耳をつけた。なにも聞こえない。誰もいないとしか考えられない。

　その隣となりをノック。今度はもっと強く、手が痛くなるまで叩いた。

　ここも反応なし。どれだけ叩いても、住人が出てくる気配はない。

「いないんですか……どなたか、誰かいませんか!?」

　なにもなし。無む言ごんは返事ではない。

　夕菜は走った。走って、部屋という部屋をノックして回った。そのたびに声を上げ、沈ちん黙もくで迎むかえられた。

　返答はない。誰もいない。自分だけが寮にいて、全すべての人間が消え失うせてしまったような感覚にとらわれる。彼女はそれを否ひ定ていしたくて必ひつ死しになった。目が覚めたら自分だけになっていたなんて、そんなことは信じられない。

「誰か、出てきてください、誰か！」

　その声は次し第だいにかすれていった。




　　　　○




　かおりは腕うでを回しながらゲームセンターから出た。手の甲こうをマッサージして、だるさを取る。

　今日は朝からゲーセン三ざん昧まいであった。久しぶりに格かく闘とうゲームにはまり、止やめられなくなったのだ。いい調子で勝ち続け、乱らん入にゆう者しやとの熱ねつ戦せんを制せいした。昼も食べずにいたため、気がついたら夕方になろうとしていた。

　マンションに帰るかと考えていたら、覚えのある生徒たちを見かけた。

「お、神かみ城しろと風かぜ椿つばきじゃないか」

　かおりが子供っぽい仕草で、ひらひらと手を振ふった。

　凜が頭を下げた。玖里子は呆あきれたような顔をしている。剣けん豪ごう少女が訊きいた。

「夕方にお出かけですか」

　すぐ玖里子が口を挟む。

「出かけるんじゃないわよ。どうせゲーセン帰りでしょ」

「当たり」

　取り繕つくろってもしょうがないので、素す直なおに認めた。

「先生、いい年してのゲームはお控ひかえください」

「馬ば鹿か。この年ねん齢れいはメインユーザーだ。ＣＥＳＡの報告を見てみろ」

「自じ慢まんにはなりません」

「なに言ってる。我々の消しよう費ひが日本経けい済ざいを牽けん引いんしてるんだ。神城も食わず嫌ぎらいしていないで少しはやれ」

　目を擦こすった。眠ねむいのではなく疲つかれているのである。こんな態たい度どじゃ我ながら説得力ないなと思った。

　向こうもそう考えたようで、「私たちはこれで」と告げて去っていった。

　しばらくぼんやりとする。と、単たん調ちようなメロディが鳴った。

　かおりは携けい帯たい電でん話わを取り出した。二つ折りになった本体を広げる。

　最近になって彼女は携帯電話を購こう入にゆうした。社会人は持っていないと不ふ便べんだと気づいたのである。これでゲームができるということも、大いに関係した。

　通話口を耳に当てる。同どう僚りようの教師だった。

「……おや藤ヶ谷先生。わたし、アンタに番号教えたっけ……なに、なんだって!?」

　かおりの顔色が変わった。

「馬鹿、そう言うことは早く言え。命令？　なんの関係がある。なんでいきなり……進しん藤どうがなんだってんだ」

　携けい帯たい電でん話わを握にぎる手が白くなる。

「エージェント？　だからって、勝かつ手てにそんなことするな！」

　罵ののしるかおり。通行人が眺ながめているのも気にしなかった。

「今からすぐに行く。手出しすんなよ」

　荒あら々あらしく携帯のスイッチを切ると、彼女は駆かけ出した。




　　　　○




　凜は玖里子と、駅周辺を散策していた。本当はそんな優ゆう雅がなものではなくて、玖里子があちこち歩き回っているのに付き合っているのだ。

　この三年生は、まだ時間があるということで買い物と食事にいそしんでいた。もっとも買い物は冷ひやかしがメインで、食事はクレープを歩きながらとっていた。

　幸いというかあいにくというか、凜は本家のしつけで買い食いはしない癖くせがついている。玖里子には「あんたも食べる？」と言われたが、辞じ退たいした。

「玖里子さん、そろそろ時間なのでは」

「んー、そうね」

　彼女は腕時計で確かく認にんをした。

「まだちょっと早いかな」

「早く行っていた方がいいです」

「そういうところがあんたらしいわね。プレゼントは持ってきたでしょうね」

「あります」

　手て提さげ袋を示す。

「あたしもオーケイっと……なんか和樹が忘れそう」

「式森ならあり得ます」

「忘れていたら、取りに戻もどらせるわ」

　行きましょうと凜はうながす。

　二人は駅の通路を抜ぬけて、反対側の出口に出た。

　こっちはデパートのある正面口と違ちがい、繁はん華か街がいにはなっていなかった。住宅地が広がっており、住人が買い物をするときは別のところにいく。

　それでも何件か店はあり、玖里子が見つけた中ちゆう華か料りよう理り屋やも、ここにあった。

　小さなビルの一階に、「龍りゆう玉ぎよく」と書かれた看かん板ばんがかかっていた。

「ここよ」

　玖里子が自動ドアを抜けようとする。

　刹せつ那な。

　凜の身体からだを殺さつ気きが貫つらぬいた。

「待ってください！」

　大声に、玖里子が足を止める。同時に上空から矢やが降ってきた。

「伏ふせて！」

　凜は地面を蹴けり、同時に日本刀の鯉こい口ぐちを切った。一挙動作で抜く。

　玖里子をかばい、薙なぎ払はらった。

　刃やいばに触ふれた矢は、堅かたさを失うしない地面に落ちた。ぺらぺらな布ぬのとなっている。

　そこに長身の影かげが舞まい降りる。

　黒ずくめの女性だった。非ひ常じように瘦やせていて、肩かた幅はばも狭く、髪かみの毛だけは腰こしに届くくらいある。

　覚えがある。学校帰りに、自分たちをつけていた人物だ。

　凜は日本刀を青せい眼がんに構かまえた。

「何者だ」

　女性の口が、わずかに動く。

「ノネ」

「……？」

　変わった名前だ。修道女ノネにふさわしくない物腰と容よう姿し。似にているのは服が黒っぽいということだけだ。

　彼女のポケットから、幾いく条じようもの布が現われる。複ふく雑ざつな呟つぶやきと共に、それらは硬こう度どを増し、鋭するどい矢となる。剪紙成兵ジエンジシエンビンの亜あ種しゆだ。

　ノネは腕を振ふった。同時に矢が放たれる。

　凜が身体を捻ひねってかわした。玖里子は伏ふせたまま転がる。

　さらに矢が飛んでくる。凜は自分に向けられたものは避よけ、玖里子に向かうものははたき落とした。

　ノネの動きが鈍にぶる。

　剣豪少女はそのまま遠ざからず、踏ふみ込んだ。ノネの手元に矢が無くなったと見て取っての行動だ。

　下方から刃を振り上げる。

　だが白はく刃じんは空を切った。

　ノネの身体が宙を舞ったのだ。民家の屋根の遥はるか上、恐おそろしいほどの高さに跳とび上がっている。跳ちよう躍やくの構えはしていなかった。足首と膝ひざをわずかに曲げただけで、ここまで跳んだのだ。

「玖里子さん、走って！」

　凜が怒ど鳴なる。同時に上空から矢が降ってくる。今まで玖里子が伏せていたアスファルトに突つき刺ささった。

　ノネが着地。凜は牽けん制せいで刀を一振りすると、玖里子の後を追った。

「遠くへ、ここで戦うのは得とく策さくではありません！」

「すぐ追いつかれるわよ!?」

「その時はその時です！」

　ノネが二人を追いやるように、再び跳んだ。




　　　　○




　和樹はびくっとして振り返った。

　背後にいたのはディステルだった。端たん正せいな美び貌ぼうが、ややこわばっている。

「引き返せ」

　彼女は和樹の肩かたに乗せた手に力を込めた。

　和樹は驚おどろきつつも、疑ぎ問もん符ふが浮うかんだ。

「え……どうしてですか」

「ミヤマが危ない」

　ディステルの声は本気だった。

　いきなり夕菜のことを言われ、和樹は混こん乱らんしつつも従った。

　ディステルが駆かけ出した。慌あわててついて行く。

　寮りようの方ほう角がくだった。

「い……一体どうしたんですか!?」

「連中が仕し掛かけてきた。狙ねらいをミヤマに絞しぼっている」

「どんな……」

　先を走る姿を見て驚きよう愕がくした。袖そで口ぐちから血ちが滴したたっている。

「ディステルさん、それ……」

「かすり傷だ。神父パーターと戦っていてやられた」

「パーター？」

「賢人会議ワイズメン・グループのエージェントだ。女だがな」

　角をいくつか曲がる。

　そろそろ寮に着く頃ころだった。しかし今日は食事会だ。時間通りならもう夕菜はいないはずである。

「ミヤマはまだいる」

　和樹の心中を見み透すかしたように、ディステルが言う。

「パーターがそうしている。その方が都つ合ごうがいいからな」

「その、パーターってなにをする気なんです!?」

「奴やつは幻覚ジンネストイシユンクが得とく意いだ。強力だぞ。半径数百メートルに影えい響きようを及およぼす。ミヤマにだけ使うつもりだ」

　なんでと訊きこうとして、和樹は黙だまった。彼女をさらう気なのだ。また連中が牙きばを剝むいてきたのだ。

　彩さい雲うん寮りようが見えた。が、どこかしらぼんやりとしていて、形がはっきりしない。霧きりに隠かくれようとしている。

　それだけではない、周しゆう辺へん一帯も、白っぽく変化しつつあった。

「始まっている」

　ディステルが言った。




　　　　○




　夕菜は肩で息をしていた。扉とびらを叩たたき疲つかれた。

　どこにも誰もいない。まるで反応がない。

　よろよろと歩く。

「食事……いかなきゃ……」

　なんとか気を取り直す。今日は凜に会うのだ。会って仲直りをする。そうすれば、たとえ寮に誰もいなくても関係ない。友人たちと一いつ緒しよにいられる。

　外に出る。動どう転てんしていて、危あやうく靴くつを履はき損そこねるところだった。それでもプレゼントの袋ふくろだけは握にぎっていた。

　寮の外は、何な故ぜか白っぽかった。ミルクを薄うすく溶とかしたような風景。

　やはり不気味なほどの静けさだった。

　歩行者が誰もいない。車の音も、自転車も、犬の鳴き声さえ聞こえてこない。真しん空くうになったみたいだ。

　自分の足音すら、小さく感じられる。

　駅方面へ向かおうとした。慣なれた道を通っていくつもりだった。

　足が重い。ずっと寝ねていて疲れはないはずなのに、鉛なまりを仕込まれたみたいだ。

　道路の先で、なにかちかちか光っていた。

　工事中の合あい図ずだった。道みち幅ばたいっぱいに穴が掘ほられていて、簡かん易いフェンスでバリケードがしてある。平べったい警けい備び員いんの看かん板ばんが一定の間かん隔かくで腕うでを振り、遠回りしろと指し示じしていた。

　回れ右をし、横道に入る。

　とても狭せまい道だった。犬や猫ねこしか通らなさそうだ。こんなところがあっただろうか。

　今度は行き止まりだった。灰はい色いろの壁かべがそびえていた。

　引き返す。別の道へ。

　くねくねした道路だった。道幅は狭く、交差点もない。何度も曲がらされる。しかもどこまでも果てがない。

　どんどん駅から遠ざかっている感じがする。

　不安が押おし寄せると同時に、またも工事中の看板が出現した。同じように穴が掘られ、バリケードがしてあり、ダミーの警備員がよそへ行けと手を振っている。

「なん……で」

　振り返る。寮はすでに見えない。どこか知らないところを歩いている。

　それでも戻ることにした。知らず知らずのうちに駆け足になっていく。

　周囲が見知らぬ民みん家かばかりになる。行きと違う道ではないのだろうか。一本道のはずだったのに。

　息が切れる。いつの間にか全力疾しつ走そう。周囲の民家は静まりかえっている。明かりもついていない。人の気配もない。ゴーストタウン。夕菜だけしかいない街。

　もはやなにがどうなっているのか分からない。ただ走る。脇わき目めを振ってはいけない。駅に行かなきゃ、ここから抜ぬけ出さなきゃ。

　しかしどこまで走っても、先は見えてこない。

　行かなければという使命感だけが、足を動かす。

（無む駄だよ）

　なにか聞こえた。

　振り返ったが誰もいない。人ひと影かげも見えない。

（ここではあなた一人）

　頭の中に響ひびいている。念話だろうか。分からない。

（無駄なことはやめなさい）

　無む視しした。どうにかしてここから抜け出したい。こんな生気のない、墓はか場ばみたいな場所から。闇やみ雲くもに駆け出す。

　いくつもの角を曲がり、ひたすらに突き進んでいく。

（いつまでそうしているのかしら。なにをしても、孤こ独どくからは抜けられない）

　どこかで聞いたことがある。本田だ。あの女教師が喋しやべっているのだ。

　視し界かいがどんどん白くなっていく。霧が濃こい。どこにいるのか分からない。

　不意に霧が薄うすれる。

　とっさに走るのを止めた。前方がない。道路が途と切ぎれ、断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきになっている。土つち塊くれがぱらぱらと落ちていく。

「崖……」

　崖？　なんでこんなものが。いったいここはどこなんだろう。

　後ずさりし、また走り出す。

（そこからは出られないわ）

　信じなかった。ここはまだ寮の近くのはず。こうしていれば、外に出られるはずだ。

（ねえ宮みや間まさん、あなたはそうしてるけど、孤独なのは事実なのよ。あなたはずっと一人なの）

「そうじゃありません！」

　思わず叫さけんだ。声が霧の中へ消える。

「わたしには大好きな人がいます。大切な友達がいます。たくさんいるんです……たくさん……！」

（そうなのかしら）

　本田は露ろ骨こつに嘲ちよう弄ろうしていた。

（あなたに友人がいたことがあった？　よく思いだしてごらんなさい。アメリカ時代はどうだった？　あんな小さい町で、生まれた猫の子の名前だって知ってるようなところなのに、誰もあなたと遊んでくれなかった）

「違ちがいます！　そんな昔のこと……」

（そうでもないわ。二回目のアメリカ生活だってそうだったもの）

　勝手に足が止まった。

　二回目の、アメリカ。

（そのときのあなたは、もう英えい語ごができた。孤独が嫌いやだったから話しかけるようにした。話し相手はいたわ。でも友人じゃなかったわよね）

　なにかを言おうとしている。なにかを言うつもりだ。この人はなにかを知っている。

（あなたは聞いてしまったの。友人だと思っていた人たちが、嘲笑と軽けい蔑べつの対象としか見ていなかったことを。その髪かみの色と肌はだの色。東洋人でもなく西洋人でもない中ちゆう途と半はん端ぱさ。笑いものにしかならなかった。それでもあなたは明るく振ふる舞まったわね。でもそれは幻まぼろしに過ぎない）

　耳を疑うたがった。なんで知っているんだ。どうしてこんなことまで。忘れていたのに。思いだしたくなかったのに。

（あなたは祖そ父ふに呼ばれて日本へ帰った。でも本当は帰ったんじゃない。逃にげ出したのよ。あの地じ獄ごくみたいな日々から逃のがれるために）

　弾はじかれるように、足が動き出した。

　風景が流れる。さっきから何度も駆かけ出している。一か所にとどまるのが嫌だった。ここから出たい。あの声から逃れたい。

（でもね、日本だって同じなの）

「違います……」

　声が漏もれた。

（みんな友達だって言ってるけれど、知り合ってからどれくらいたった？　一年？　二年？　そうじゃないわよね。あなた引っ越こしてきたばかりなんだから）

　両手で耳を塞ふさぐ。目をぎゅっとつむる。聞こえませんようにと念じながら。

（そんなのは友達じゃないわ）

「友達です！」

　大声で叫んだ。自分の声が頭の中で反はん響きようして痛かった。喉のどまでひりひりした。

「皆みなさん大事な、わたしの大事な友達です！」

（自分を偽いつわらないで）

「偽ってない。わたしは一人なんかじゃない！」

（今は一人よ。誰もいない）

　腰こしから下が崩くずれそうになった。

　そうだ。ここには自分以外の存在がない。寮の近くのはずなのに、人っ子一人いない。アメリカと同じだ。あの思い出したくもない毎日と。

「行かなきゃ……」

　店に行く約束が、かろうじて頭の隅すみに残っていた。ここを脱だつ出しゆつして、みんなに会いに行く。

（あらあら、頑がん固こなのね）

　本田は嘲あざけるのを止やめなかった。

（そうやっているけど無駄よ。店に誰かいると思ってるの？　いっこないわ。あなたが追いかけているのはかりそめの友人達。だってあなたは一人ぼっちなんだもの）

「そうじゃない！　わたしは……わたしは……一人じゃない」

　行かなきゃ。行かなきゃ。お店まで行かなきゃ。そうすれば凜さんがいる。玖里子さんがいる。大好きな和樹さんがいる。自分が一人じゃないって証明できる。

（落ち込むだけよ。無駄な行こう為い。一人のくせに）

「わたしは一人じゃない……一人ぼっちじゃない！」

（一人よ）

「Undine!」

　夕菜の腕に金色の妖よう精せいが集合する。たちまち水流となり、一直線に上空へ伸のびていく。

　水の妖精たちは、なんら手て応ごたえもなく消しよう滅めつした。

（でもね、彼だけは違うわ）

　また本田の声。

（彼だけはあなたを見ている。あなたのことを昔から知っている。幼い頃ころだけじゃない。ずっと気にしているのよ）

「そんなこと……噓うそ……」

（だから二回目のアメリカ生活も、日本にいることも、みんな知っていたのよ）

　そうなのか。わたしを見ているのか。彼はわたしを。

　あの帆はん船せんの中、いきなり自分がさらわれたのには驚おどろいた。理由がないと思った。でも敵の長は、彼は、ずっとわたしを見ていたんだ。

　でも、だからといって、彼のところへは行きたくない。

（彼の元へ来なさい）

「嫌です……」

（断ことわれないわよ。あなた、彼に謝あやまらなければならないんじゃなくて？）

　ぴくりと身体からだが反応した。

「わたしが謝るのは……凜さん……だけ」

（あら、あの日のあなたはどうしたのかしら。彼と約束した日、あなたは家族と遊びに行ったわよね。あなたには罪ざい悪あく感かんがあった。だから帰ってからすぐ彼の家に向かった。でもそれは違う。本当は──）

「嫌ぁー!!」

　最後の力を振ふり絞しぼって、全力疾しつ走そうした。




　　　　○




　住宅街には公園があった。それほど広くはないが、一戦交まじえるには十分なスペースだ。子供たちは遊んでいない。それは幸こう運うんだった。

　凜は何度目かの攻こう撃げきを、全すべてかわした。

　ノネはまたも跳ちよう躍やくする。

「ちっ」

　欅けやきの大木を盾たてにした。布の矢が、何本か刺ささる。時々刀でもはたき落とした。

　ノネが離はなれた場所に着地した。凜も姿を現し、対たい峙じする。

　黒ずくめの女は、薄うす笑らわらいを浮うかべていた。

「……妙みようですね」

　凜が呟つぶやく。

「なにが？」

　玖里子は相手から目を離さない。油ゆ断だんしたら串くし刺ざしになるのだ。

「あの女、全力を出していません。流しているように思えます」

　攻撃に鋭するどさがないのだ。凜の力であれば、余よ裕ゆうで対たい処しよできるものばかりだった。

「どうしてよ」

「ただ私たちと戦っていれば、それですむのかもしれません」

「足止めかしら」

「あるいは」

　だとしたら理由はなんだ。ここに釘くぎ付づけにする理由は。誰かに会わせたくないのだろうか。

「ん……？」

　凜が空を眺ながめる。玖里子もつられて上を向いた。

　青かった空が、白っぽくなっていた。雲ではない。一面に霧きりがかかりつつあるのだ。公園の樹々も、民家も、かすれて見えなくなっていく。

「幻げん覚かく……？」

　いきなりノネが地面を蹴けった。

　布の矢が飛ぶ。一本二本ではない。十本以上放っていた。しかもいったん外側に開き、全方位から襲おそいかかる。

「ひっ……！」

　玖里子の悲鳴。凜はこらえる。

　日本刀を風ふう車しやのように回転させ、さらに自らも移動して矢を落とす。

　大半は剣の前に千ち切ぎれ飛んだが、いくつかは凜と玖里子をかすめた。

「つっ！」

　剣けん豪ごう少女が頰ほおを押おさえる。指の間から血が流れる。

　ノネが迫せまった。

「たああっ！」

　裂れつ帛ぱくの気合いと共に、真しん剣けんが突つき出される。鋼こう鉄てつの剣先がやせ細った身体に突き立てられようとする。

　ノネの身体がぶれた。

　真横にスライドしたのだ。刀は勢いがついたまま空を切り、凜がたたらを踏ふむ。

　黒ずくめの身体から布ぬのが伸びる。

　凜は転てん倒とう寸すん前ぜんで踏ん張り、そのまま薙なぎ払はらう。ノネの服を斬きり裂さこうとする。

　これも避よけられた。相手は跳び、樹きの枝えだに着地をする。

　日本刀を構え直す。息が荒あらくなっていた。

（……動きが速くなっている……）

　やり方を変えたようだ。これからは本気で来るだろう。

　わずかだが、凜の心に焦あせりが生じた。

　敵が徐じよ々じよに実力を顕あらわしている。今までのように遊びはないだろう。遅ち攻こうか速そつ攻こうか、とにかく決着をつけてくるはずだ。

　ひゅーっと音がする。ノネの口から漏もれている。

　今まではたき落とした布が、ふわりと浮かんだ。

　それぞれが意い思しを持ち、鋭い矢どころか槍やりとなって、ノネの周囲を舞う。まるで烏からすだ。しかも数が尋じん常じようではない。これまでの分に加くわえ、新たな布が数え切れないほど出現していた。

　公園の上空を無数の黒い矢が覆おおい尽つくす。そして先せん端たんが凜と玖里子を捉とらえる。

　ノネが低い声を発する。

「死ね」

　二人の頭上に、矢が降り注そそいだ。




　　　　○




　方ほう向こう感かん覚かくが徐々におかしくなっていたが、気にしていられなかった。

「夕菜は!?」

　和樹が叫さけんだ。彩雲寮は薄く白い霧で覆われていた。そこだけではない。この一角全すべてが霧の支配下にあった。

　とにかく寮に行こうとした。

「待て、むやみに走るな」

　ディステルが制せい止しする。

「我々も霧の中だ。へたをすると逃のがれられなくなるぞ」

　確かに、風景が朦もう朧ろうとしている。油断すると、どこにいるのか把は握あくできなくなりそうであった。

「僕たちも幻覚にかかっているんですか」

「パーターはミヤマにだけ全力を投じているから、そうではないはずだ。だが影えい響きようを受けるのは避さけられん」

　うかつには行こう動どうできないということだ。和樹は思わず手を握にぎりしめた。

　じわりと、霧がゆがんだ。

「動いている……？」

　ディステルがぽつりと漏もらした。

　彼女の言うとおり、寮を中心にした霧は、ゆっくりと移動をしていた。全体がずれるように、特定の方向へ進んでいる。

　和樹は口を半開きにした。

「どうなってるんです……」

「パーターが移動を始めたんだ。別の場所でも幻覚をかけるつもりだぞ。このままだと……」

　ディステルは振り返った。

「駅方面だな」

「戻もどりましょう！」

　和樹が勢いきおい込こんだ。ここでじっとしているのはもどかしかった。少しでもなにかをしたい。

「そうだな」

　ディステルもうなずいた。彼女は霧にゆだねるようにして移い動どうしろと忠ちゆう告こくした。

　どこかでサイレンの音がする。

　ぎょっとした。このクリーム色の風景でサイレン？　しかもあれは、パトカーじゃないのか？

　すぐにやんだ。気のせいか。だが前方に、ちらちら人ひと影かげが動いている。こんな霧にも拘かかわらず、明白な目的を持って行動している。

「慣なれている。プロだ」

　ディステルが拳けん銃じゆうを抜ぬいた。和樹に下がっていろと手で合図し、照しよう準じゆんを合わせる。

　影が迫せまってきた。

　ディステルが引き金を引こうとする。それより一いつ瞬しゆん早く、影が身体からだを縮ちぢめ、飛び込んできた。

　相手も拳銃を手にしていた。至し近きん距きよ離りだ。銃じゆう口こうが見える。ディステルと同時にポイントする。

「！」

　二人は発はつ砲ぽう寸すん前ぜんで制止した。

「……お前か」

　対たい峙じしているのはかおりだった。

「ディステルか。良く会うな」

「まったくだ。妙みような気分になる」

「そうかい。こっちは冗じよう談だん聞いてる余よ裕ゆうはないんだ」

　二人は銃口を下げた。珍めずらしいことに、かおりには焦りがうかがえた。ちらっと和樹に目をやる。ディステルといることに疑念を抱いだいたようだが、問いただしはしなかった。

「……宮間はいないか」

「店に行くはずなんですけど、この霧が……」

「くそっ」

　罵ののしった。腹いせに地面を蹴け飛とばしている。

「カオリ、さっきのパトカーはなんだ」

「わたしの雇やとい主がな、ここらを封ふう鎖さし始めたんだ」

「エージェント狩がりか」

「それだけじゃないからやっかいなんだ」

　かおりは舌打ちをしていた。

「式森。藤ヶ谷先生に今日のことを喋しやべったか」

「は……はい。訊きかれたので、つい」

「そこか。あの女め」

　かおりは「式森から情報引き出したのか」と呟つぶやいていた。

「ディステル。この霧はエージェントの仕し業わざだろ」

「ああ。追つい跡せきしている最中だった」

　腕うでの傷を見せる。

「追うつもりだ。手伝え」

「そりゃこっちの台詞せりふだ」

　かおりはまた罵ると、先に行くぞと手を振ふった。




　　　　○




　夕菜はパニック寸前だった。闇やみ雲くもに進んでいるだけで、周囲がどうなっているのかまるで分からない。和樹や玖里子、凜のところに行かなければという気持ちだけが、原げん動どう力りよくとなっていた。

（一人ぼっちの宮間さん。なにをそんなに急いでいるの）

　そんなことはない。わたしは一人じゃない。わたしはみんなと一いつ緒しよに生きている。一人じゃないんだ。

（無む駄だな努力はお止やめなさい。どこに行っても誰もいないわ。全部幻想だったのよ）

　噓うそに決まっている。聞きたくない。しかし揶や揄ゆする言葉は、容よう赦しやなく頭に進入してくる。

（あなたはアメリカで孤こ独どくだった。だからまだ見ぬ友達を作り上げた。自分で考えた絵を描かいて、名前をつけて、会話をして。惨みじめね）

　また自分の記き憶おくをえぐり出してくる。

　当時家には画が用よう紙しがたくさんあった。色いろ鉛えん筆ぴつも豊ほう富ふだった。両親が買ってくれた。だから絵をたくさん描いた。友達が欲ほしかったから作り上げた。服を着せて、色を塗ぬって、何枚も何枚も、飽あきることなく続けた。

　描くのが止められなかった。怖こわかったのだ。ここで止めたら全すべてが元に戻ってしまう。孤独の世界に放ほうり出されてしまう。紙の上だけでも、誰かと一緒にいたかった。たとえ自分で作った想そう像ぞうの世界でも。

（今もそうなのかもしれないわよ）

　今も？　そうなのだろうか。この国、この場所、この町が幻想？

「そんなはずない……！」

　声に出して否定をする。わたしだけがいるんじゃない。確かに転校して、和樹さんと出会って、玖里子さんや凜さんと友達になった。

　だけどここは、どうしてこんなに白いんだろう。みんなの声がしないんだろう。耳に入ってくるのは、臓ぞう腑ふをえぐる女の台詞。

（これが本当だからよ。孤独なあなたの世界だから、誰もいないの。空くう虚きよなのよ）

「そんな……そんな！」

　大声をあげた。何度も何度も。誰かに聞いて欲しい。返事をして欲しい。自分が一人でないことの証明のために。

　反応はない。まったく。

「ああーっ!!」

　パニックになった。誰かいませんか。狂くるったように叫ぶ。どこかに誰か。誰でもいいです。お願いです。

　本田はまだ喋っている。

（でも、彼なら見ている）

　彼。彼でもいい。あのときの男の子ならもっといい。あの場所で、唯ゆい一いつ仲がよかったのはあの子なのだ。

（だから彼のところへ来るの）

　行けばいいのか。行けば証明してくれるのか。自分が一人でないことを認めてくれるのか。そんなに嬉うれしいことがあるなんて。

　確かにしてくれるかもしれない。あの子ならできそうだ。だってあの子は話をするたび、わたしの気持ちを見み透すかした目をしてたんだから。

　脳のうの奥おくで、なにかが違ちがうと告げる。

　そうじゃない。わたしには会うべき人がいる。大事な友人たちが。

（無理ね）

「無理なんかじゃない……」

（本当にそう思っているの？　あるはずないじゃない。友達とやらはあなたを見み捨すてたわ。店には来ない。だってそうでしょう。約束を破るような人と付き合ったりはしないわよ。あのとき彼との約束を──）

　金かな切きり声があがる。

　町中をつんざく叫さけび声だ。なんて大声なんだろう。誰なのかしら。え？　自分？

　自らの声とは信じられない。だけど喉のどから発せられているものは、確かにわたしだ。わたしが叫んでいる。

「誰か──」

　だけどここでは返事がない。

　走る。店に行かなければ。そこに待っている人たちが、わたしが孤独じゃないって言ってくれるはずなんだから。

　凜さんに会うんだ。和樹さんや玖里子さんもいるはずなんだ。そこで謝あやまって、元のように仲良くなって、みんなで遊ぶ。楽しい青春。学園生活。だからだから、あの店へ。待ち合わせの場所へ──

　さっと霧きりが晴れた。

　建物が視し界かいに飛び込む。駅の反対側にいる。いつもの商店街ではない。住宅地だ。

　眼前には看かん板ばん。筆で描かれたような龍りゆうの絵。珠たまを持った手の下に、「龍玉」の文字。ここが待ち合わせの店。

　開けっ放しのドアから飛び込む。

「遅おくれまし──」

　いない。

　空からっぽだ。中ちゆう華か料りよう理り屋やのくせにがらんとしていた。テーブルと椅い子すはある。その上には調ちよう味み料りようと紙ナプキンが置かれ、メニューもある。メニューには細かい文字がびっしりと並び、安さとおいしさを主張している。オープンしたてで真新しい、清せい潔けつ感かんのある空間。

　それだけだ。

　人がいない。気配もない。厨ちゆう房ぼうらしきところは空で、レジカウンターも無人だった。客商売にあるまじき姿し勢せいだった。

　本当に無人だった。

「あ──」

　夕菜は力なく、ふらふらと中央まで歩き、そのままへたり込んだ。

　いるはずだった。照てれたような和樹さん。いつも綺き麗れいな玖里子さん。格好いい凜さん。

　夕菜は席につく。そしてごめんなさいと頭を下げる。凜に詫わびを言う。

　和樹と玖里子は笑うだろう。凜がそっぽを向くからだ。だけどそれは怒おこっているからではない。照れ隠かくしだ。剣けん豪ごう少女は素す直なおじゃないのだ。やがて凜は受け入れる。それから話が始まる。学校のこと、本のこと、テレビのこと。どれも他た愛あいもないが、会話はいつまでも続き、心の氷を溶とかしていく。そして全てが丸く収まる。

　そのはずなのに。

　なんで誰もいないんだろう。

「罰ばち……」

　あのときと同じだ。

　幼い頃ころのアメリカで、彼女は男の子と約束をした。誕生日を祝いわってあげると。だが時間は遅くなり、家についたとき彼はいなかった。

　そうじゃない。

　わたしはその時、家に行かなかった。

　家族で楽しく遊んだ一日だった。あんまり楽しかったので、自宅に帰ってきても興奮していた。母親に言われ、早めに寝ねようとベッドに入ったが、やっぱり興奮していた。遊んだときの出来事が、他の全てをどこかに追いやっていた。

　そしてわたしは忘れてしまった。
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　思い出したのは真夜中。男の子との約束に気づいてショックを受けた。身体からだがどうしようもなく震ふるえ、嗚お咽えつが漏もれた。深夜に外には出られない。だから祈いのるしかなかった。どうか神様、朝が来ませんように。約束を破やぶったことが分かってしまう日が来ませんように。

　願いは叶かなえられなかった。

　夕菜は外に出なくなった。どうしても外出するときは、彼の家の前は通らなかった。

　だが一度だけ、バスで通ったことがある。彼の家は空あき家やとなっていて、全てがなくなっていた。

　この店と同じように。

　なにもないのだ。

　友人は、いない。

　プレゼントが手から滑すべり落ちた。

　空虚な目で床ゆかを見つめる。水がしたたる。目から流れている水だ。水すい滴てきが集まって大きくなり、鏡かがみとなって夕菜を映うつす。

　酷ひどい顔だ。

　酷い。本当に酷い。

　夕菜はもうなにも分からない。今自分がどこで、なにをしているのかも。

　店に複ふく数すうの男たちが入ってくる。霧きりが晴はれたせいなのか迷まよいがない。あらかじめこの店を張っていたのだろう。だが夕菜には、彼らの言葉が聞こえていなかった。

「宮間夕菜さん、警けい察さつのものです。あなたを保ほ護ごしま──」

　風を切る音。うめき声。床に倒れる男たち。

　足音が二組、近づいてくる。

「待たせたわね」

　一人は本田。もう一人は初めて声を聞く人物。

「パーターと言います。さあ、彼のところへ行きましょう」

　相手の顔は見えなかったが、どうでもよかった。

「行きます……」

　彼女はゆっくりうなずいた。

「待っていてくれる人がいるなら……どこだって……」




　　　　○




　豪ごう雨うのように降り注ぐ矢。

　このときばかりは凜も覚かく悟ごを決めた。しかし布製の矢は、突つき刺ささる寸前で弾はじかれた。

「…………？」

　彼女の頭上が覆おおわれていた。白く、紙でできていて、それでいて鋼こう鉄てつ並みに強きよう靭じんな盾たてが防ぼう御ぎよしていた。

　これは霊符が変形したもの。盾ドウンだ。

「なめんじゃないわよ！」

　玖里子が叫ぶ。盾が解とけ、霊符が回収される。

「成兵チエンビン！」

　新たな霊れい符ふが撒まかれる。空中で形を変え、今度は兵士となる。

　ノネの表情に初めて変化が訪おとずれる。布の矢が矛ほこ先さきを変え、紙の兵士に放たれた。

　紙兵が貫つらぬかれる。だが動きは止めない。人ではないから、片かた腕うでがなくなっても、頭がとれても戦い続ける。ずたずたに切り裂さかれるまで動き続けた。

　ノネが防ぼう戦せんに回った。

　当初布の矢を一本一本コントロールしていたが、効きき目が薄うすいと見るや自分の周囲に引き戻し、高速で回転させた。彼女が渦うずの中心となり、矢を盾としている。

　これで凜と玖里子は行動の自由を得た。

　玖里子が今までとは違ちがった、複ふく雑ざつな文字の書かれた霊符を投げる。

「龍ロン！」

　霊符が光った。瞬またたく間に形を変える。今までのような盾でもなければ兵士でもない。巨きよ大だいな、紙でできた龍りゆうだった。

　龍は宙を飛び、くるりと回転して逆さか落おとしにノネへ襲おそいかかる。

　ノネの身体からだを護まもっていた矢が、一いつ斉せいに方向を変えた。龍を迎げい撃げきすべく真上に発はつ射しやされる。

　真っ正面から激げき突とつ。龍の身体に無数の矢が刺さっていく。

　ほとんど全すべての矢を引き受け、紙の龍は地に落ちた。残っている矢はほんの数本。

　ノネが跳ちよう躍やくしようとする。凜が地面を蹴ける。そのまま体当たり。

　もつれ合ってバランスを崩くずし転てん倒とうする。何度か上下が替かわり、最後は凜が上になった。

　彼女は日本刀を、ノネの顔面のすぐ脇わきに突き刺した。

「抵てい抗こうするな。そうすれば──」

　だがノネがにやりとした。残ったわずかな矢が、剣豪少女に向けて突っ込んでくる。

「凜！」

　玖里子の悲鳴は、やがて驚きよう愕がくに変化した。

　矢が一いつ瞬しゆんにして発火したのだ。たいまつのように燃えさかると、見る間に炭たん化かし、燃えかすとなって消えていく。

　声がした。

「怪け我がはないか」

　そこに女性がいた。玖里子はこの人物を知っている。ディステル。血まみれデイ・ブルーテイヒの異名を持つ金きん髪ぱつの魔ま女じよ。彼女が炎ほのおを操あやつり、瞬しゆん時じに燃やしたのだ。

「玖里子さん、凜ちゃん！」

　和樹もいた。走ってきたのか息を切らしている。

「どうしたのよあんた」

「夕菜を追いかけてきたんです。そうしたらここに」

　ディステルが後を引き継ついだ。

「霧きりに惑まどわされたのだが、むしろ幸いしたようだな」

　彼女は倒れたままのエージェントに近寄った。凜に「手伝ってくれ」と言い、腰こしをかがめる。

「ノネ、私が分かるか」

「……ディステル……」

　しわがれた声が返ってくる。

「そうだ。聞きたいことがある。お前たちのアジトはどこだ。ミヤマをどこに連れて行く気だ」

「…………」

　凜が刀に力を込める。鈍にび色いろの刀とう身しんが、ノネの頰ほおに触ふれんばかりになる。

「答えろ。サムライ少女の切れ味は鋭するどいぞ」

「すでに……遅おそい」

　なんとか聞こえるレベルの、細い声だった。

「もう……パーターが連れていった。手て遅おくれだ……」

「それはどこだ」

「…………」

「それとも、生きたまま焼やかれるか？　私の炎から逃のがれることはできんぞ」

　ノネの顔がゆがむ。わずかに唇くちびるが動いた。

「あ……」

　ディステルが耳を近づける。ノネの口からなにかが漏もれる。

　破は裂れつ音おん。

　いきなりノネの喉のどが炸さく裂れつした。血が噴ふん流りゆうとなって吹ふき出し、ディステルの服を染そめる。

　やせぎすの身体は痙けい攣れんし、やがて収まった。

「死んだ」

　ディステルは顔に付いた血をぬぐった。

「自じ殺さつ……ですか」

　和樹は死体から目をそらす。

「自殺だな。自じ爆ばくに近いが」

　機き密みつを漏らしたら、命を絶たつような暗あん示じでもあったのだろうか。

　いつの間にか霧が晴れていた。すでに空は暗く、周囲の住宅地には明かりがついている。全すべて無人のようにも見えていたが、それも幻げん覚かくのうちだったのだろう。

　ディステルが立ち上がった。

「アジトは聞けた。有あり明あけの国際展示場だ。知っているか」

　もちろん知っていた。名称は東京ビッグサイト。晴海の老ろう朽きゆう化かに伴い、新しく建造された施し設せつである。幕まく張はりと並び、大規模な展てん覧らん会かいに使用されていた。

「ミヤマはそこに連れて行かれた」

「店にまだいるかも」

「ノネが噓うそを言ったようには見えない。恐おそらく戦せん闘とう中に、パーターから念ねん話わを受けたのだろう。こちらを片付けてから後を追うつもりだったようだ」

「じゃあ、僕たちもいかないと！」

「私は追うが、お前たちはどうする」

「当然……」

「私が味方とは限らんぞ」

　和樹が言葉を詰つまらせる。

　考えてみれば、ディステルの目的は誰も知らない。今でこそ賢人会議ワイズメン・グループと敵対しているが、かつてはトップエージェントだったのだ。完全な味方かどうかなど、誰にも分からない。

　凜が言おうとしたが、先に和樹が口を開いた。

「それでもいいです」

　きっぱりと言い切った。

「夕菜を救いたい。そのためなら、誰とだって手を組みます」

　ディステルはちらっと凜と玖里子に目をやる。

　返答は一つだった。

「同じよ」

「同じです」

　凜は付け加えた。

「私たちは夕菜さんの友人です。なにがあろうと、全力で助けます」

　それは凜の、心からの言葉だった。

　彼女も変な意地は張らない。少しくらい疎そ遠えんになっても、結局気持ちは変わらない。

　みんな、夕菜が好きなのだ。

「分かった」

　ふっと息をするディステル。その仕草が、感かん心しんの現れにも見えた。

「行こう」

「待って」

　和樹が声を上げる。

「伊庭先生は？」

　一いつ緒しよに走っていたはずのかおりの姿が、どこにもなかった。




　　　　○




　かおりはグロック・モデル25を構えたまま店の前まで来ていた。

　デイステル、和樹とははぐれたままだった。どうもあの霧の幻覚作さ用ようは個人によって差があるようで、知らない間にばらばらになっていた。

　中華料理店「龍玉」の扉とびらは開いたままだった。恐らく夕菜はここにいる。

　すぐ飛び込むような真ま似ねはしなかった。外がい壁へきに背をつけ、そろそろと内部をうかがう。

　人の気け配はいがある。

　夕菜かどうかは分からない。だが誰かいることだけは確かだ。

　引き金に指をかける。

　息を吸い、飛び込んだ。

「動くな！」

　店内には男たちが何人か倒たおれていた。

　中の一人に見覚えがある。前にゲームショップで会った進藤の部下だ。背広の胸のところが赤く染まっている。

　そして彼らを見下ろすように、女性が立っていた。

「……本田!?」

　古典の教師だ。どうしてこんなところにいる。たまたま巻き込まれたのか。いや、そうではない。偶ぐう然ぜんならなんで、指先が血にまみれているのだ。

　判はん断だんは一瞬だった。

「……くっ」

　引き金を引く。一発目は本田の頭をギリギリでかすめる。警けい告こくのつもりだった。なにか動きを見せたら遠えん慮りよ無くぶち込む。

　だがそれだけで、本田は糸の切れた人形のように倒れた。

　急いで近づいた。当てなかったはずなのだが。

　本田の首くび筋すじに手をやる。脈みやくがあった。生きてる。いきなり気き絶ぜつしたのだ。

「どうなって……」

「意い識しきが抜ぬけたのですね」

　誰かが入ってきた。かおりにはその人物が分かった。

「藤ヶ谷……」

　先生、とつけるのも馬ば鹿からしい。

　琴子はゆっくりと足を踏ふみ入れた。

「ミシオーンの憑より代しろです。ずっと操あやつられていたんですね。起こしても、なにも覚えていないでしょう」

「……アンタ、知っていたのか」

「いいえ、まったく。この部下たちが──」

　倒れている男たちを見下ろす。

「最後の瞬しゆん間かんに念話を飛ばしました。それで知ったのです」

　かおりは四文字言葉を吐はこうとして、ぐっと堪こらえた。

　エージェントたちが先手先手を打てるはずだった。敵は身内にいたのだ。

　改めて室内を見回す。他に敵のエージェントらしき姿はない。もちろん夕菜もいない。

「で、あんたの部下たちは、死ぬ前になにか知らせてくれたのか」

「敵の会話が直接リレーされました。エージェントのパーターは、宮間さんを連れて東京ビッグサイトに行く模も様ようです」

「はっ」

　ずっと前は晴海。今度は有明。よほど展示場に縁えんがあるとみえる。

「よし、追うぞ」

「待ってください」

　今までとは違ちがい、琴子の声質が冷たいものとなった。

「電話で伝えられませんでしたが、ここで知らせます。『北極』です」

　琴子の表情は無む機き質しつだった。そうしたいからではない。自然となるのだ。この職業に就ついている者の病気なのだ。そして琴子は、そうなることにためらいや引け目を感じていなかった。

「『北極』を発はつ動どうします」

　かおりの動きが止まった。

　ゆっくりと、顔面を琴子に向ける。

「……なに？」

「続けます。『北極』です。これは進藤部長による正式決定です」

「──馬鹿な！」

　かおりは地面を蹴け飛とばした。同どう僚りよう教師に詰つめ寄る。

「どういうつもりだ！」

「指し示じに従したがってください」

「はいそうですかと従えるか！　アンタ、『北極』がどういうコードか知ってて言ってるんだろうな!?」

　もしここで琴子が「知らない」と答えたならば、かおりはさらに怒いかっただろう。と同時に、ほっとしたであろう。琴子自身に確かく認にんをとらせることによって、発動が止められることが期待できたからだ。

　だが現実は、常に希き望ぼうに反するようにできていた。

「知っています」

　琴子の口調は冷たかった。

　かおりの頭に血が上る。我われ知らず、琴子の胸むなぐらを摑つかんでいた。

「『北極』はなあ……わたしに狩人ハンターになれってコードなんだぞ!?」

　琴子は顔面を蒼そう白はくにしていた。それでもなお彼女は冷れい徹てつに、「そうです」と言っていた。

　コード名『北極』。これは伊庭かおりに一番最初に伝えられ、なおかつ「事じ態たいの急きゆう変へん時以外には発動されない」と念を押おされた作戦名めい称しようである。これが発動された瞬間から、かおりは現在の仕事から離はなれ、狩人として任務を遂すい行こうしなければならない。最後の手段を意味する。

　狩人としての獲え物ものは夕菜。

　夕菜を捕とらえ、政府関係者に引き渡わたす。その後どうなるかは関かん知ちすることではない。ただ捕えればいいのだ。

　それだけではない。夕菜確かく保ほには余計な条件がつけられていない。むしろ、フリーハンドを想そう起きさせる一文が付ふ帯たいしている。

　宮間夕菜を生かしたまま捕えること。不可能な場合は殺さつ害がいすること。

　なにがあっても夕菜を賢人会議ワイズメン・グループには渡さない。そういう決定なのだ。

　かおりの瞳ひとみは怒りに満みちていた。だがそれでも、最後のところで冷静だった。

「本気なんだな」

「そうです」

「わたしにやれと言うんだな」

「そのために、あなたは雇やとわれました」

　力を込こめた。喉のど元もとを絞しめ上げる。

　琴子が苦しそうになっていく。

「く……」

「わたしの役目は護衛だ……それで契けい約やくしたんだ」

「『北極』のことは伝えられたはずです……一番最初に……」

「それがどうした。だったら教師なんかやらせんな。先生と生徒なんて関係を作らせんな。わたしとあいつらを仲良くさせんな！」

　かおりの教きよう員いん免めん許きよは大学のついでのついでくらいにとった、おまけみたいなものだ。少なくとも彼女はそう思っていた。ハンター稼か業ぎようを辞やめることになったら、塾じゆくでバイトでもする。そのために所しよ持じしているようなものだった。
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　だから護衛として葵学園への赴ふ任にんが決まったとき、日本の教育界はおしまいだと思った。自分でも、まともに生徒を導みちびくのはかなりの困こん難なんがあると知っていたからだ。

　それでも授業を続けるにつれ、意外にもこの職しよく業ぎように「あっている」ことに気づかされた。彼女は面めん倒どうくさがりなので、授業内容はポイントしか教えない。これが的てき確かくで、理解しやすいと評判なのだ。遅ち刻こく癖へきと、なにかとゲームを持ち出すところは、教員間で評判が良くないものの、生徒にはそれほどでもなかった。

　それに担当するクラスもあった。担任している二年Ｂ組は、変で、奇き矯きようで、おかしくて、それでいて勉強がずば抜ぬけているという無む茶ちや苦く茶ちやなクラスだ。普ふ通つうの教師だったら入院するか投げ出している。

　だがかおりには妙みようにしっくりきていた。あまり認めたくないが、情じようだって移っている。それは夕菜、和樹も例外ではない。

『北極』は、それらをすべて捨て去ることを意味していた。

「今ここで発動することに、どんな意味がある」

「意味は……あります」

「どんな！」

　琴子は目線を左に向けた。

「進藤……部長が」

「……進藤が来てるのか!?」

　かおりは琴子の視線の方向を追った。

　道路に地味な国産車が止められている。さきほどから路ろ肩かたに停とめられたままで、エンジンもストップしていた。

　車の後部座席の窓が開いていた。

　かおりは琴子を離はなし、車まで駆かけた。

　後部座席には中年の男が座すわっていた。目は細く、眉まゆは垂たれ下さがっていて眠ねむそうだ。ビニールの袋ふくろに手を突つっ込んでは、ピーナッツを取り出して嚙かんでいた。

　かおりはドアに手をかけた。

「進藤！」

「よう、伊庭」

　進藤は袋を差し出した。

「食うか？」

「いらない。なんで『北極』を発動した!?」

　とぼけた感じの雇い主は、気の抜ぬけた噺はなし家かのような声をしていた。

「さあてなあ。そいつは国家機き密みつだ」

「ふざけんな。お前が知らないわけないだろう。自分に下された命令は、必ず裏うらを取るはずだ。他人を動かしても、動かされるのは嫌きらいだからな。どんな命令だったんだ」

「国家機密だって言ったろう」

　のんびりとした口調は崩くずさない。ゆったりと、いなすように話している。ただピーナッツを食べる行こう為いだけは規き則そく正しかった。

「こっちは公こう務む員いんなんだ。奉ほう仕しする身で余計な詮せん索さくはしねえよ」

「公務員から一番遠い性格のくせに、なに言ってんだ」

「お前さんもな。教師っぽくねえよ」

　ひっひっひと笑う。かおりはまったく笑えない。

「理由を言え」

「……昨日な、公安委員会の実じつ務む者しや会議が開かれたんだ」

　進藤はやや真ま顔がおになった。

「そこでまあ色々話があってな。詳くわしくは言えないが、賢人会議ワイズメン・グループに動きがあった。主要メンバーが表舞ぶ台たいから引っ込み、権けん力りよくが一人の人間に集中する体たい制せいになりつつあるそうだ」

「……彼、か」

「どうだろうねえ」

　進藤はもっと詳しく知っているはずだが、さすがにそこまで明かさなかった。

「まあ、向こうがそうなった以上、こっちもぼやぼやしてられなくなった。時期尚しよう早そうかもしれんが、確保することになったわけだ」

「だったら『北極』じゃなくてもいいだろう！」

　今までのように、護衛だけでも十分なはずだ。かつての条件は「護衛しつつ、危険にさらすこと」という奇妙なものだったが、普通に護衛していればいい。旅りよ行こうに制限が出るかもしれないが、どこかの施し設せつに閉じこめることまでする必要はない。

「どうなんだ」

「いや、『北極』だ」

「だからどうして！」

　初めて進藤がかおりを見た。

「宮間夕菜が賢人会議ワイズメン・グループに行くことを、承しよう知ちしたそうだ」

「な……に？」

「宮間夕菜は彼の元に行く。自分の意思でだ」

　かおりが声を詰つまらせた。

　しばらくの間、彼女はなにも言わなかった。

　扉にかけた手に力が込められ、指が真っ白になる。

「それは……本当なのか」

「本当だ」

　かおりの瞳ひとみに変化が生じた。

　今までの、愛あい嬌きようのあるものが消きえ失うせ、昏くらく、どす黒いものとなっていく。ゲームの話をしているときの明るさはなくなり、陰いん惨さんで鬱うつ屈くつとした、どろどろとした情念のようなものが浮うかんでいた。

　彼女は歯を嚙み鳴らした。

「宮間が……あいつのところに……」

　彼のところに行く。

　それはかおりにとって、まったく許せないことだ。彼女がこの仕事をしているのも、ヨーロッパで名の知れたハンターとなったのも、すべてある一つのことに起き因いんしている。それが彼女を駆り立てる元になっている。だから彼の元に行くことはあってはいけないのだ。なにがあっても、絶対に。

　夕菜が自ら好このんで決めたのか、もしくははめられたのか。それは関係ない。結果こそが重要なのだ。彼のところに走るという結果が。

「わたしに……狩りをしろと言うんだな」

　かおりは呟つぶやいた。

「ああ」

「ハンターに戻もどれと言うんだな」

「ああ」

「追いかけろと言うんだな、吠ほえかかれと言うんだな、喰くらいつけと言うんだな、嚙かみ千ち切ぎれと言うんだな、爪つめの下で、泣なき叫さけぼうが、許ゆるしを請こおうが、這はいつくばらせろと言うんだな!?」

　進藤はピーナッツをひとつまみ、口の中に放ほうり込んだ。

「そうだ」

　かおりの身体からだは固まったかのように動かない。

　そこだけ時間が止まっている。音も、空気の流れも、彼女には感じられなかった。

　やがてぽつりと、言葉を漏もらす。

「それは猟りよう犬けんのやることだ……」

「お前は違うのか」

　聞きようによっては、尊そん厳げんを踏ふみにじる行こう為いだろう。人間に向かって、お前は犬だと告つげたのだ。怒りを増ぞう幅ふくさせてもおかしくない。

「……違わない」

　かおりは手の力を緩ゆるめた。硬こう質しつの、乾かわいた声で言う。

「武器をよこせ」

「んー？」

「武器だ。このまま狩りをやらせるな」

　進藤が運転席のヘッドレストを軽く叩たたく。運転手が、足あし下もとを操そう作さした。

　車のトランクが開いた。

　かおりは車の後部に回り、トランクの蓋ふたを跳はね上げた。カムフラージュ用のタオル類を放り出し、中蓋も取り外す。

　銃じゆう器き類るいが収められていた。小銃からサブマシンガン、散さん弾だん銃じゆうから拳銃まで、隙すき間まなく詰められている。銀ぎん行こう強ごう盗とうが十回以上できそうであった。

　彼女はアサルトライフルを選んだ。ＦＡＭＡＳ─Ｆ１。日本では珍めずらしいフランス製の自動小銃なのは、万が一警察に見つかったときに混こん乱らんさせるためだろうか。スリングをつけ、予備の弾だん倉そうを目め一いつ杯ぱい腰こしにぶち込む。さらに閃せん光こう弾だんを持った。

　拳銃は琴子から受け取ったグロック・モデル25があった。同じタイプが入っていたので、弾倉だけを取り出す。

　それからトランクを閉めた。

「もらうものはもらった」

「大事に使ってくれよ」

　相変わらず軽い口調だった。人を馬ば鹿かにしているように聞こえるが、もはやどうでもいい。

　かおりは進藤と琴子に背を向けた。

「もうわたしに連れん絡らくはするな。わたしからもしない。任にん務むが終わったときだけ、こちらからする」

　進藤が声を投げかける。

「宮間夕菜がどこにいるか、知っているのか」

「すぐに分かる」

「いいことを教えよう。元賢人会議ワイズメン・グループのエージェントも、同じ獲え物ものを追っているそうだ」

　一いつ瞬しゆんだけ、かおりは足を止める。

「……ディステルか」

「そうだ」

「問題はない。誰だろうと排はい除じよする」

　ヨーロッパ時代の彼女が、常に考えていたことだった。目標に向かって、どこまでも執しゆう念ねん深く追つい跡せきする。障しよう害がいは全すべてはねのけ、あるいは打ち倒たおす。相手は絶対に逃のがさない。喉のど元もとに食いついて離れない。

　それがかおりを、今の立場に押おし上げたのだ。

　コッキングハンドルを引いた。初しよ弾だんが薬室チヤンバーに送り込まれる。

　金きん属ぞく音おんと共に、余計な感情は消えた。

　それきり、かおりは振ふり返らなかった。







　第五章










　無む駄だかもしれないと思いつつ、和かず樹きたちは店へ向かった。

「龍りゆう玉ぎよく」の看かん板ばんはすぐに見えた。近所で戦せん闘とうしていたのだ。

　一行は近づこうとしたが、慌あわてて身を隠かくした。

　パトカーが何台も停てい車しやし、店を封ふう鎖さしていたのだ。警察がいたからといって警けい戒かいするのは不ふ自し然ぜんだが、今は敵か味方か分からないのだ。とりあえず隠れることにした。

　なにがあったのかは確かく認にんできない。担たん架からしきものが運ばれていた。

「戦闘があったようだな」

　とディステル。彼女は目立つので、ほとんど姿をさらせない。

「玖く里り子こさん、伊い庭ば先生はいますか？」

　和樹は訊きいた。

「いないと思う」

「どこに行ったんだ……」

　仮にも担たん任にんである。気になった。

　ここに長くはいられなかった。ぼやぼやしていると夕ゆう菜なの身が危ない。迅じん速そくに行動する必要があった。

　とはいえ、用意もなにもできていない。

「武器を集めたいわね」

　と玖里子。

「あとヘリでも呼ぼうか。頭を押さえると有ゆう利りよ」

「作戦を立てたいですね。このまま突とつ撃げきするのは無む謀ぼうすぎます」

　これは凜りんだ。慎しん重ちよう派はらしい意見だが、そこで時間がかかりすぎるのもいけない。悩なやみどころだった。

　和樹としては、一刻も早く東京ビッグサイトに向かいたかった。すでに店に立ち寄ることで時間をロスしている。時の流れは少しずつ敵を有利にするのだ。

　ふとディステルを見た。

　彼女は話に加わっていなかった。しゃがんで、なにかを拾ひろっている。

　端たん正せいな横顔が、見る見るこわばっていった。

「すぐに出発する」

　いままで見たことのない表情だ。明らかに緊きん張ちようしていた。

「時間が無くなった。武器は手持ちでなんとかするしかない。車を調ちよう達たつする」

　来い、と言い、駆かけ出した。

　面食らった和樹たちだったが、急いでついて行った。

　ディステルは足が速い。ついていくのも大変だった。

「どうしたんです、いきなり!?」

　彼女は走りながらコインを見せた。さっき拾ったものだ。

「これはカオリのサインだ」

　外国製の、一枚だけのコイン。

「あいつが狩人イエーガーになった」




　ディステルは路ろ上じよう駐ちゆう車しやしてあったＢＭＷ３２０ｉの窓ガラスを強ごう引いんに割った。扉とびらのロックを外し、運転席に乗り込む。ハンドルの奥おくに手を突つっ込んで、コードをいくつか引っこ抜ぬき、無理矢理直ちよつ結けつさせた。

　エンジンがスタートする。幸い警けい報ほう装そう置ちはならなかった。

「乗れ」

　和樹が助手席、玖里子と凜は後部座席に座すわる。

　ディステルは乗り込んだのを確認せずにアクセルを踏ふんだ。タイヤがきしみ、弾はじかれたように発進した。

　荒あらっぽい運転だ。ブレーキを踏まずにクラクションを頻ひん繁ぱんに鳴らし、他の車を追い抜いていく。ＢＭＷは左右に振られ、そのたびに後部座席の二人はひっくり返りそうになった。

「ちょ……ディステルさん、危な……」

　玖里子の悲ひ鳴めいは無視された。急ハンドルばかり切っている。

「前のときは、もっとスムーズだったのに……！」

「悪いが優やさしくしてられん」

　声にも余よ裕ゆうがなくなっている。

「カオリに先手を打たれる前に、先に着きたい」

「なんでですか」

「ミヤマを狩かるつもりだからだ」

　ディステルの口から、政府には不ふ審しんな兆ちよう候こうがあったことと、最近になって強きよう硬こう策さくをとる動きが出てきたことが説明された。

「でも伊庭先生が、どうして……」

　これは和樹だ。コインを見た途と端たん、ディステルの態度が豹ひよう変へんしたのだ。このドイツ美人にもこんなところがあるのかと思ったくらいだ。しかも、明らかにかおりを恐おそれた口ぶりだった。

「昔のカオリが戻もどってきた」

　前方から目を離はなさず言う。

「あいつは狩りを始める前、現場にわざとコインを落とす。戦闘開始の合あい図ずだ。ヨーロッパでは散々な目に遭あわされた。賢人会議ワイズメン・グループのエージェントもかなり狩られている。あいつは生まれついての狩人だ」

「狩人って……」

　学校のかおりからは想像もつかない単語だった。いつも遅ち刻こくばかりして、授業中はゲームの話ばかりをし、生徒からは親しみを、教員からは渋じゆう面めんをもらっている教師の姿とは思えない。

　確かに護衛役でもあったが、どこか子供っぽくて憎にくめない、親しみやすい存在だったのだ。

「信じられないか？」

「そりゃあ……」

「私はあいつが教職に就ついていることが信じられない。快かい復ふく不ふ能のうな怪け我がをしたか、頭でも打ったのかと考えていた」

「伊庭先生が、ヨーロッパの頃ころを思い出したんですか？」

「そうだ」

　赤信号。しかしディステルは構わず直進。あちこちからクラクションが鳴る。

「狩人のカオリは強敵だ。なんとかして先に到とう着ちやくしたい」

「でも瞬しゆん間かん移い動どうとか……」

「東京ビッグサイトなら瞬間移動防止がされているはずだ。勝しよう機きはある」

　近代建築物、それも巨大なものになると、外部からの勝かつ手てな調査と侵入を防ふせぐため、建材に魔法防止を施ほどこしているのである。

「それでもあいつの方が有利だがな」

「ディステルさんなら、伊庭先生に勝てるんじゃ……」

　かおりを倒たおして欲ほしいと願ったわけではない。だが和樹の目には、血まみれデイ・ブルーテイヒの異い名みようを持つ女性が不利とは思えなかったのだ。

　意外なことに、ディステルは笑った。すぐ真顔に戻る。

「あいつのヨーロッパでのあだ名はなんというか知ってるか。吸血鬼ヴアンピーアだ。あいつは倒した人間の生き血をすすっていると本気で噂うわさされていた。獲え物ものは逃のがさんし、立ち塞ふさがるものは誰だれ彼かれ構かまわず排はい除じよする。生なま半はん可かな腕うで前まえの持ち主では、一分と持たない」

　彼女はそこで、言葉を切った。

「私も自信はない」

　車内を静せい粛しゆくが押おし包む。

　和樹も玖里子も凜も、意外な事実に沈ちん黙もくしていた。学校の先生で、しかも一番親しい人物が敵に回っている。説明を受けても、容よう易いに信じられなかった。

　夕菜は賢人会議ワイズメン・グループのエージェントにとらわれている。彼女を取り返し、さらに伊庭かおりと戦うのだろうか。

　想像がつかない。

　ディステルがハンドルを切った。東雲しののめ駅えきを通過。東京ビッグサイトまでもうすぐだ。

　やがて前方に、ピラミッドを逆さかさにしたような建築物が見えてきた。夜なのではっきりとは分からず、ぼうっと浮うかんでいる。

　正門から中へ。バスとタクシーの停てい留りゆう所じよを通つう過かし、歩道に乗り上げてガラス扉の前につける。

　ディステルが先に降りた。和樹たちは後に続く。

「今さらの忠ちゆう告こくになるが、気をつけろよ」

　彼女はマウザーＭ２ピストルを構えた。玖里子は霊れい符ふ。凜は日本刀。和樹は情なさけないが素す手で。

　施し設せつの中に入る。

　夜のためか薄うす暗ぐらかった。節せつ電でんランプがいくつか点灯しているだけであり、空くう調ちようも作動していない。そのため空気が重かった。

　警けい備び員いんが倒れていた。ディステルが確かく認にんする。首を振ふった。

「伊庭先生がやったんですか」

「違ちがうな。パーターだろう」

　警備員に憐れん憫びんを感じている暇ひまはなかった。細長い通路を進む。

　エントランスホールに出た。高い天てん井じようはガラス張りになっているが、今は夜なので漆しつ黒こくだった。

　なんとか周囲が確認できる程度の明かりしかついていない。とりあえず和樹は、会場案内図を見つけた。

　ホールと会議室が記しるされている。当然だが、夕菜がどこにとらわれているかは不明だ。

「手て分わけをしよう」

　ディステルが地図をなぞった。

「カゼツバキは西にし展てん示じ棟とう、カミシロは会議棟を捜そう索さくしてくれ。なにか発見したら念話で知らせろ。手出しは絶対にするな。私が行くまで待て」

　玖里子と凜がうなずく。

「シキモリは念話は使えたか？」

　首を振る。

「なら私と一いつ緒しよにいろ」

　ディステルと二人で、東展示棟の捜索になった。

　一同は、三方向に分かれた。

　和樹はディステルのあとにつき、細長い連れん絡らく通路を歩く。ここだけ天井が低い。

「伊庭先生はどこに……」

「不明だ。まだ到着していないかもしれない」

　そうであれば幸運だった。先に夕菜を救出できれば、なおいい。

　東展示棟に出た。

　ガレリアと名付けられたメイン通つう路ろだった。エスカレーターと動く通路があり、カフェテリアも併へい設せつされている。展示ホールはガレリアを挟はさんで左右にあった。

　入り口に展示案内の板が設せつ置ちされていた。『ヒューマンロボットテクノロジー』と書かれている。

「やっかいだな」

　ディステルが呟つぶやく。

　第一ホール、と掲けい示じされたところに入る。

　ここも薄暗かったが、思ったほどではなかった。警備の人間が巡じゆん回かいしやすいようにしているのだろう。奥おくまで見み渡わたせた。

　ただディステルが「やっかい」と称しようした理由も分かった。展示物が陳ちん列れつされているせいで、障しよう害がい物ぶつだらけなのである。しかも博物館のように整せい然ぜんと並んでいるのではなく、ショーなので各社が趣しゆ向こうを凝こらしたブースにしていた。そのため大きいものから小さいもの、はてはステージまでが設置されていた。

　昼間観みに来るぶんには楽しそうだが、今は邪じや魔までしかない。

「これは……大変ですね」

　和樹も思わず漏もらす。

　展示ブースだけではなく、控ひかえ室も設置されているのである。たった二人でそこまで確認するのは大変だ。なにもイベントのない玖里子の西展示棟と、凜の会議棟の方が、まだ楽かもしれない。

　文句をいっても仕方がないので回ることにした。

　あちこちのパネルで、人間型ロボットの未来がうたわれている。二足ロボット全すべてを作っているメーカーだけではなく、素そ材ざいやバイオチップのメーカーまで出展していた。誰だれもが知っている大だい企き業ぎようから町工場レベルのところまで、多た種しゆ多た様ようだ。

「……人間の形をしたロボットを好このむのは、いかにも日本人らしいな」

　誰ともなく、ディステルが言う。

「別に違い和わ感かんはありませんけど」

「神以外の存在が、人を作り上げるのだぞ」

「それが……」

「そういうところだ。不信心とは言わないが、特とく徴ちよう的てきだ」

　宗しゆう教きよう的てきなことは和樹には分からない。だがなにを言わんとしているのか、なんとなく理解はできた。

「日本人はまったくの無宗教ではないようだが、人間を神が授さずけた不ふ可か侵しんのものとしては扱あつかわない。なんなのだろうな」

「さあ……」

「彼にもそういうところがある」

　いきなりディステルの声質が固いものになった。

「人に神しん性せいを認めないんだ。生せい命めい倫りん理りのハードルが恐おそろしく低い。そのくせ圧あつ倒とう的てきなカリスマで人を魅み了りようする。あれは謎なぞの存在だ」

「そうなんですか……」

「知っていたか？」

　和樹は黙だまった。たびたび出てくる「彼」という存在。

　かつて和樹は「彼」と通じ合ったことがあった。あの雨の山中で、感かん情じよう交こう流りゆうがなされたのだ。だからまったく知らない存在ではない。

　和樹が心の奥底で触ふれた感情は、黒いものだった。それは欲よつ求きゆうだった。

　彼は夕菜を欲している。そして彼女の中に巣くう、悪あく魔まを欲している。

　知っているのはそれだけだ。さらなる目的があるかどうかは知らない。分かりようもない。

　だが、それこそが夕菜をさらう目的であり、和樹はそれだけを知っていれば十分だった。

　第一ホールから第二ホールへ抜ぬける。そこもまた、展示ブースであった。ものは多いが人の気配はない。

「ここじゃないかもしれませんね……」

「いや」

　ディステルが上を向く。

「当たりのようだ」

　いきなり照明が全すべてついた。

　二人の姿が照らされる。周囲から丸見えになった。

　どこからか銃じゆう弾だんが飛んできた。

「跳とべ！」

　引っ張られた。目め隠かくし用のパーテーションの内側に隠れる。弾たまが床ゆかに穴を開けた。

　デイステルがなにかを口の中で唱えている。念話で玖里子と凜に知らせているのだろう。

　和樹はしばらく頭を低くした。何回か発はつ砲ぽう音おんがあり、周囲に着弾している。

「一人だな……」

「分かりますか？」

「一方向しか射しや撃げきが来ない。チャンスだ」

　彼女は和樹に奥を指さした。

「合図で二手に分かれるぞ。走るだけ走ったら隠れろ。奴やつは私が始し末まつする」

「は、はい」

「いいな……行け！」

　指示されたとおりに駆かけ出した。ディステルは反対方向にダッシュしている。

　銃弾は和樹を追ってきた。

「わわっ」

　足あし下もとがはぜる。命中しないのは相手が下手だからか、わざと外はずしているのか。

　別の発砲音もした。これはディステルのだ。和樹を狙ねらっていた銃弾がそっちへいく。

「パーター！」

　ディステルの声。交こう錯さくする射撃。和樹は息が切れる寸前でパネルの裏へ飛び込んだ。

　どこかの企き業ぎようブースだった。かなり大きいところで、待合室のように椅い子すが並び、テーブルまである。

　そこに少女が横たえられていた。

「……夕菜！」

　和樹は駆け寄った。

　意外なところに夕菜はいた。すぐそばに救急セットのようなものと、軍用のレーションが乱らん雑ざつに置いてある。ここまで運はこんできた後、慌あわてて撤てつ収しゆうしたようだ。

　彼女の目は閉とじられている。一瞬ぎょっとしたが、胸が浅く上下しているので無事だと分かる。ただ顔に血の気がなく、マネキンみたいだった。急いで脈を計る。ゆっくりだが規き則そく正しかった。

「ディステルさん、夕菜が！」

　あえて大声で叫さけんだ。途と端たんにぱたりと射撃が止やむ。

　こちらが撃たれるかと思ったが、こない。しばらくするとまた射撃音がしたが、徐々に遠ざかっていく。

　自分の周りが空白になる。誰もいない状態だ。

　できるかぎり夕菜の手当をした。ディステルを待つかどうか思し案あんしたが、敵が先に来ると厄やつ介かいなので、移動しようと考えた。すると、

「和樹！」

　玖里子だった。後ろには凜もいる。

「あんた今、夕菜って言った!?　夕菜ちゃんいたの!?」

「ここに……！」

　玖里子と凜は一いつ斉せいに安あん堵どのため息をついた。

「よかった……怪け我がは？」

「ないみたいです」

　ディステルも駆け寄ってくる。拳けん銃じゆうを持ったままだった。

「全員いるな」

「はい。ディステルさん……敵は」

「シキモリの声がしたらどこかに隠れた。お前たちを狙うのかと思ったが」

「来てはいません」

　ともかく、夕菜を発見できたのは大きかった。ギリギリのところで間に合ったのだ。

「脱だつ出しゆつしよう」

　とディステル。

「三人でミヤマを運はこんでくれ。外に出たら車を捕つかまえるなり盗ぬすむなりして調ちよう達たつしろ。ここから全力で離はなれるんだ」

　和樹は承しよう知ちした。盗むとは穏おだやかではないが、この際そんなこと言っていられない。

「分かりました。ディステルさんは」

「私はやることがある」

　彼女はじっと、入り口を凝ぎよう視ししていた。

「一番やっかいな相手が来た」

　そこには、鍔つばのついた帽子と、長いライフルを持ったシルエット。

　かおりの姿があった。




　ディステルの決けつ断だんは早かった。彼女は和樹たちを手で追おい払はらうような仕草をした。

「さっき言ったとおりだ」

　元賢人会議ワイズメン・グループのトップエージェントは、喉のどから絞しぼり出すようにして喋しやべっていた。

「かおりは私に任せろ。手て加か減げん抜ぬきで戦う。お前たちの担任を殺ころしてしまうかもしれないが、許ゆるせ」

「でも、このままじゃ……」

「時間が惜おしい。さあ！」

　弾はじかれたように、学生たちは動き出した。和樹と玖里子が夕菜を支ささえ、凜が警けい戒かいしながらついていく。

　ディステルはある程度まで見送ってから、展示パネルに身を隠した。身体からだを低くして、五ご感かんを研とぎ澄すませる。

　適てき当とうに射撃をして牽けん制せい。注意を引きつける。ちらりと影かげが見え、こっちに来ることが分かった。

　照しよう明めいが落ちた。かおりがスイッチを切ったのだろう。今度はかなり暗くなった。

　惑まどわされない。じっとして、待つ。

　足音がしない。靴くつを脱ぬいでいるのだろうか。

　いや、かすかだが聞こえていた。

　コツコツコツ。規則正しく、等とう間かん隔かくで近づいてくる。それ以外は無音。

　一瞬、警備員かもしれないという考えが、頭をよぎる。すぐに否定した。この状じよう況きようで第三者を想そう定ていしてもしょうがない。全てを警戒しなければ。

　足音が止まる。

　顔を伸のばし、確かく認にんしたい衝しよう動どうに駆かられる。しかし今、こっちに向けて銃口をポイントしているかもしれない。だとしたら姿を見せるのは愚ぐの骨こつ頂ちようだ。今は持久戦。時間は我に有利。

　しばらく動かないでいた。

　なにも起こらない。さっきの足音もしなくなった。逃にげているはずの和樹たちの様子も分からない。自分だけが、外界から隔かく絶ぜつされているように感じられる。
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　わずかだが焦あせりが生じる。じれてきた。せめて確認だけでもしておくか。拳銃のグリップを握にぎりしめ、呼こ吸きゆうを整える。

　一瞬だけ頭を出した。

　すぐに引っ込める。いない。かおりはいなかった。無論、他の人間の姿もない。

　移動したのか、それとも初めからいなかったのか。仕し切きり直しだ。

「ディステル」

　はっとした。かおりの声がする。

「そこにいるのは分かっている」

　声は反はん響きようしていた。スピーカーからではなく肉にく声せいだが、どこから発せられているのか探たん知ちできない。音があちこちに跳はね返って、全周から聞こえてくる。

「無む駄だなことはやめろ」

「ご挨あい拶さつだな、カオリ」

　あえてディステルは言葉を返した。

「なにが無駄か教えて欲ほしいものだ」

「時間の無駄だ」

「あいにくこっちには無駄にならない」

　パネルの周囲にかおりの姿がないことを確認する。もっと遠くだ。

「時間は味方なんでね」

「蜂はちの巣すになりたくなければ、抵てい抗こうするな」

「はい分かりましたと引き下がれるものでもあるまい」

　そう言いながらパネルの陰かげから出る。足音がしないように、這はった。

「お前こそ無駄なことはよせ。ミヤマは賢人会議ワイズメン・グループから取り戻もどしたぞ。満まん足ぞくすべき結果じゃないのか」

「わたしが確保してない」

　ディステルが展示台の下に潜もぐり込んだ。人じん工こう知ち能のうの説明ブースだった。そのまま抜ける。

「妥だ協きようしろ。私は賢人会議ワイズメン・グループには渡わたさん」

「そんな妥協はあり得ない」

　かおりの声が、一方向からするようになった。

「宮間を渡して降こう伏ふくするか、死ぬかだ」

「どちらも選びたくないな」

　企業パネルに身を隠す。声の方角にゆっくりと頭を向ける。

「私は武器を捨てるのが嫌きらいなんだ。カオリこそ戦いを止やめたらどうだ」

　慎しん重ちように視線を伸ばす。ロボットアームの稼か働どう展てん示じ。いない。サーボモーターの説明機材。いない。新素材の発表パネル。ここもいない。どんどん奥おくへ。

「契けい約やくを果たしていない」

「契約、か」

　あえて挑ちよう発はつ的てきに言う。さらに探す。

「カオリに似につかわしくない言葉だ。真ま面じ目めだな」

「やるべき義務は果たす」

　場所が絞しぼられてくる。展示場の突つき当たり、壁かべ際ぎわに並んでいる大きなブースだ。その周辺。

「それは本当に義務か？」

　分かった。大きなスクリーンのある場所、二足歩行ロボットの展示場所のところだ。そこから聞こえてくる。

「義務ではないな。怒いかりだろう？　彼に対する」

「…………」

「ヨーロッパにいたころのお前は復ふく讐しゆうの権ごん化げだった。彼を憎にくんでいた。賢人会議ワイズメン・グループの関係者なら、誰だれ彼かれ構かまわず狩かり出した。あれは単なる契約などでできるものじゃない。もっと禍まが々まがしい、怒りだ」

　声がしなくなった。だが場所は把は握あくした。あそこに並んでいる三体の二足歩行ロボット。そのすぐそばだ。

「お前が日本に来てからは、怒いかりは消えたと思っていた。違ったな」

「契けい約やくをこなしているだけだ。余計なことを言うな」

「偽いつわるのは止めろ。お前は以前、私に『彼にこだわっている』と言ったな。だが本当は違う」

「黙だまれ」

「一番こだわっているのはお前だ。お前は彼に取り憑つかれている」

「黙れ！」

　アサルトライフルの発はつ砲ぽう音おん。それが最後の確認手段。

　ディステルは飛び出した。銃じゆうは撃うたない。ただ自分の瞳ひとみに力を込める。

　ふわっと髪かみの毛が浮ういた。

　ごおっという風の音。二足歩行ロボットが瞬しゆん時じに発火。パネルも、ステージも、いきなり燃え上がった。

　紅ぐ蓮れんの炎が舞い上がる。ディステルの、他に並ぶもののない魔法『灼熱グルーヘン』がその力を発はつ揮きしたのだ。

　会場の一角が赤く染そまる。非常ベルが鳴り、スプリンクラーが作さ動どう。雨のように降ふり注そそいだ。

　ディステルが立ち上がった。次の瞬間。

　目の前になにかが着地した。

　アサルトライフルを握にぎりしめた女性。俊しゆん敏びんな動作。狼おおかみのような目つき。ディステルの知る限り最も優すぐれた狩人イエーガー。

　伊庭かおり。あの展示ブースにはいなかったのだ。

　かおりが腕うでを振ふるった。

　アサルトライフルのストックがディステルに迫せまる。彼女はバックステップでかわす。銃口をかおりに向けようとする。

　遅おそくはない。ディステルも訓練された戦士なのだ。だがかおりのスピードはそれを上回った。

　懐ふところに飛び込まれ、掌しよう底ていで拳けん銃じゆうを跳ね上げられる。息いきがかかりそうな距きよ離りでの肉にく弾だん戦せん。

　ディステルは拳銃へのこだわりを捨てた。右足膝ひざでかおりを狙ねらう。

　寸前でかわされた。あり得ないほどの反応速度だ。かおりはアサルトライフルを逆さか手てでもって突き上げる。ディステルは腕で受けた。衝しよう撃げきが走り、腕全体がしびれる。

　痛みを感じている暇ひまはない。身体からだを半回転させて足払ばらい。かおりがバランスを失う。

　勝しよう機きが見えた。再び拳銃を握り直す。一挙動作で引き金を引く。

　銃声。だが弾だん丸がんはむなしく床ゆかに穴を開けた。

　転てん倒とうするはずだったかおりが、そのままバック転をしたのだ。しかも片手に武器を持ったままでのサーカス技わざ。彼女は正面を向くと同時に床を蹴けった。

　瞬間移動と見まごうほどの速度。眼前に迫っている。

　にやりとしたように見えたのは気のせいだったか。

　みぞおちにストックを打ち込まれた。たまらず身体を折ったが、ぎりぎりで堪こらえて左足前蹴り。

　空を切った。お返しとばかりに足をかけられる。

　両足ごと払われ、ディステルの身体が宙に浮いた。そこに力一いつ杯ぱい膝を叩たたき込まれる。

「がはっ……！」

　胃い液えきが逆ぎやく流りゆうした。視し界かいが反はん転てん。床に叩きつけられた。

　かろうじて拳銃は握っていた。だが、それも蹴られて落とす。

　立ち上がろうとしたところに、もう一度蹴りが入る。

「ぐっ……ふっ……」

　身体に力が入らない。かおりの攻こう撃げきは、的確に急きゆう所しよを突いていた。ここにきて痛みが全身に広がる。

　仰あお向むけになった。アサルトライフルが突きつけられる。

　動けなかった。

　勝利者となったかおりは、冷ややかだった。

「無ぶ様ざまだな、ディステル」

「カオ……リ……」

「炎を使うか？　わたしの射撃が早いぞ」

「くっ……」

「起きろ」

　襟えり首くびを摑つかまれた。

　そのまま引きずられる。自分たちの背後、ちょうど会場の中央にある特とく設せつステージに運ばれようとしていた。

　ステージは目立つように、周囲から少しだけ高くなっている。円形で、台は回転するようになっていた。すでに人型ロボットが飾かざられている。そこまで引っ張り上げられた。

　かおりはディステルを乱らん暴ぼうに投げ出した。睥へい睨げいするように立つと、アサルトライフルの先せん端たんで、ぴたりと狙う。

　彼女は良く通る声で告げた。

「式森、聞こえるか」

　アサルトライフルのコッキングハンドルを引いた。

「宮間を連れて出てこい。さもないとディステルの頭を撃ち抜く」




　かおりの言葉は、和樹にもはっきり聞こえた。

　照しよう明めいが消えていたが、会場の隅すみが燃えているせいで中央の特とく設せつステージにいると分かる。ベルが鳴り、スプリンクラーは間断なく水を降らしているのに、微び動どうだにしていなかった。

　彼らは展示場のシャッター寸前までたどりついていた。さあ脱だつ出しゆつだという時になって、ディステルが捕とらえられたのだ。

　今いるところから数メートル先に出口があった。そこから先は外だ。ここで出てしまえば、かおりは追つい跡せきしてくるだろうが、逃にげ切れる可能性はぐっと高まる。

　だからこのまま無む視しする手があった。そうすれば四人とも助かる。

　しかし、ディステルはどうなる。かおりがただの脅おどしをしているとは思えない。あれは本気だ。恐おそらく引き金を引くのに躊ちゆう躇ちよはしない。

　では素す直なおに出ていったら？　誰かが死ぬことはないだろう。傷つくことも、多分ない。だが夕菜はどこかに連れ去られる。帰ってこないかもしれない。二年Ｂ組の座席の一つは、ずっと空いたままになるのだ。

　ここでディステルを救うべきなのか。今は違うが、かつては夕菜を誘ゆう拐かいしようとした女性だ。彼女のために両手をあげるべきなのかどうか。

　どう考えても、逃げるのが手だ。自分たちは助かる。その後が問題だが、窮きゆう地ちは脱出できる。単に元エージェントを見捨てるだけにすぎない。悩む必要はない。だが、しかし。

　決けつ断だんのしどころだった。

　玖里子と凜がこっちを見ている。彼女たちも、和樹の決断を待っているのだ。

「早くしろ」

　かおりの声。

　和樹は覚かく悟ごを決めた。

　うまく行くか分からないが、できることは一つしかない。

　立ち上がった。ただし、自分だけ。

「伊庭先生、ここです」

　両手を頭上にあげて、降こう伏ふくらしくする。正式にはどうすればいいか知らないので、テレビドラマっぽくやった。

「撃たないでください」

　かおりがこっちを向いた。

「……宮間はどこだ」

「ここにはいません。先生の知らないところです」

　これは噓うそだ。かおりには確かく認にんする手段がない。すぐ近くにいることがばれたら、別な手を打たれてしまう可能性があった。

「わたしは宮間も一いつ緒しよにと言ったんだ」

「ディステルさんを放してください」

　かおりの語ご尾びに被かぶせるようにして言う。

「そうすれば僕と夕菜は先生のところに行きます」

　かおりが目を細くした。

「取デりイ引ーきルか」

「はい」

　はっきりと返事をした。

　瞬時に思いついた賭かけだった。かおりが欲ほしいのは夕菜だ。本当はディステルを抱かかえていたくないはずである。どちらかというと、手て札ふだはこっちの方が分がいい。

　ならば手札をフルに活かつ用ようして勝負に出るべきだ。夕菜の存在は最後まで伏ふせる。ディステルを解放させればいいのだ。そうしてしまえば、あとはどうとでもなる。

「……いいだろう」

　かおりは言った。

「乗ろうじゃないか。方法は？」

　その時、かおりの足下から大声がした。

「駄目だ……止やめろ！」

　ディステルだった。離れている和樹にもはっきりと聞こえた。

「止めるんだ……カオリは取り引きをしない。吸血鬼ヴアンピーアは取り引きをしないんだ。絶対に止めろ！」

「喋るな！」

　かおりが靴くつでディステルを踏ふみつけた。悲鳴と咳せき込こみ。

「邪じや魔まが入ったな。式森、条件を出せ」

「ディステルさんを放してください」

　これは交こう渉しようの材料だ。認められないのは織おり込こみずみ。

「駄目だ。キミがここまで来い」

「分かりました。でも途と中ちゆうまでです」

「なに？」

「途中まで進みます。そうしたらディステルさんを解放してください。それから僕と夕菜は先生のところに行きます」

　和樹のところからステージまで、それなりに距きよ離りがあった。そこまでなら歩いても問題はない。ディステルが放されれば、主しゆ導どう権けんはこっちに移るのだ。あとは姿を隠かくすなり逃とう亡ぼうするなりできる。障しよう害がい物ぶつには不自由しない。

「よし」

　和樹の思おも惑わくを知ってか知らずか、かおりは認めた。

「半分の距離を歩け。いいか、ステージまでの半分だぞ」

　和樹はゆっくりと歩いた。

　わざとらしく身体からだを震ふるわせながら、一歩一歩踏みしめる。緊きん張ちようしているのは本当だ。こんな取り引き、今までしたこともない。

　条件の半分が近づいた。ぼやっとしていたステージが、はっきり見えるようになる。

　人型ロボットの展示ブースだった。台にアルファベットでロボットの名めい称しようが書かれている。その上にかおりはいた。降こう下か猟りよう兵へい用ようの略りやく帽ぼうをかぶり、アサルトライフルを構えている。

　いやまてよ。和樹の脳のう裏りに警けい戒かいランプが点てん滅めつした。あれは本当にかおりなのだろうか。よく見ると顔がない。手足が細すぎる。人型ロボットの骨ほね組ぐみに帽子をかぶせ、ジャケットを着せて銃じゆうを持たせただけじゃないのか!?

　足が止まる。同時に、頭にグロック・モデル25ピストルが突つきつけられる。

「残念だったな」

　かおりの声は、今までに聞いたこともないくらい冷たかった。

「吸血鬼ヴアンピーアは取り引きをしないんだ」




　　　　○




　中ちゆう華か料りよう理り店てん「龍りゆう玉ぎよく」の後始末はほぼ終わっていた。琴子は死体が全すべて運ばれるのを確認した。

　店の人間たちは二階で眠ねむらされていた。幻げん覚かくに催さい眠みん作さ用ようがあったらしい。
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　係員たちも引き上げ、琴子だけが残った。床ゆかに倒たおれたままの古典教師、本田のことがあったからだ。

　これのまでの例では、ミシオーンに取り憑つかれたものは、その間の記き憶おくを一いつ切さい失っている。手がかりになることをまったく覚えていないのだ。だから放置してもよかったのだが、世の中には報告書というものがあった。一応の取り調べはしなければならない。

　ベッド代わりに椅い子すを並べ、意い識しきが戻もどるまでそこに寝ねかせていた。無理に目覚めさせることはしない。

　ぴりりりり。着信音が鳴る。琴子は携けい帯たい電でん話わの通話ボタンを押おした。

「部長、藤ヶ谷です」

　相手は進藤であった。

「……はい。こちらはすみました。あとは伊庭先生に任せています……いえ、監かん視しはつけていません。じきに部下を派は遣けんする予定ですが……はい」

　その時、本田の姿に変化が生じた。

　目が開かれ、ゆっくりと上体を起こしている。その動どう作さはあくまでゆっくりだが、明確に意思を持っていた。

　琴子は気づいていない。

「はい……はい……宮間の確保だけを優ゆう先せんします。他の要よう素そは排はい除じよの予定です。無論、内ない密みつにですが……」

　電話にだけ気を取られている。自分の影かげに別の影が重かさなっていることにも注意がいっていない。

「はい……了りよう解かいしました」

　ぴっ。

　携帯電話を切った。同時に、琴子は下を見た。

　自分の心しん臓ぞうの位置から、指が生えていた。直後に起こる激げき痛つう。

「な──」

　指が引っ込む。琴子の身体は半回転して倒れ込む。

「残念でした。この身体は憑より代しろじゃない」

　本田は手刀を一振ふりし、血を払はらった。

「私がミシオーン本体なの」

　琴子の意識が遠くなる。ミシオーンが「もう一仕事あるのよ」と告げていたが、それを聞くことはかなわなかった。




　　　　○




　初めからステージにかおりはいなかった。あるいは、途と中ちゆうで入れ替かわった。すでに降りていて、あたりをつけていたのだ。だから「途中まで来い」とこだわったのだ。

　和樹はひんやりとした銃じゆう口こうを感じていた。少しだけ目を動かすと、ディステルも近くで倒れたままだった。

「素す直なおすぎる教え子で、先生は嬉うれしいよ」

「引っかけたんですね……」

「取り引きはしないと言った」

　かおりが別方向に向けて怒ど鳴なる。

「風かぜ椿つばき、神かみ城しろ、宮間を連れて出てこい！　もう取り引きはなしだ！」

　和樹は目をつむった。もう駄目だ。あとは玖里子と凜に、夕菜を連れて逃にげてもらうしかない。それで引き分けだ。自分たちがどんな目にあわされるかは考えない。考えたら、足が震えるに決まっている。

「まだか！」

　かおりが撃げき鉄てつを起こす。その刹せつ那な。

　咳き込むような水すい冷れいエンジンが鳴った。ばたばたと空気を叩たたくプロペラの音。投とう光こう器きの巨きよ大だいな光。

　シャッターの向こうでヘリコプターがホバリングをしていた。

　数百ルクスの明かりに、かおりが思わず手で覆おおう。

　しめたと考えるよりも先に、身体からだが反応した。

　自分から横転して銃口から逃のがれる。かおりが発はつ砲ぽうするが、狙ねらいはこっちじゃない。投光器を撃うっていた。

　光が弱まる。和樹は起きあがって走り出す。

　次の瞬しゆん間かん、目の前に誰かが立ち塞ふさがった。

　そこにいるのは一人の少女。薄うすく笑えみを浮うかべている。先ほどまで倒れていたとは、到とう底てい思えない顔つきだ。

　夕菜だった。

「……夕……菜……どうして……」

　彼女は手を伸のばした。

「さ……和樹さん……」

「宮間！」

　かおりがこっちに向かおうとしていた。だが次の瞬間、和樹とかおりの中間地点に火ひ柱ばしらが上がる。

「……カオリ！」

　ディステルが半身を起こしている。『灼熱』を使ったのだ。瞳が爛らん々らんと輝く。

　だが負傷のせいか狙ねらいが定まっていない。会場のあちこちが発火し、あたりが燃えさかっていく。

　かおりは炎と煙けむりから逃れた。玖里子と凜も近づけない。

　そして炎をバックに、夕菜は微ほほ笑えんでいた。

「行きましょう、和樹さん」

　抱きしめられた。その声は本田と同じだ。誰かが夕菜の居場所を特定して、ミシオーンに憑ひよう依いさせている。

　不意に和樹は気づいた。初めから自分もさらうつもりだったのだ。そのため夕菜をわざと目につきやすいところに放置して、発見するのを待った。そしてミシオーンに憑依させ、こうして連れ去ろうとしている。

　二人の身体が浮ふ遊ゆうした。引き寄せられるようにして、扉とびらを開け放したヘリコプターの中に収まる。

　中で座すわっていた女性が、軽く拍はく手しゆをした。ここで和樹は初めて、パーターの姿を見た。

「ようこそ」

　パーターは礼をする。

「彼が、待ってます」

　ヘリコプターのエンジン音がひときわ大きくなる。高度を上げた。

「和樹、夕菜ちゃん！」

「式森！　夕菜さん！」

　誰かの叫び声がする。二人の耳には届かない。

　ヘリは東京ビッグサイトから、遠ざかっていった。







　あとがき







　大変お待たせいたしました。まぶらほの長編をお届けします。前巻の刊行からかなり期間が空あいてしまい、申し訳ありません。




　お読みになった方はお分かりかと思いますが、今回はあまり「遊び」の要よう素そがありません。スピード重じゆう視しというか、ストーリーを進めることに主しゆ眼がんを置いています。

　登場人物は誰だれも彼も突つっ走ぱしっています。描びよう写しやとしての「走る」も非常に多いのですが、みんながみんな、ある一点に向かって加速しています。特に夕菜とかおりの行動は尋じん常じようじゃありません。恐らくこの話にかたがつくまで、脇わき目めもふらない走り方は続くでしょう。作者としてはどこかでブレーキを踏ふむべきなのかもしれませんが、そんなポイントはとっくに通り越しました。もはやなるようになるの心しん境きようでいくつもりです。

　……なんてことを考えていたら、今回の結末があんなことになりました。次巻はこれらの引きを生かしつつ、怒ど濤とうの展開となる予定ですので、しばしお待ちください。




　話はがらりと変わりますが、我が家ではブルーベリーを栽さい培ばいしています。一時期結けつ膜まく炎えんをやったときに、「眼にいいから」という理由で始めたのです。単にブルーベリーのジュースやヨーグルトを食べればすむ話なんですが、どういうわけか苗なえを育てるところからはじめました。

　ブルーベリーは、大して虫もつかず、病気にもならない果か樹じゆです。そのため私のようなものぐさにはぴったりなのですが、これが意外と大変なのです。まず水に大変敏びん感かんなので、油ゆ断だんするとすぐ枯かれます。あと成長が旺おう盛せいなので、放っとくとベランダがジャングルになります。しかも自家受粉をしないため、花か粉ふんを手でめしべにくっつけなければなりません。そこまで苦労しても、肥ひ料りよう配はい分ぶんを間違えるといい実がなりません。

　つまりブルーベリーは小説と同じなのです。普通に書いてもそれなりのものはできますが、さらに上を目指そうとすると、色々手を加えなければならないのです。特に「これは肥料だ」とばかりに人物描写を増やすとろくなことになりません。「なんかバランス悪いな」と首をかしげることになり、結局原稿を破は棄きすることに繫がります。

　なにが言いたいのとかというと、今回そういう目にあったのです。自分のミスで貴き重ちような時間がパーです。ついでにブルーベリーもしくじりました。あんまり美お味いしくねえや。

　来年は失敗を生かして頑張ります。ブルーベリーも。





二〇〇五年一〇月十九日　築地　俊彦












まぶらほ




～デソレイション・エンジェルス～








築つき地じ俊とし彦ひこ
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